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戦
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嶺
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」



だいがくのたから

１
０
０
年
ほ
ど
前
の
「
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
」

　

流
通
経
済
大
学
の
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス・

三
宅
雪
嶺
記
念
資
料
館
で
は
︑「
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
」
を
展

示
し
て
い
る
︒
三
宅
雪
嶺
（
１
８
６
０
～
１
９
４
５
）
は
︑
明
治
₂₀
年
代
に
政
教
社
の
雑
誌
「
日
本
人
」

を
創
刊
し
︑
国
粋
主
義
を
主
張
し
た
︒
同
₄₀
年
代
に
は
︑
雑
誌
﹃
太
陽
﹄
の
「
理
想
的
新
聞
雑
誌
記
者
」

第
１
位
に
選
ば
れ
て
い
る
︒「
雪
嶺
」
と
「
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
」
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
存
在
し
た

の
か
？

　

１
９
０
９
（
明
治
₄₂
）
年
︑
新
聞
紙
上
で
南
極
探
検
の
企
画
が
報
じ
ら
れ
た
︒
企
画
者
は
退
役
陸
軍
中

尉
の
白
瀬
矗の
ぶ

で
あ
る
︒
翌
年
︑
白
瀬
は
南
極
探
検
の
費
用
補
助
を
帝
国
議
会
に
建
議
し
た
が
︑
政
府
の
対

応
は
冷
淡
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
国
民
は
熱
狂
的
に
応
援
し
︑
７
月
に
南
極
探
検
後
援
会
が
組
織
さ
れ
︑

会
長
に
大
隈
重
信
︑
幹
事
に
は
雪
嶺
ら
が
就
任
し
た
︒
雪
嶺
は
「
探
検
船
旗
」
を
考
案
し
︑
₁₁
月
の
出
発

直
前
に
白
瀬
に
「
探
検
旗
」
を
渡
し
た＊︒
１
９
１
２
（
明
治
₄₅
）
年
１
月
︑
白
瀬
は
南
極
探
検
の
最
終
到

達
地
点
を
「
大や
ま
と和

雪ゆ
き

原は
ら

」
と
命
名
し
︑
日
章
旗
お
よ
び
三
角
回
転
旗
を
掲
げ
た
︒

　

白
瀬
は
６
月
に
帰
還
し
︑
雪
嶺
を
含
む
数
人
に
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
を
配
付
し
た
︒
１
９
３
６
（
昭
和
₁₁
）

年
︑
南
極
探
検
₂₅
周
年
記
念
と
し
て
︑
雪
嶺
が
中
心
と
な
っ
て
東
京・

芝
浦
の
埠
頭
公
園
に
開
南
丸
の
レ

リ
ー
フ
と
ペ
ン
ギ
ン
像
の
あ
る
「
南
極
探
検
隊
記
念
碑
」
を
建
碑
し
た
︒
戦
後
︑「
南
極
観
測
隊
（
南
極
越

冬
隊
を
含
む
）」
が
往
来
の
際
は
︑
雪
嶺
の
「
探
検
旗
」
を
掲
げ
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
た
︒

　

以
上
が
雪
嶺
と
ペ
ン
ギ
ン
の
剥
製
の
関
係
で
あ
り
︑「
剥
製
」
は
１
０
０
年
ほ
ど
以
前
に
製
作
さ
れ
た
︒

ペ
ン
ギ
ン
の
種
類
が
「
皇
帝
」
な
の
か
「
ア
デ
リ
ー
」
な
の
か
︑
い
つ
剥
製
に
な
っ
た
の
か
︑
現
在
︑
何

人
が
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
︑
疑
問
は
尽
き
ず
︑「
大
学
の
た
か
ら
」
と
し
て
一
層
興
味
が
わ
い
て
く
る
︒

な
お
︑
三
宅
雪
嶺
は
︑
本
学
の
三
宅
立
雄
名
誉
教
授
の
祖
父
に
当
た
る
︒

＊ 

同
時
期
︑
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
「
探
検
隊
旗
」
も
併
せ
て
用
い
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
た
め
︑
両
方
合
わ
せ
て
「
探

検
旗
」
と
い
っ
た
︒（
多
田
恵
一
﹃
南
極
探
検
私
録
﹄
お
よ
び
南
極
探
検
後
援
会
編
纂
﹃
南
極
記
﹄
参
照
）

流通経済大学
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　実習は、またとない体験学習です。教室で理論を
理解したら、看護実践は現場で学びます。臨床に強
い看護師の養成を目指す本学では、１年生から４年
生まで、常に看護の現場に足を踏み入れ、現場で主
体的に学ぶ機会を持てるようにしています。実習を
通して、学生がチームの一員となれる力をつけ、看
護の学びを保証します。また聖路加国際大学大学院
で看護教育を学んだ実践指導者「クリニカル ・ ナー
スエデュケーター（CNE）」を配置することで、臨
床へのスムーズな移行を実現しています。

〈表紙写真〉

看護学部２年生の実習風景
（聖路加国際大学）



　創立者ルドルフ・B・トイスラーは1920年、キリスト教の精神に基づき、
教養ある看護職を育成することにより、日本の看護の質向上を目指し、 
聖路加国際病院附属高等看護婦学校を設立。指導経験豊かな米国人アリス・
C・セントジョン女史を招き、臨床看護教育および予防と保健を重視した公
衆衛生看護教育を開始しました。
　本学はトイスラー博士の建学の精神を受け継ぎ、看護保健・公衆衛生の
領域において、その教育・学術・実践活動を通じて、国内外のすべての人の
健康と福祉に貢献することを目的としています。

創立時から、看護界を牽引する人材を多数育成

大学点描



【�サービスラーニング研修�】
（フィリピン）

【�マギル大学医療英語研修�】

【�謝恩会�】

【�ヨンセイ大学交換留学�】

【�新年感謝礼拝�】

【�看護教育創立記念日�】

【�マギル大学語学研修�】 【�野外活動実習�】

4年国際看護総合実習
本学は海外留学や国際交流の機会が貴重な
経験になると考えており、すべての学生が
在学中に少なくとも1度は海外研修に参加
することを勧め、支援しています。国際看
護学の総合実習は、実際にマニラまたはカ
トマンズ（実施年度により実習地が異なり
ます）を訪れて、地域の健康問題をアセス
メントし、看護活動を実践します。

3年看護学実習
3年次の後期に行う実習は、成人、老年、
小児、精神、地域・在宅などの分野にわた
り、健康レベルと病者の特性に応じた実習
を、それぞれ2週間ずつ経験します。実習
の1日の流れの例としては、朝8時には病
棟に移動し朝の申し送りを受け、行動計画
のチェックと報告、病室の環境整備やバイ
タル測定、投薬・ベッドメイキング、介助
を行い、午前の申し送りをして大学に戻り
昼食を取ります。午後も引き続き実習を行
い15時半頃に終了。その後は実習記録を
作成します。
3年次の後期
はほぼ実習の
毎日です。

カリキュラムだけでなく、
1年を通したさまざまなイベントからも、

建学の精神に基づいた学びを実感することができます。

オープンキャンパス
年に約3回開催するオープンキャンパスで は、学生広報委
員が在学生スタッフのリーダーとして活躍 します。本学へ
の進学を熱心に検討している受験生やその 保護者の皆さん
に「聖路加らしさ」をお伝えすべく、模擬 授業や学内・病
院ツアー、学生・教職員との相談コーナー等 を運営します。

４年総合実習
4年次の前期に行う総合 実習は、これまで学んできた知識と技術を
総合するための総まとめ の実習です。小児、家族発達、ターミナル、
精神、地域、国際などか ら関心のあるテーマを選んで2週間取り組
みます。少人数のグルー プに分かれて実
施され、グループの一員 として、主体的
に自らの役割と機能を発 揮しながら働き
かける能力を養っていき ます。

9月

3月

8月

2月

7月

1月

1 year of College of Nursing

卒業式

なつかしい
4年を振り返り
感謝をこめて…



オリゼミ＠清泉寮
看護学部の新入生は入学後すぐに山梨県清
里の清泉寮にて1泊2日の新入生オリエン
テーションセミナーに参加します。グルー
プワークやフィールドワーク、先輩や教職
員との交流会などを通し、これからの学生
生活をイメージしながら2日間一緒に過ご
します。

チャペルアワー
チャペルアワー委員が中心となって、毎週
水曜日のお昼休みに聖ルカ礼拝堂でチャペ
ルアワーを開催します（自由参加）。礼拝で
は聖書を読むことや賛美歌を歌うことを通
じて、聖書に書いてあることの意味や意義
を学びます。聖書にちなんだ劇や、ゲスト
を招いたお話会等の企画もあります。

クリスマスの集い
本学の学生に最も人気のある行事の一つが
「クリスマスの集い」です。この集いは学
生自治会とチャペルアワー委員が中心と
なって運営しています。2部構成となって
おり、1部がチャペルでの礼拝、2部が祝
会となっており、最後は参加者全員でハレ
ルヤを大合唱するというのが定番です。

体育デー
体育デーは「他学年の学生や教
職員と親睦を深め、身体を動か
し、気持ちの良い汗を流し、楽
しむこと」を目的とした大学行
事です。球技や綱引き、チーム
対抗リレーなど7種目で勝敗を競
い合います。有志によるダンス
パフォーマンスも披露されます。

白楊祭
白楊祭は、学生の学生による学生のための
学園祭です。学生たちがアイディアを出し
合い、メインテーマを決め、模擬店やグッ
ズ販売、看護体験コーナー、バザーなどを
開催。ゲストを招いての講演会もあります。

オープンキャンパス
年に約3回開催するオープンキャンパスで は、学生広報委
員が在学生スタッフのリーダーとして活躍 します。本学へ
の進学を熱心に検討している受験生やその 保護者の皆さん
に「聖路加らしさ」をお伝えすべく、模擬 授業や学内・病
院ツアー、学生・教職員との相談コーナー等 を運営します。

４年総合実習
4年次の前期に行う総合 実習は、これまで学んできた知識と技術を
総合するための総まとめ の実習です。小児、家族発達、ターミナル、
精神、地域、国際などか ら関心のあるテーマを選んで2週間取り組
みます。少人数のグルー プに分かれて実
施され、グループの一員 として、主体的
に自らの役割と機能を発 揮しながら働き
かける能力を養っていき ます。

4月

10月

5月

11月

6月

12月

看護学部の1年
後輩あつまれ!
見て、知って、
聞いて、触れて

入学式

通年

【形態機能
学授業】

【�クリスマスイブ礼拝�】

【ツリー飾りつけ】

聖路加
ならではの
おごそかな
クリスマス

はじめまして!
今日から
かけがえのない
仲間になろう
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本
学
の
看
護
教
育
は
、
１
９
２
０
年
創
立
の
聖
路
加
国
際
病
院
附
属
高
等
看
護
婦
学

校
か
ら
始
ま
っ
た
。
１
９
６
４
年
に
聖
路
加
看
護
大
学
看
護
学
部
と
し
て
私
立
初
の
４

年
制
看
護
教
育
を
開
始
。
１
９
８
０
年
に
大
学
院
博
士
前
期
課
程
、
１
９
８
８
年
に
看

護
学
研
究
科
で
は
日
本
で
初
め
て
博
士
後
期
課
程
を
設
置
す
る
な
ど
、
先
進
的
か
つ
最

高
レ
ベ
ル
の
高
等
看
護
教
育
を
追
求
し
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
１
４
年
、
聖
路
加
国
際

病
院
と
組
織
を
一
体
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
床
実
習・

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

型
学
習
の
充
実
や
国
際
化
の
推
進
な
ど
も
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
に
は
公

衆
衛
生
大
学
院
を
開
設
。
今
後
の
看
護
教
育・

研
究
と
の
連
携
も
模
索
さ
れ
る
。

　

２
０
２
０
年
に
本
学
は
、
看
護
教
育
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
国
内
外
の
臨
床・

教

育・

研
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
看
護
師
を

輩
出
す
べ
く
、
変
化
と
発
展
を
続
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

看
護
教
育
１
０
０
年
に
向
け
て

福
井 

次
矢
●
聖
路
加
国
際
大
学
学
長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
員
法
人
な
ら
び
に
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、
昨
年
、『
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』
を
と
り
ま
と
め
、
私
立
大
学
の
将
来
の
方
向
性

と
重
要
性
を
示
す
べ
く
、
会
員
法
人
は
も
と
よ
り
国
や
産
業
界
な
ど
に
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
こ
数
年
、
政
府
や
政
財
界
な
ど
が
大
学
の
あ
り
方
に
強
い
関
心
を
示
し
、
大
学
改
革
を
求
め
る
声
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
わ
が
国
の
急
速
な
少
子
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
の
遅
れ
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
衰
退
、

第
４
次
産
業
革
命
やSociety	5.0	

へ
の
対
応
、
格
差
の
拡
大
な
ど
の
社
会
環
境
の
大
き
な
変
化
に
大
学
教
育
は
対
応
し
て
い
な

い
と
い
う
厳
し
い
見
方
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、
大
学
は
教
育
目
標・

教
育
手
法
な
ど
を
大
き
く
変
え
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
は
既
存
の
産
業
構
造
を
前
提
に
知
識
集
積
型
の
教
育
を
続
け
て
き
た
も
の
が
、
今
あ
る
仕
事
の
半
分
は
今
後
10
年
か
ら
20

年
の
間
に
自
動
化
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
時
代
、
先
の
見
え
な
い
不
透
明
な
時
代
に
お
い
て
は
、
未
知
の
問
題
を
自
分
の
頭
で
考

え
解
決
策
を
見
い
だ
す
力
を
育
て
る
こ
と
を
大
学
教
育
の
目
標
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

鎌
田 

薫
●
私
大
連
会
長・

早
稲
田
大
学
前
総
長

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割

2 0 1 9
年 頭 所 感
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一
方
で
、
次
々
に
提
示
さ
れ
る
国
の
高
等
教
育
政
策
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
ま
ま
多
方
面
か
ら
の
批
判
的
な
圧
力
に

応
え
よ
う
と
し
て
断
片
的
な
政
策
、
高
等
教
育
政
策
全
体
の
整
合
性
を
欠
い
た
政
策
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
行
政
の
状
況
が
、
結
果
的
に
、
私
立
大
学
に
教
育
の
画
一
化
を
押
し
つ
け
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う

強
い
危
機
意
識
か
ら
、
私
大
連
で
は
昨
年
９
月
に
『
高
等
教
育
政
策
に
対
す
る
私
大
連
の
見
解
』
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
の
活
動
の
礎
は
、
私
立
大
学
の
自
律
性
に
基
づ
く
多
様
な
教
育
研
究
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
あ
り
ま
す
。
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
大
学
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
私
立
大
学
は
、
自
ら
が
積
極
的
に

改
革
を
行
い
、
新
し
い
時
代
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
姿
を
世
の
中
に
見
せ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
姿
勢
こ

そ
が
、
私
立
大
学
の
「
自
律
性
」
と
「
多
様
性
」
を
担
保
す
る
拠
り
所
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

公
財
政
支
出
に
お
け
る
国
私
間
の
格
差
、
そ
の
格
差
を
さ
ら
に
拡
大
化
さ
せ
る
高
等
教
育
の
無
償
化
施
策
、
教
育
成
果
の
可

視
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
や
地
方
創
生
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
、
大
学
の
連
携
統
合
、
就
職
採
用
活
動
問
題
な
ど
、
私
立
大
学

を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
短
期
的
な
経
済
効
果
を
重
視
し
た
議
論
に
よ
り
高
等

教
育
が
果
た
す
機
能
の
本
質
か
ら
離
れ
た
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、
私
立
大
学
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
オ
ー

ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
情
報
感
度
と
情
報
発
信
力
を
高
め
、
私
立
大
学
の
存
在
意
義
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
法
人・

加
盟
大
学
の
皆
さ
ま
と
危
機
意
識
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
私
立
大
学
の
新
し
い
潮
流
を
作
り
出
す
行
動
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
私
大
連
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
協
力・

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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１　
人
間
の
権
威
の
自
覚

　

周
知
の
通
り
、
２
０
１
８
年
は
明
治
維
新
１
５
０
年
の
記

念
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
維
新
の
出
来
事
を
境
に
、
日
本
社

会
は
未
曾
有
の
転
換
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
幕
末

か
ら
維
新
に
か
け
て
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
人
々
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
の
も
当
然
で
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
激
動
の
時
代
に
活
躍
し
た
諸
藩
の
志

士
た
ち
は
映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
。
２
０
１
８
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」

も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
私
も
毎
週
の
よ
う
に
観
て
い
た
ひ

と
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
明
治
維
新
の
こ
と
を
考
え
る
た
び
に
想

起
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
大お

さ

佛ら
ぎ

次
郎
の
主
著
『
天
皇
の
世
紀
』

の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
浦
上
四
番
崩
れ
」
に
つ
い
て
の
記

述
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
社
版
文
庫
で
は
、
一
五
巻
「
新
政
の

府
」
か
ら
一
六
巻
「
武
士
の
城
」
の
両
巻
に
ま
た
が
る
「
旅
」

と
い
う
章
が
そ
れ
で
あ
る１。

　

幕
末
期
に
、
信
仰
を
公
表
し
た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
そ

れ
ま
で
２
５
０
年
に
わ
た
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
じ
て
き
た

江
戸
幕
府
か
ら
改
め
て
厳
し
い
迫
害・

弾
圧
を
受
け
、
さ
ら

に
禁
教
政
策
を
引
き
継
い
だ
明
治
政
府
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る

弾
圧
を
被
り
、
諸
藩
に
配
流
さ
れ
た
。
流
刑
先
で
は
虐
待・

拷
問
な
ど
、「
緩
慢
な
殉
教
」
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
の
辛
酸
を
な

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
３
０
０
０
人
を
超
え
る
配
流
者
、
６

６
０
余
名
の
犠
牲
者
が
出
た
と
い
わ
れ
る
。

　

大
佛
次
郎
は
、
一
般
の
日
本
史
な
ど
で
は
さ
ほ
ど
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
実
に
詳
細
緻
密
に
記
述

し
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
の
段
落
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

浦
上
切
支
丹
の
「
旅
の
話
」
は
、
こ
の
辺
で
打
切
る
。

田
畑 

邦
治
●
白
百
合
女
子
大
学
学
長

そ
れ
で
も
な
お
人
格
教
育
を
目
指
し
て

―
人
材
教
育
の
趨
勢
の
中
で

―
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私
が
こ
の
事
件
に
、
長
く
拘こ

だ
わり

過
ぎ
る
か
に
見
え
た
の

は
、
進
歩
的
な
維
新
史
家
も
意
外
に
こ
の
問
題
を
取
上

げ
な
い
し
、
然
し
、
実
に
三
世
紀
の
武
家
支
配
で
、
日

本
人
が
一
般
に
歪
め
ら
れ
て
卑
屈
な
性
格
に
な
っ
て
い

た
中
に
浦
上
の
農
民
が
ひ
と
り
「
人
間
」
の
権
威
を
自

覚
し
、
迫
害
に
対
し
て
も
決
し
て
妥
協
も
譲
歩
も
示
さ

な
い
、
日
本
人
と
し
て
は
ま
っ
た
く
珍
し
く
抵
抗
を
貫

い
た
点
で
あ
っ
た
。
当
時
、武
士
に
も
町
人
に
も
、こ
れ

ま
で
強
く
自
己
を
守
っ
て
生
き
抜
い
た
人
間
を
発
見
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
。
権
利
と
言
う
理
念
は
ま
だ
人
々

に
な
い
。
し
か
し
、彼
ら
の
考
え
方
は
明
ら
か
に
そ
の
前

身
に
当
る
も
の
で
あ
っ
た
。	（
第
一
六
巻
、
一
二
二
頁
）

　

長
い
引
用
と
な
っ
た
が
、
こ
の
文
章
は
読
む
た
び
に
胸
に

迫
る
も
の
が
あ
る
。
日
本
の
歴
史
を
学
び
、
そ
の
中
で
教
育

の
問
題
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
こ
に
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
１
５
０
年
前
の
こ
と
に
終
わ
ら
な
い
、
現
代
に
ま
で

及
ぶ
強
烈
な
何
か
を
示
唆
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
私

に
は
、「
日
本
人
が
一
般
に
歪
め
ら
れ
て
卑
屈
な
性
格
に
な
っ

て
い
た
中
に
浦
上
の
農
民
が
ひ
と
り
「
人
間
」
の
権
威
を
自

覚
し
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
と
思

わ
れ
る
。

　

人
間
の
権
威
、
人
間
の
権
利
、
換
言
す
れ
ば
、
人
間・

人

格・

個
人
の
尊
厳
と
い
っ
た
こ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
人
間
の
営
み
を
通
し
て
獲
得
さ
れ
て
く
る
も
の
な
の
か
。

抽
象
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
で
は
な
く
、
歴
史
の
事
実
と

し
て
、
い
っ
た
い
誰
が
そ
れ
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
の
か
。
歴

史
の
表
面
に
は
必
ず
し
も
現
わ
れ
て
こ
な
い
、
無
名
の
人
々

の
営
々
た
る
努
力
、
戦
い
、
忍
従
を
通
し
て
、
昔
も
今
も
、

最
も
大
切
な
価
値
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

明
治
に
入
っ
て
か
ら
、
こ
の
弾
圧
は
広
く
諸
外
国
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
時
ち
ょ
う
ど
欧
米
を
視
察
し
て
い
た
遣
欧

使
節
団
一
行
は
、
こ
れ
が
国
際
条
約
締
結
の
障
害
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
１
８

７
３
（
明
治
６
）
年
２
月
24
日
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
実
に

２
６
０
年
に
及
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
令
が
廃
止
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

２　
「
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
す
べ
て
と
な
る
」

　

さ
て
、
こ
の
禁
教
令
が
解
か
れ
て
か
ら
わ
ず
か
５
年
後
の

１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
シ
ャ
ル
ト
ル
聖

パ
ウ
ロ
修
道
女
会
の
３
人
の
修
道
女
が
函
館
に
派
遣
さ
れ
た
。

現
在
、
日
本
各
地
で
教
育・

福
祉
に
広
く
活
動
す
る
「
白
百
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合
学
園
」（
大
学
、
高
校
、
中
学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
養

護
施
設
な
ど
）
の
発
端
で
あ
る
。

　

こ
の
修
道
女
会
が
ア
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
フ
ォ

ル
カ
ー
ド
司
教
は
、
日
本
の
開
国
を
待
っ
て
香
港
に
滞
在
し

て
い
た
時
、「
非
常
に
多
く
の
捨
て
子
た
ち
の
惨
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
戻
り
、
姉
が
入
会
し
て
い
た
シ
ャ

ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
に
、
孤
児
た
ち
の
世
話
を
す
る

ス
ー
ル
（
修
道
女
）
た
ち
を
香
港
に
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う

要
請
し
た２」
と
い
う
。
函
館
に
到
着
し
た
修
道
女
た
ち
も
、

孤
児
院・

施
療
院・

子
女
の
た
め
の
学
校
な
ど
、
社
会
福
祉・

教
育
の
分
野
に
生
涯
を
捧
げ
て
活
躍
し
た
。

　
「
孤
児
」
と
い
う
、
ま
さ
に
「
人
間
の
権
威
」
が
危
機
に
瀕

し
て
い
る
状
態
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
単
純

に
し
て
否
み
よ
う
の
な
い
声
に
従
お
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
白
百
合
女
子
大
学
の
創
立
の
基
盤
で
あ
る
こ

の
修
道
女
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
す
べ

て
と
な
る
」
と
い
う
聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
で
あ
る
（
新
約
聖
書

『
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
Ｉ
』
９
章
22
節
）。
相
手
の
救

済
、
救
い
の
た
め
に
は
、
自
分
の
立
場
に
執
着
せ
ず
に
全
面

的
に
相
手
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
誰

も
が
一
個
の
尊
厳
を
有
す
る
主
体
で
あ
り
自
由
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
自
分
だ
け
が
享
受
す
る
の
で
は
な
く
、
困
窮
に
あ
る

他
者
の
た
め
に
は
、
時
に
は
そ
の
自
由
を
二
の
次
に
し
て
仕

え
る
も
の
と
な
る
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

白
百
合
女
子
大
学
で
は
、
こ
の
修
道
会
の
モ
ッ
ト
ー
を
宗

教
教
育・

人
間
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
折
り
あ
る
ご
と

に
伝
え
て
き
た
。
こ
れ
が
ど
れ
だ
け
実
際
に
学
生・

卒
業
生

に
浸
透
し
て
い
る
か
は
明
示
的
に
は
測
り
が
た
い
が
、
正
し

い
道
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

確
か
に
、
し
ば
し
ば
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
己
実
現

や
自
己
の
能
力
の
開
発
は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
教
育・

学
習
の
場
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
注
意
し
な
け
れ
ば
、
自
己
中
心
と
な

り
、
苦
境
に
あ
る
他
者
へ
の
無
関
心
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て

は
社
会
の
格
差
や
不
均
衡
へ
の
加
担
者
に
さ
え
な
り
か
ね
な

い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
自
己
実
現
」
と
「
他
者
へ
の
関
心
」
は
、
私
た
ち

人
間
存
在
の
基
本
中
の
基
本
テ
ー
マ
と
い
っ
て
よ
い
も
の
だ
。

こ
の
二
要
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
成
長
す
る
こ
と
が
教
育
の
目

的
で
も
あ
る
が
、
実
際
に
は
至
難
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
私

た
ち
は
常
に
経
験
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
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２
０
１
８
年
８
月
下
旬
、
東
南
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
ア
ジ
ア

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
連
盟
（A

SEA
CCU

:	T
he	A

ssociation	
of	Southeast	and	East	A

sian	Catholic	Colleges	 	
and	U

niversities

）
の
学
生・

教
職
員
に
よ
る
国
際
集
会
が

広
島
で
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
も
５
人
の
教
職
員
と
５
人
の

学
生
が
選
抜
さ
れ
て
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
と
平
和
教
育
」
で
あ
っ
た
。
参
加
者
の
報
告
会
で
学
生

た
ち
が
口
を
そ
ろ
え
て
語
っ
た
の
は
、
こ
の
集
会
に
参
加
し

て
、
自
分
の
英
語
力
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、

こ
れ
ま
で
自
分
が
平
和
の
問
題
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
、
多
く
の
ア
ジ
ア
の
学
生
と
友
達
に
な
れ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

さ
さ
や
か
な
報
告
会
で
あ
っ
た
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

大
き
く
、
私
に
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
「
自
己

実
現
」
と
「
他
者
へ
の
関
心
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
密
接

に
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
が
心
を
開
け
ば
、
こ
の

二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
は
意
外
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
得
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
学
生
た
ち
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

３　
人
材
と
人
格

　

先
に
、
自
己
実
現
と
他
者
へ
の
関
心
が
二
つ
な
が
ら
に
し

て
教
育
の
目
的
だ
と
述
べ
た
の
は
、「
教
育
基
本
法
」
を
連
想

し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
基
本
法
に
つ
い
て
は
、
２
０

０
６
（
平
成
18
）
年
の
改
正
時
を
中
心
に
大
き
な
議
論
が
な

さ
れ
た
が
、「
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
」
る
こ
と
、「
公
共
の

精
神
を
尊
び
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備
え
た
人
間
の

育
成
を
期
す
る
」
こ
と
（
以
上
「
前
文
」）
に
つ
い
て
は
さ
ほ

ど
の
対
立
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
こ
れ
を
受
け
て
、
第
一

条
「
教
育
の
目
的
」
が
「
人
格
の
完
成
を
目
指
」
す
こ
と
と

宣
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
人
格
の
完
成
」
と
は
あ
ま
り
に
現
実
離
れ
し
た
理
想
に
見

え
、
ま
た
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
な
い
抽
象
論
に
も
感
じ
ら
れ

て
、
教
育
現
場
で
は
あ
た
か
も
神
棚
に
掲
揚
さ
れ
た
護
符
の

よ
う
な
印
象
を
も
っ
て
扱
わ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
真
剣
に
議

論
す
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
人

格
を
広
く
人
間
の
望
ま
し
い
あ
り
方
（
人
間
性
）
と
受
け
取

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
実
際
に
教
育
の
現
場
で
教
師

が
行
っ
て
い
る
営
み
に
お
い
て
は
、
自
己
実
現
（
個
人
の
尊

厳
）
と
公
共
心
（
他
者・

社
会
へ
の
関
心
）
の
両
面
が
無
意

識
の
内
に
も
人
格
の
内
容
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
人
格
」
は
意
識
的
な
課
題
と
し
て
は
冷
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遇
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
教
師
の
努
力
も
空
し
く
、
教
育
全
体
、

学
校
全
体
は
結
局
の
と
こ
ろ
他
人
よ
り
も
「
で
き
る
子
」
と

「
で
き
な
い
子
」
を
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か３。

　

近
代
産
業
社
会
の
宿
命
と
も
い
う
べ
き
生
産
至
上
主
義
に

奉
仕
す
る
有
能
な
「
人
材
」
の
育
成
は
、「
人
格
」
が
本
来
意

味
し
て
い
た
は
ず
の
、
真
の
自
己
実
現
と
他
者
と
世
界
に
開

か
れ
た
視
野
の
広
い
人
間
性
を
養
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

最
近
で
は
、
教
育
を
め
ぐ
る
言
説
は
こ
ぞ
っ
て
「
人
材
」

「
人
づ
く
り
」
の
合
唱
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
も
っ
と
も
と
思
わ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
情
報
技
術
の
目
覚
し
い
発
展
と
い
う
現

代
世
界
の
趨
勢
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ

た
教
育
方
法
、
学
習
方
法
を
要
望
し
て
い
る
。
教
育
現
場
で

は
、
こ
れ
に
加
え
て
、「
教
育
成
果
の
可
視
化
」
が
喧
伝
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
勢
い
は
ほ
と
ん
ど
強
迫
的
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、「
人
格
」
は
も
は
や
死
語
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
て
く
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
人
間
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
形
成
さ
れ
る
「
人
材
」
だ
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。『
学
習
す
る
学
校
（Schools	T

hat	Learn

）』
の

著
者
セ
ン
ゲ
が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
修

理
の
必
要
な
「
欠
陥
品
」
で
も
、
外
部
か
ら
の
力
に
よ
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
る
「
機
械
」
で
も
、
ま
し
て
勝
手
に
扱
っ
て

よ
い
「
モ
ノ
」
で
も
な
い
。「
子
ど
も
と
は
自
発
的
に
成
長

し
、
ま
た
内
発
的
に
進
化
す
る
力
を
も
つ
、
生
き
た
シ
ス
テ

ム
で
あ
る４。」

　

西
洋
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
、
哲
学
者
や
教
育
学

者
た
ち
は
、
人
間
の
こ
の
「
機
械
」
で
も
「
モ
ノ
」
で
も
な

い
あ
り
か
た
を
指
し
て
、「
人
格
」（
ペ
ル
ソ
ナ
）
と
呼
び
、

そ
の
内
実
は
、
理
性
と
意
志
に
よ
っ
て
広
く
真
理
と
善
に
開

か
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
個
人
、
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
意
義
は
現
在
も
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４　
時
流
に
抗
す
る
言
説
と
声

　

先
に
、「
現
代
世
界
の
趨
勢
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
が
、

時
代
が
ど
う
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
か
は
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
。
10
年
先
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
30

年
先
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
時
代
は
不
透
明
で
不
可
知
な
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
で
暗
中
模
索
し
な
が
ら
も
善
く
生

き
る
生
き
方
こ
そ
が
学
ば
れ
る
べ
き
だ
。
だ
と
す
る
と
、
教
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育
成
果
の
可
視
化
や
教
育
の
質
の
評
価
と
い
う
も
の
も
、
拙

速
は
避
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う５。

　

も
ち
ろ
ん
、
時
々
の
流
行
や
時
代
の
趨
勢
に
は
取
り
入
れ

る
べ
き
プ
ラ
ス
面
が
必
ず
あ
る
が
、
そ
こ
に
隠
れ
て
い
る
危

険
な
も
の
を
賢
明
に
見
抜
い
て
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
断

固
と
し
て
拒
否
す
べ
き
場
合
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
私

た
ち
に
は
時
流
に
逆
ら
う
精
神
の
自
由
が
必
要
で
あ
る
。「
言

説
」
の
こ
と
をdiscourse
（
英
）
と
かdiscours

（
仏
）
と
い

う
が
、本
来
そ
れ
は
「
流
れ
に
抗
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

人
格
教
育
と
い
う
と
き
、
学
習
の
主
体
で
あ
る
児
童・

生

徒・

学
生
の
一
人
ひ
と
り
の
声
が
、
逆
ら
い
の
声
や
言
葉・

言
説
も
含
め
て
聞
き
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

教
育
現
場
に
お
い
て
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
困
難
な
こ
と
で
あ

る
と
し
て
も
、
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
の
会
員
で
本
学
の
初
代

学
長
で
あ
っ
た
三
島
初
江
（
１
９
０
７
―
２
０
０
８
）
は
、

１
９
６
５
年
の
大
学
創
設
の
折
、
時
代
の
趨
勢
に
対
す
る
あ

り
よ
う
と
教
育
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
表
現
し
た
。

　
「
女
性
に
高
い
学
問
的
知
識
の
必
要
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、

彼
女
ら
は
ま
す
ま
す
多
く
の
事
を
知
り
、
多
く
の
事
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
命
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
教

育
の
目
的
は
、
時
代
の
流
れ
、
あ
る
い
は
吹
き
す
さ
ぶ
世
の

風
に
も
け
っ
し
て
動
か
さ
れ
な
い
信
念
を
胸
の
奥
底
に
も
つ

人
間
を
育
成
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
学
問
の

探
求
は
人
を
真
理
に
至
ら
せ
、
そ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
ま

こ
と
の
人
格
を
生
み
だ
す
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
、
私
ど
も
は

身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す６」。

●
注

１　

大
佛
次
郎
、
天
皇
の
世
紀
（
15
）
新
政
の
府
、（
16
）
武

士
の
城
、
朝
日
新
聞
社
、
１
９
７
８
年
。

２　

白
百
合
女
子
大
学
創
立
50
周
年
記
念
誌
、
白
百
合
女
子
大

学
50
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
、
２
０
１
５
年
。

３　

ピ
ー
タ
ー・

Ｍ・

セ
ン
ゲ
他
著
、
リ
ヒ
テ
ル
ズ・

直
子

訳
、
学
習
す
る
学
校
（Schools	T

hat	Learn

）、
英
治
出

版
、
２
０
１
４
年
、
80
～
81
頁
ほ
か
参
照
。

４　

同
じ
く
、
71
頁
。

５　

苅
谷
剛
彦
講
演
「
大
学
教
育
と
は
何
か　

そ
れ
は
ど
の
よ

う
に
評
価
で
き
る
の
か

―
「
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
」
と

い
う
マ
ジ
ッ
ク
」、
日
本
私
立
大
学
連
盟
、
平
成
30
年
度
教

学
担
当
理
事
者
会
議
、
平
成
30
年
８
月
27
日
。

６　

白
百
合
女
子
大
学
創
立
50
周
年
記
念
誌
、
２
０
１
５
年
、

９
頁
。
１
９
６
４
年
12
月
20
日
発
行
の
『
白
百
合
学
園
報
』

号
外
特
集
（
白
百
合
女
子
大
学
創
設
記
念
）
か
ら
転
載
。
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教
員
と
職
員
が
連
携
し
て
業
務
に
取
り
組
み�

大
学
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要

音　
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
「
大
学
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
（
審
議
ま
と

め
）」（
２
０
１
４
年
２
月
12
日
）
で
は
、「
今
後
、

各
大
学
に
よ
る
一
層
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
中
、

事
務
職
員
が
教
員
と
対
等
な
立
場
で
の
『
教
職
協

働
』
に
よ
っ
て
大
学
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１

６
年
４
月
か
ら
Ｓ
Ｄ
が
義
務
化
さ
れ
、
２
０
１
７

年
３
月
の
大
学
設
置
基
準
改
正
で
は
、
教
員・

事

務
職
員
等
の
垣
根
を
超
え
た
取
り
組
み
が
一
層
必

要
と
し
て
お
り
、
各
大
学
が
、
教
員
と
事
務
職
員

等
と
が
連
携
協
力
し
て
業
務
に
取
り
組
む
重
要
性

を
認
識
し
、
教
職
協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
教
職
協
働
に

教
職
協
働
の
現
状
と
課
題

座
談
会

西
にし
川
かわ
 幸
ゆき
穂
お

学校法人立命館常務
理事（総務担当） 北

ほう
條
じょう
 英
ひで
勝
かつ

武蔵野大学教務部
長、人間科学部教授
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関
す
る
条
文
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
各
大
学
に
お
い
て

は
、
一
般
論
と
し
て
は
教
職
協
働
の
必
要
性
に
つ

い
て
認
識
は
あ
る
も
の
の
、
組
織
風
土
を
い
か
に

変
革
し
、
職
員
の
専
門
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
各
大
学
の
教
職
協
働
に
関
す
る
考
え

方
や
現
状
の
取
り
組
み
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
話

し
合
い
、
大
学
に
お
け
る
教
職
協
働
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
や
要
望
を
擦
り
合
わ
せ
る
過
程
で�

教
職
協
働
の
現
実
的
な
あ
り
方
を
模
索

音　
で
は
、
ま
ず
基
本
的
な
考
え
方
や
具
体
的
な

取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

北
條　
武
蔵
野
大
学
は
、
か
つ
て
は
文
学
部
と
短

期
大
学
部
の
み
の
女
子
大
学
で
あ
り
、
私
が
１
９

９
８
年
に
着
任
し
た
当
時
は
学
生
数
が
４
０
０
０

名
く
ら
い
の
規
模
で
し
た
。
そ
の
後
、
急
激
に
拡

大
し
、
現
在
で
は
約
９
０
０
０
名
、
９
学
部
を
擁

す
る
共
学
の
総
合
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学

は
学
長
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
確
立
し
て
お
り
、
建
学

の
精
神
や
社
会
情
勢
、
政
策
の
流
れ
な
ど
に
鑑
み

吉
よし
川
かわ
 倫
のり
子
こ

芝浦工業大学理事、
豊洲学事部長、SGU
推進本部事務部長

三
み
浦
うら
 暁
あきら

早稲田大学人事部長司会

音
おと
 好
よし
宏
ひろ

上智大学文学部教授、
総合政策センター広
報 ・ 情報部門会議
（大学時報）委員長

2018年12月7日　日本私立大学連盟会議室にて

座
談
会
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な
が
ら
、
教
職
協
働
を
早
く
か
ら
打
ち
出
し
て
き

ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
大
学
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目

指
す
た
め
の
検
討
委
員
会
も
、
教
職
協
働
の
全
学

態
勢
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
学
長
、
副
学
長
、
教

学
系
の
部
長
に
加
え
て
各
部
局
の
課
長
級
以
上
の

事
務
職
員
も
参
加
し
、
各
部
門
に
お
け
る
課
題
な

ど
も
事
務
職
員
と
し
て
の
視
点
か
ら
提
出
し
つ
つ
、

学
生
の
さ
ら
な
る
成
長
を
図
る
た
め
に
全
学
態
勢

で
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
２
０
２
４
年

に
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
創
立
１

０
０
周
年
記
念
事
業
計
画
専
門
委
員
会
も
教
職
協

働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
薬
学
部

を
除
く
約
２
５
０
０
名
の
１
年
生
を
対
象
と
す
る

学
外
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
（
Ｆ
Ｓ
）」
と
い
う
必
修
科
目
が
あ
り
ま
す
。
本

学
は
４
学
期
制
な
の
で
、
２
学
期
と
夏
休
み
を
使
っ

て
全
国
各
地
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
体
あ
る
い

は
海
外
で
学
外
実
習
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の
Ｆ
Ｓ

に
よ
る
教
育
の
狙
い
な
ど
の
「
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

は
教
員
が
企
画
し
、
実
習
の
受
け
入
れ
先
と
の
折

衝
は
事
務
職
員
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
員
と
職
員
が
引
率
を
し
ま
す
。
職

員
の
引
率
に
対
し
て
は
、
学
内
で
も
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
普
段
は
窓
口
対
応
が
主
で

学
生
と
の
交
流
が
少
な
い
職
員
が
参
加
す
る
と
、

学
生
が
何
を
考
え
、
ど
ん
な
不
安
を
抱
え
て
い
る

か
と
い
っ
た
こ
と
に
気
付
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
学
生
に
対
す
る
教
育
的
配
慮
や
、

学
外
な
の
で
危
機
管
理
と
い
っ
た
こ
と
を
実
地
に

学
ぶ
Ｓ
Ｄ
的
な
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
通
し
て
職
員
の
能
力
を
引

き
出
し
、
教
員
と
職
員
が
協
働
し
て
一
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
枠
組
み
で
運
用
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
教
員
か
ら
は
、
授
業
や
会
議
な
ど
で

か
な
り
忙
し
い
の
で
、
職
員
が
も
っ
と
関
わ
っ
て

く
れ
な
い
と
現
実
問
題
と
し
て
厳
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
す
。
職
員
も
、
自
分
が
関
わ
っ
て
い

る
一
つ
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
う
少
し
当
事

者
意
識
を
持
っ
て
臨
む
よ
う
に
な
れ
ば
、
よ
り
よ

い
形
の
連
携
が
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
職
員
か
ら
す
る
と
、
全
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
学
長
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
下
で
動
い
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
と
な
く
及
び
腰
だ
っ
た

り
、
仕
事
が
増
え
る
の
を
嫌
っ
て
最
低
限
の
こ
と

し
か
し
な
い
教
員
が
い
な
く
も
な
い
の
で
、
教
員

と
職
員
の
間
で
意
見
の
相
違
や
細
か
い
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
い
っ

て
、
可
能
な
限
り
職
員
に
仕
事
を
押
し
つ
け
る
よ

う
な
教
員
は
ど
う
し
て
も
存
在
す
る
も
の
で
す
。

教
員
と
職
員
が
互
い
に
意
見
や
要
望
を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
相
手
の
立
場
や
意
見
が
分
か
っ
て
く
る

の
で
、
そ
の
擦
り
合
わ
せ
の
過
程
で
教
職
協
働
の

現
実
的
な
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
と
い
う
の
が

実
態
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

教
職
協
働
と
は
大
学
改
革
の
手
段
で
あ
り�

自
己
目
的
化
し
て
は
い
け
な
い

西
川　
立
命
館
大
学
に
お
け
る
教
職
協
働
の
事
例

は
後
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
す
が
、
私
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
の
は
、
教
職
協
働
が
自
己
目
的
化
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
職
協
働
と
は
手

段
で
あ
り
、
新
た
な
大
学
の
姿
を
目
指
す
大
学
改

革
の
エ
ン
ジ
ン
の
一
つ
だ
と
、
私
は
学
内
で
説
明

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
も

の
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。
教
職
協
働
を
展

開
し
て
い
く
余
地
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
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そ
の
意
味
で
は
、
教
職
協
働
は
一
つ
の
モ
デ
ル

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
学
に
よ
っ
て
異
な
る

で
し
ょ
う
。
本
学
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
職

員
の
力
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
各
部
署
も
し
く
は

学
部
に
よ
っ
て
考
え
方
が
だ
い
ぶ
異
な
り
ま
す
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
教
職
協
働
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

か
つ
て
、「
き
ょ
う
ど
う
」
は
「
共
同
」
で
あ
っ

て
、
一
緒
に
な
っ
て
何
か
を
す
る
と
い
う
レ
ベ
ル

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、「
協

働
」
は
「
協
力
し
て
働
く
」
な
の
で
、
一
緒
に
作

業
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
き
な
価
値
が
生
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
点
で
は
、
本
学
で
は
産
学
連
携
の
取
り
組

み
を
始
め
た
と
き
に
教
員
と
職
員
が
一
緒
に
企
業

を
訪
問
し
た
り
、
課
外
活
動
支
援
で
は
教
員
と
職

員
が
部
長
や
副
部
長
、
顧
問
と
い
っ
た
形
で
関
わ

る
。
あ
る
い
は
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
引
率
な
ど
、

い
ず
れ
も
教
員
だ
け
が
関
わ
っ
て
い
て
は
難
し

か
っ
た
新
し
い
価
値
の
創
造
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
新
し
い
価
値
を
ど
の
よ
う
に
意
味
付
け
し
、

発
展
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
教
職
協
働
の

原
点
で
あ
り
、
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
教
員
が
職
員
に
支
援
を
求
め
た
た

め
に
教
職
協
働
が
始
ま
っ
た
と
い
う
印
象
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
職
員
が
学
生
支
援
に
踏
み
込

ん
で
い
く
中
で
大
学
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
強

ま
り
、
教
職
協
働
が
成
立
し
て
い
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

現
状
と
し
て
、
教
員
が
忙
し
く
な
っ
た
た
め
に

職
員
の
ほ
う
に
仕
事
の
し
わ
寄
せ
が
行
き
、
調
整

が
必
要
に
な
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

出
発
点
と
し
て
は
職
員
自
身
が
大
学
運
営
に
参
画

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
や
り
が
い
や
働
き

が
い
を
見
い
だ
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

職
員
の
採
用
時
に
は
、
学
生
の
成
長
を
手
助
け

し
た
い
と
誰
も
が
言
い
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に
か

忙
し
さ
に
紛
れ
て
、
と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち
に
な

る
。
そ
れ
を
改
め
て
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
教
職
協
働
が
成
立
し
、
大
学
改
革
に

プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、
大
事
な
取
り
組

み
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

数
値
デ
ー
タ
を
基
に
議
論
す
る
こ
と
が�

教
職
協
働
の
ポ
イ
ン
ト

吉
川　
芝
浦
工
業
大
学
で
も
教
職
協
働
と
い
う
言

葉
は
あ
ま
り
意
識
し
て
お
ら
ず
、
自
然
に
、
教
員

と
職
員
が
共
に
働
い
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

文
部
科
学
省
か
ら
そ
う
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出

た
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
教

職
協
働
だ
っ
た
の
か
と
再
認
識
し
た
よ
う
な
感
じ

で
す
。

　

本
学
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２
７

年
に
向
け
て
、Centennial	SIT

	A
ction

と
い
う

行
動
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
五
つ
の

目
標
が
あ
り
、
５
番
目
に
「
教
職
協
働
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
大
学
改

革
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、

教
員
と
職
員
が
一
緒
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

加
速
す
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
自
然
に
行
っ

て
き
た
こ
と
を
、
意
識
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
状
況
で
す
。

　

教
職
協
働
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
学
長
が
よ
く
話

す
の
は
、
数
値
デ
ー
タ
を
基
に
議
論
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
先
生
方
と
お
話
を
す
る
場
合
は
、
エ

ビ
デ
ン
ス
が
な
い
と
な
か
な
か
ご
納
得
い
た
だ
け

な
い
の
で
、
数
字
で
現
状
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て

理
解
が
深
ま
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
想
を
転
換
し
て
、
で
き
な
い
理
由
を

座
談
会
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探
す
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
を
考

え
る
よ
う
に
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
前
例
や
規
定

が
こ
う
だ
と
か
、
そ
う
い
う
状
況
は
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
と
話
し
て
も
、
納
得
し
て
い
た
だ
け
な

い
。
最
終
的
に
何
を
し
た
い
か
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
実
現
で
き
る
か
を
一
緒

に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
ま
く
進
む
と
い
う
こ

と
で
す
。

早
く
も
１
９
８
８
年
の
学
内
審
議
会
の
答
申
に�

教
職
協
働
へ
の
言
及
が
登
場

三
浦　
私
も
西
川
さ
ん
の
ご
指
摘
と
同
じ
で
、
教

職
協
働
が
目
的
化
す
る
の
は
本
末
転
倒
だ
と
思
い

ま
す
。
と
に
か
く
教
職
協
働
で
何
か
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
大
学
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

こ
そ
、
教
員
と
職
員
が
協
働
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

早
稲
田
大
学
の
教
職
協
働
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
１
９
８
６
年
に
発
足
し
た
「
職
員
問
題
総
合

審
議
会
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
審
議

会
は
総
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、
管
理

職
と
一
般
職
の
委
員
が
「
職
員
問
題
」
を
議
論
し

ま
し
た
。
職
員
が
自
身
の
問
題
に
つ
い
て
公
式
の

場
で
議
論
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
職

員
自
身
に
危
機
意
識
や
問
題
意
識
が
高
ま
っ
た
時

期
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
１
９
８
８
年
に
出

さ
れ
た
答
申
に
は
、
職
員
に
期
待
さ
れ
る
新
し
い

役
割
お
よ
び
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
今
後
拡
大
し
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
教
員
と
職
員
が
協
働
し
て
担

う
領
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
力
量
の
向
上
」
と
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、「
よ
り
一
層
の
教
育
研
究
の
充
実・

発
展
」「
大
学
経
営
に
お
け
る
諸
制
度
の
高
度
化
、

多
様
化
、
複
雑
化
に
対
応
で
き
る
資
質
の
向
上
」

「
教
育
的
配
慮
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
も
、
職
員
は
、
法
人
本
部
で
あ
れ
ば
教
員

で
あ
る
理
事
や
部
長
と
、
学
部
の
事
務
所
で
あ
れ

ば
学
部
長
や
教
務
主
任
な
ど
の
教
員
と
協
働
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
教
育
研
究
の
充
実・

発
展
や
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
っ
た
領
域
で
、

職
員
が
教
員
と
協
働
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
答
申
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
早
稲
田
大
学
で
は
職
員
に
関
す
る

議
論
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
に
発
足

し
た
第
二
次
将
来
計
画
審
議
会
に
お
い
て
は
、「
職

員
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
お
り
、「
教
学
機

関
に
お
け
る
職
員
の
役
割
、
位
置
付
け
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
」「
職
員
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

教
育
研
究
へ
の
深
い
理
解
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述

西
川 

幸
穂
氏

北
條 

英
勝
氏
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べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
管
理・

運
営
業
務
に
重
き
を

お
い
て
い
た
職
員
組
織
に
対
し
て
、
直
接
的
な
教

育
研
究
支
援
へ
の
シ
フ
ト
を
求
め
る
こ
と
、
教
学

に
お
け
る
意
思
決
定
な
ど
に
お
い
て
も
、
職
員
が

一
定
の
権
限
と
責
任
を
持
つ
べ
き
と
の
指
摘
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以
降
、
早
稲
田
大
学

は
大
学
院・

学
部
の
新
設
、
国
際
化
の
推
進
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
全
学
的
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

既
存
の
方
法
で
は
う
ま
く
い
か
ず
、
学
内
の
人
的

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

必
然
的
に
教
職
協
働
の
必
要
性
が
増
し
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
つ
の
答
申
で
求
め
ら

れ
た
、
直
接
的
な
教
育
研
究
支
援
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
の
進
展
は
は
か
ば
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

授
業
支
援
が
研
修
だ
け
に
終
わ
ら
ず�

職
員
の
本
来
の
業
務
と
し
て
位
置
付
け
た
い

三
浦　
こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
、
教
育
支
援・

学
生
支
援
に
お
い
て
教
員
と
協
働
で
き
る
職
員
を

育
成
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
一
つ
が
、
２
０
０
７
年
に
開
始
し
た
教

職
協
働
（
授
業
運
営
支
援
）
研
修
で
す
。
こ
の
研

修
は
新
入
職
員
全
員
を
対
象
に
、
約
10
カ
月
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
授
業
運
営
の
支
援
活
動

を
行
う
こ
と
に
よ
り
教
職
協
働
体
験
を
積
み
、
今

後
、
職
員
が
教
育・

学
習
支
援
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
業
務
創
造・

業
務
改
善
し
て

い
く
べ
き
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

３
、
４
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
新
入
職

員
が
、
本
研
修
を
経
験
し
た
先
輩
職
員
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で
研
修
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
支
援
す
る
対
象
授
業
を
決
め
、
担
当

教
員
の
研
究
室
を
訪
問
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
授
業

見
学
な
ど
を
行
い
、
教
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

上
で
、
授
業
運
営
に
対
す
る
支
援
策
を
提
案
、
実

践
し
ま
す
。

　

新
入
職
員
が
教
員
の
授
業
を
支
援
す
る
と
い
う

と
お
こ
が
ま
し
い
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

吉
川 

倫
子
氏

三
浦 
暁
氏

音 

好
宏
氏

座
談
会
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ん
。
新
入
職
員
に
は
、
教
員
へ
支
援
策
を
提
案
す

る
に
当
た
っ
て
、
授
業
で
活
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー

ル
に
精
通
し
、
授
業
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の

方
法
を
説
明
で
き
る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
新
入
職
員
で
あ
っ
て
も
、「
強
み
」
を

持
っ
て
い
れ
ば
授
業
支
援
は
可
能
で
す
。
最
近
ま

で
学
生
で
あ
っ
た
新
入
職
員
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

提
案
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
２
～
３
年
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
双
方
向
授
業
の
支
援

や
学
生
の
主
体
的
な
学
び
の
支
援
と
い
っ
た
提
案

が
目
立
ち
ま
す
。
こ
の
研
修
は
10
年
以
上
続
い
て

お
り
、
提
案
内
容
の
質
も
年
々
向
上
し
て
い
ま
す
。

支
援
し
た
授
業
が
、
優
れ
た
授
業
に
授
与
さ
れ
る

「
早
稲
田
大
学
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞

し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

教
育
支
援・

学
生
支
援
に
お
い
て
教
職
協
働
が

進
む
よ
う
に
と
始
め
た
研
修
で
し
た
が
、
現
状
で

は
、
授
業
運
営
支
援
が
研
修
の
場
だ
け
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
職
員
の
業
務

と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

従
来
の
業
務
が
多
忙
で
あ
る
た
め
に
、
新
し
い
業

務
に
力
を
注
ぐ
余
裕
が
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

既
存
業
務
を
整
理
し
、
職
員
の
業
務
を
変
化
さ
せ

る
方
策
を
考
え
な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

教
職
協
働
の
体
制
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
て�

教
員
主
体
か
ら
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
教
育
へ

音　
大
学
の
規
模
や
方
針
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
状
況
が
異
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う

な
形
で
教
職
協
働
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、
具
体
的

に
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

北
條　
本
学
で
は
教
職
協
働
と
い
う
こ
と
を
特
段

意
識
し
て
お
ら
ず
、
学
内
の
書
類
を
確
認
し
て
も
、

教
職
協
働
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
出
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
は
逆
に
、
教
職
協
働
と
い
う
あ
り

方
が
組
織
文
化
と
し
て
根
付
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
と
再
認
識
し
ま
し
た
。
執
行
部
体

制
の
中
で
、
教
員
と
職
員
が
一
緒
に
何
か
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
本
学
で
は
当
た
り
前
な
の
で
す
。

　

な
お
、
職
員
は
Ｓ
Ｄ
の
研
修
が
あ
り
、
教
員
は

Ｆ
Ｄ
の
研
修
だ
け
で
す
が
、
私
は
教
員
に
も
Ｓ
Ｄ

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
は
社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
い
大
学
も
大
き
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
時
代
で
す
。
し
か
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
し
て
お

り
、
従
前
の
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
教
育
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
教
員
は
自
分
の
学

生
時
代
を
想
定
し
、
そ
れ
が
本
来
の
大
学
教
育
だ

と
考
え
て
い
る
た
め
に
、
時
代
の
変
化
に
十
分
に

対
応
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
し
た
全
学

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
よ
う
と
し
た
と
き
、

現
任
の
教
員
で
は
担
当
が
難
し
い
科
目
も
設
け
ざ

る
を
得
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど

ご
紹
介
し
た
Ｆ
Ｓ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー

ニ
ン
グ
を
推
進
す
る
場
合
に
、
そ
う
い
っ
た
授
業

の
経
験
が
な
い
教
員
も
い
る
わ
け
で
あ
り
、
大
学

あ
る
い
は
時
代
が
求
め
る
も
の
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
教
員
に
も
研
修
が
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
学
が
大
き
く
な
っ
て
学
部
が
増
え
る

と
、
当
然
な
が
ら
新
任
の
教
員
も
増
え
ま
す
が
、

現
任
の
教
員
と
の
間
に
温
度
差
が
生
じ
る
場
面
も

あ
る
よ
う
で
す
。
本
学
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
強
い
ほ

う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
パ
ッ
と
切
り
替
え
て
も
ら

う
の
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
教
員
に
も
Ｓ
Ｄ
的
な
研

修
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
本
学
の
場

合
、
職
員
は
Ｓ
Ｄ
の
一
環
と
し
て
教
員
の
Ｆ
Ｄ
に

参
加
で
き
ま
す
が
、
逆
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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教
員
主
体
の
教
育
か
ら
、
学
生
の
立
場
に
立
っ

て
、
学
生
を
い
か
に
成
長
さ
せ
る
か
と
い
う
教
育

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
全
学
で
推
進
す
る

た
め
に
は
教
職
協
働
の
体
制
を
さ
ら
に
一
歩
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

音　
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
調
整
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

北
條　
そ
う
で
す
ね
。
本
学
で
は
４
月
と
９
月
に

大
学
方
針
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
全
教
員
と
か
な

り
の
数
の
職
員
が
参
加
し
ま
す
。
そ
こ
で
学
長
が

改
革
の
目
標
や
水
準
を
説
明
し
、
教
育
の
部
分
は

私
が
具
体
的
な
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

音　
大
学
が
大
き
く
な
る
の
に
伴
っ
て
、
新
し
い

ス
タ
ッ
フ
も
増
え
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、

そ
う
い
う
方
々
が
前
と
比
べ
て
戸
惑
っ
た
り
、
ま

だ
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
部
分
は
、
年
２
回

の
会
議
の
説
明
を
通
し
て
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

北
條　
は
い
。
ま
た
、
学
部
長
は
学
長
が
指
名
し

ま
す
の
で
、
各
学
部
長
が
学
部
を
し
っ
か
り
掌
握

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

音　
そ
う
す
る
と
、
教
職
協
働
が
、
そ
う
い
っ
た

考
え
方
な
ど
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
場
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

北
條　
え
え
。
た
だ
、
前
の
職
場
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
と
、
職
員
が
教
育
支
援
に
関
わ
る
こ

と
に
少
し
抵
抗
感
が
あ
る
教
員
も
い
ま
す
。
逆
に

い
え
ば
、
教
員
が
も
っ
と
し
っ
か
り
す
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
つ
の
課
題
に
異
な
る
立
場
か
ら
関
わ
っ
て�

価
値
あ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か

西
川　
先
ほ
ど
吉
川
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、
教
職
協
働
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず

に
き
た
の
で
、
典
型
的
な
事
例
と
い
う
こ
と
で
改

め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
結
構
古
い
お
話
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。
１
９
８
０
～
１
９
９
０
年
代

は
、
先
ほ
ど
ご
説
明
し
た
産
学
連
携
の
取
り
組
み

や
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
引
率
、
あ
る
い
は
入
試
改

革
と
い
っ
た
大
き
な
動
き
の
出
発
点
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
、
例
え
ば
２
０
３
０
年
の
学
園
の
計

画
を
考
え
る
際
は
、
２
０
３
０
年
に
大
学
の
中
心

を
担
う
で
あ
ろ
う
若
手
の
教
職
員
に
集
ま
っ
て
も

ら
い
、
同
世
代
で
議
論
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
の
積
み
重
ね
が
本
学
の
文
化
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
よ
り
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
想
や
自
発
性
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

が
集
ま
っ
て
、
定
着
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

協
働
す
る
た
め
に
は
、
双
方
に
そ
れ
な
り
の
力

が
必
要
で
す
。
片
方
が
弱
い
と
、
従
属
に
な
り
ま

す
か
ら
。
職
員
に
と
っ
て
は
、
協
働
す
る
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
、
職
員
の
仕
事
と
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
か
な
り
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
な
る

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
一
番
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
、
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
入
試
改
革
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
か
つ
て
の
入
試
は
大
学
側
が
入
学
者
を
選
抜

す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

単
な
る
説
明
だ
け
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
発

想
を
転
換
し
、
受
験
生
を
中
心
に
入
試
を
考
え
よ

う
と
言
い
始
め
た
の
は
職
員
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
改
革
は
、
必
ず
し
も
、
教
員
が
研
究

や
教
育
の
実
践
を
重
ね
た
と
こ
ろ
か
ら
の
み
生
ま

れ
て
く
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
職

員
が
大
学
の
外
に
出
て
受
験
業
界
の
人
と
交
流
し

た
り
、
学
生
の
父
母
や
中
学・

高
校
生
と
話
を
す

る
中
で
生
ま
れ
て
く
る
発
想
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

教
職
協
働
は
、
一
緒
に
な
っ
て
何
か
に
取
り
組

座
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ん
で
い
る
か
ど
う
か
よ
り
も
、
一
つ
の
課
題
に
異

な
る
立
場
か
ら
関
わ
っ
て
、
価
値
あ
る
こ
と
が
で

き
た
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
入
試
改
革
で
も
、
試
験
日
程
を
見
直
し

た
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と

い
っ
た
作
業
が
、
一
定
の
受
験
生
を
確
保
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

産
学
連
携
の
打
ち
合
わ
せ
に
し
て
も
、
例
え
ば

契
約
や
知
財
と
い
っ
た
話
に
な
っ
た
と
き
に
、
教

員
よ
り
も
む
し
ろ
職
員
の
ほ
う
が
役
に
立
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

る
と
、
次
は
、
こ
う
い
う
研
究
を
お
願
い
し
た
い

と
い
う
企
業
の
依
頼
を
職
員
が
持
ち
帰
っ
て
、
そ

れ
に
適
し
た
教
員
を
探
し
て
企
業
に
紹
介
す
る
と

い
う
、
い
わ
ば
職
員
ら
し
い
仕
事
を
し
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

企
業
が
教
員
に
対
し
て
、
こ
ん
な
研
究
を
し
た

い
か
ら
誰
か
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
も
、
少

し
で
も
研
究
分
野
が
違
う
と
、
あ
ま
り
紹
介
し
て

も
ら
え
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
産
学
連
携

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
大
学
内
の
教
員
間
連
携
の

よ
う
な
も
の
も
深
ま
っ
た
と
実
感
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
教
職
協
働

は
一
緒
に
何
か
を
し
た
か
ど
う
か
よ
り
も
、
取
り

組
み
の
目
的
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
役
目
を

果
た
せ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
、
そ

の
積
み
重
ね
が
本
学
の
文
化
を
つ
く
り
上
げ
た
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

話
し
や
す
い
関
係
や
場
を
つ
く
る
こ
と
が�

教
職
協
働
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
文
化
を
高
め
る

西
川　
先
ほ
ど
２
０
３
０
年
の
学
園
の
姿
を
議
論

し
た
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
教
員
も
職
員

も
非
常
に
忙
し
く
な
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
中
で
同
じ
世
代
の
教
職

員
が
議
論
し
た
こ
と
は
非
常
に
意
味
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
職
種

も
違
え
ば
経
歴
も
異
な
り
ま
す
が
、
２
０
３
０
年

を
迎
え
る
頃
に
は
全
員
が
40
代
後
半
か
ら
50
代
の

は
ず
で
あ
り
、
職
場
の
中
核
と
し
て
頑
張
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
立
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
い
っ
た
共
通
項
を
持
っ
て
一
つ
の
テ
ー

マ
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
に
、
何
か
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
話
し
や
す
い
関
係
や
場
と
い
っ
た

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
教
職
協
働
に
よ
っ

て
培
わ
れ
て
き
た
文
化
を
も
う
一
段
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
き
た
個
々
人
を
再
度
ま
と

め
て
、
教
職
協
働
を
一
歩
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
仕
組
み
を
こ

れ
か
ら
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
行
っ
て
い
る
こ
と
で
そ
う
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
も
の
は
な
い
か
と
い
う
視
点
で
教
職

協
働
を
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う	

か
。
教
職
協
働
の
事
例
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
教

職
協
働
が
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
う
と
考
え
る
か

ら
で
す
。

音　
立
命
館
大
学
は
学
部
が
多
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
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も
複
数
あ
り
ま
す
が
、
教
職
協
働
で
は
、
そ
れ
ら

を
乗
り
越
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
川　
取
り
組
み
の
性
質
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
地

域
社
会
と
の
連
携
な
ど
の
場
合
は
キ
ャ
ン
パ
ス
単

位
と
な
り
ま
す
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
性
格
も
違
っ

て
お
り
、
滋
賀
県
草
津
市
や
大
阪
府
茨
木
市
の
キ
ャ

ン
パ
ス
は
産
官
学
連
携
な
ど
で
教
職
員
や
学
生
を

巻
き
込
ん
で
地
域
と
一
緒
に
何
か
や
っ
て
い
く
。

京
都
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
昔
か
ら
大
学
が
た
く
さ

ん
あ
る
街
な
の
で
、
地
域
連
携
と
い
っ
て
も
か
な

り
ス
タ
イ
ル
が
違
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
テ
ー
マ
に

よ
っ
て
も
だ
い
ぶ
異
な
り
、
一
律
で
は
な
い
で
す

ね
。
そ
う
い
え
ば
こ
れ
も
教
職
協
働
だ
っ
た
、
と

い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

音　
そ
れ
は
、
本
部
の
ほ
う
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
面
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

西
川　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
い
い
の
で
す
が
、

そ
れ
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
０
～
１
９
９
０
年
代
か
ら
積
み
上
げ
て

き
た
も
の
を
今
の
時
代
に
合
う
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
ど
ん
な
仕
組
み
や
仕
掛
け
を
つ
く
れ
ば
い
い

か
。
例
え
ば
人
材
育
成
は
、
早
稲
田
大
学
で
は
教

職
協
働
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
な
さ
っ
て
お
り
、

そ
う
い
っ
た
学
内
の
文
化
を
維
持・

発
展
さ
せ
る

こ
と
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
本

学
で
は
誰
か
が
リ
ー
ド
し
て
進
め
る
と
い
う
方
法

は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
た
め
、
教
職
協
働
と
い

う
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
の
は
い
い
と
し
て
も
、

そ
の
形
ま
で
具
体
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
仕
組
み
や
仕
掛
け
づ
く
り
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

相
当
数
の
教
職
員
が
２
日
間
か
け
て�

競
争
的
資
金
獲
得
の
た
め
の
構
想
調
書
を
作
成

吉
川　
本
学
の
教
職
協
働
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
外
部
の
競
争
的
資
金
獲
得
の
た
め
の

構
想
調
書
を
一
緒
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
（
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
）
の
申
請

と
採
択
で
す
。
土
日
の
２
日
間
、
相
当
数
の
教
職

員
が
大
き
な
教
室
に
缶
詰
に
な
っ
て
、
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
方
式
で
キ
ー
ワ
ー
ド
の
抽
出
を
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
出
た
ア
イ
デ
ア
を
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
構
想
調

書
に
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
が
、
通
常
の
競
争
的
資

金
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
か
な
り
高
か
っ
た
の
で
、

膨
大
な
調
書
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
人
全
体
の
改
革
と
い
う
こ
と
が
調
書

の
項
目
の
一
つ
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
教
学

だ
け
で
は
絶
対
に
対
応
で
き
ず
、
法
人
の
職
員
も

含
め
た
教
職
協
働
で
検
討
し
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
過
程
に
学
長
は
関
わ
っ
て
お
ら
ず
、

あ
ま
り
に
も
高
い
目
標
を
掲
げ
た
調
書
を
初
め
て

見
た
学
長
が
、
一
瞬
た
め
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
を
本
当
に
や
れ
る
の
か
と
。
し
か
し
、
み
ん
な

で
考
え
た
内
容
な
の
で
出
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
幸
い
に
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
内
容
で
あ
る

こ
と
は
事
実
な
の
で
、
教
職
協
働
で
な
い
と
進
ま

な
い
の
は
確
か
で
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Prob-

lem
	Based	Learning

：
問
題
解
決
型
学
習
）
が

あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
基
本
構
想
の
中
に
留
学
生

を
増
や
す
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
全
学
科
に
Ｐ
Ｂ

Ｌ
の
正
課
授
業
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
引

率
と
し
て
、
教
員
と
職
員
が
一
緒
に
海
外
へ
出
向

き
ま
す
。
職
員
は
英
語
力
も
必
要
に
な
る
の
で
、

生
き
た
Ｓ
Ｄ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
学
生
に

と
っ
て
も
、
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
い
る
こ
と

が
安
心
材
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
え
ば
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
カ
国

座
談
会
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以
上
か
ら
毎
年
多
数
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
、

受
け
入
れ
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
職
員
が
１
年
が
か
り
で
企
画・

準
備
を
し

て
い
る
も
の
で
す
。
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
教
職

協
働
で
進
め
て
い
ま
す
が
、
各
国
と
の
調
整
や
実

際
の
受
け
入
れ
業
務
が
結
構
大
変
で
あ
り
、
複
数

の
職
員
と
教
員
が
協
働
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

教
職
協
働
の
研
修
と
し
て
は
、
新
任
の
教
員
と

職
員
が
一
緒
に
研
修
を
受
け
ま
す
。
大
学
の
教
育

目
標
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ラ
バ
ス

の
書
き
方
な
ど
の
細
か
い
こ
と
も
職
員
が
行
っ
て

み
て
、
教
員
が
実
際
の
授
業
を
ど
の
よ
う
に
組
み

立
て
て
い
る
か
を
理
解
し
、
ど
の
部
署
に
配
属
さ

れ
て
も
教
員
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
図
っ
て
い	

ま
す
。

職
員
は
深
い
共
感
を
も
っ
て
教
育
研
究
に�

携
わ
り
教
員
の
視
点
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要

三
浦　
大
学
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
急
激
に
変
化

し
て
い
る
中
で
、
未
経
験
の
領
域
に
対
し
て
は
、

教
員
と
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
対
応
が
よ
り
一
層

必
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。「
個
」
と
し
て
研
究
を

行
う
教
員
に
対
し
て
、
職
員
は
「
組
織
」
と
し
て

正
し
く
管
理
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
教
職
協
働
を
深
化
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
職
員
は
教
育・

研
究
へ
の
深
い

共
感
を
持
ち
、
本
質
的
な
意
味
で
の
教
育
研
究
支

援
に
携
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
員
の
視
点
を
共

有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

早
稲
田
大
学
で
は
、
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え

る
２
０
３
２
年
の
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
、「W

aseda	V
ision	150

」
を
２
０
１
２
年

11
月
に
策
定
し
、
検
証
と
改
善
を
繰
り
返
し
な
が

ら
不
断
の
改
革
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
44

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
設
置
さ
れ
、
教
職
協
働
で
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運

営
に
お
い
て
は
、
高
い
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
が

達
成
さ
れ
る
よ
う
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。
教
職
員
一
人
一
人
が
、
全
体

戦
略
の
中
に
お
け
る
自
分
の
役
割
の
重
要
性
を
理

解
し
、
強
い
意
志
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「W

aseda	V
ision	150

」
の

取
り
組
み
は
、
他
部
門
と
の
協
働
に
よ
っ
て
新
し

い
効
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
教
職
協
働
だ
け

で
は
な
く
、
学
生
、
校
友
、
地
域
の
視
点
も
取
り

入
れ
た
教
育
、
研
究
、
大
学
経
営
の
実
現
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
事
例
と
し
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
ズ・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
２

０
０
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
ズ・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
企
業
と
大
学
が
共

通
の
目
的
を
持
っ
て
学
び
の
場
を
創
出
す
る
実
践

型
社
会
連
携
教
育
で
す
。
企
業
が
直
面
し
て
い
る

課
題
に
対
し
、
学
生
と
企
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ズ
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
、
企

業
か
ら
提
示
さ
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
学
生
が
解

決
策
を
提
案
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
は
職
員
が
中
心
に
担
い
、
教
員

は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
企
業
、

学
生
、
教
員
、
職
員
に
よ
る
「
四
位
一
体
」
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
え
ま
す
。
２
０
１
７
年
度
ま
で

に
73
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
、
９
７
０

名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
若
手
職
員
の
発
案
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
理
想
的
な
学
生
サ
ー
ビ
ス
の

あ
る
べ
き
姿
の
実
現
」
を
検
討
す
る
中
で
、
提
案

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
２
０
１
８
年
度

は
６
企
業
と
連
携
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ご
と
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
数
名
の
職
員
を
配
置
し
ま
す
。

職
員
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
学
生
の

指
導
、
テ
ー
マ
に
則
し
た
教
員
へ
の
協
力
依
頼
、
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フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
運
営
、
連
携
企
業
と
の
交

渉・
調
整
な
ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

学
生
の
成
長
の
現
場
に
直
接
関
わ
る
こ
と
は
貴
重

な
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
学
生
の
主
体
性

を
引
き
出
す
こ
と
、
学
生
の
信
頼
を
得
る
こ
と
の

難
し
さ
、
や
り
が
い
に
気
付
く
こ
と
は
職
員
の
成

長
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

音　
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ズ・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
職
員
が
自
ら
手
を

挙
げ
て
参
加
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

三
浦　
元
々
は
メ
ン
バ
ー
を
公
募
し
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
職
員
に
成
長
が
見
ら
れ
た
の
で
、

こ
れ
を
研
修
に
も
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
手
を
挙
げ
た
職
員
と
採
用
後
３
年
目
の

職
員
が
一
緒
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

音　
そ
の
配
置
な
ど
は
、
本
部
が
仕
事
の
量
な
ど

を
調
整
し
な
が
ら
指
名
す
る
と
い
う
形
で
す
か
。

三
浦　
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
配
置
す
る
か
は

本
人
の
希
望
を
踏
ま
え
た
上
で
大
学
が
決
め
て
い

ま
す
。

音　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
大
学
の
事

情
を
反
映
し
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

教
職
協
働
の
今
後
の
課
題
を�

大
学
が
抱
え
る
課
題
と
の
関
係
で
考
え
る

音　
教
職
協
働
に
お
け
る
今
後
の
課
題
や
、
こ
う

す
れ
ば
教
職
協
働
が
も
っ
と
発
展
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

西
川　
一
番
大
き
い
課
題
は
、
今
後
、
職
員
の
仕

事
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
現

在
、
職
員
が
行
っ
て
い
る
仕
事
の
大
半
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

で
代
替
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
圧
縮
さ
れ
る
、
さ
ら

に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で

す
。
職
員
が
そ
れ
に
抵
抗
し
て
自
分
の
仕
事
を
守

る
と
い
う
事
態
に
な
る
と
、
コ
ス
ト
が
発
生
し
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か

が
、
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

結
局
、
大
学
職
員
の
現
在
の
仕
事
が
な
く
な
っ

た
と
し
て
も
、
学
生
支
援
や
教
育
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
職
員
が
ど
ん

な
形
で
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
に
絞
ら
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
生
が
多
様

化
し
、
教
員
も
そ
の
対
応
に
時
間
を
と
ら
れ
る
状

況
に
対
し
て
、
職
員
も
一
緒
に
考
え
て
い
く
。
そ

の
過
程
を
通
し
て
、
学
生
の
力
を
伸
ば
す
よ
う
な

大
学
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
、
大
学
の
存
在
価
値

が
ど
ん
ど
ん
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。

　

教
職
協
働
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
り
も
、
大

学
が
抱
え
る
課
題
と
の
関
係
で
、
ど
う
考
え
る
か
。

そ
の
中
に
、
教
職
協
働
で
行
う
べ
き
こ
と
が
大
き

な
意
味
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
反
省
点
で
も
あ
り
ま
す
が
、

昨
今
の
職
員
の
仕
事
は
か
な
り
細
分
化・

専
門
化

さ
れ
て
お
り
、
タ
コ
ツ
ボ
化
と
い
い
ま
す
か
、
横

座
談
会
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に
広
が
ら
な
い
。
そ
う
い
う
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
大
変
な
危
機
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
変
え
、
職
員
の
仕

事
は
ど
う
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
こ
と
が
、
教
職
協
働
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と

考
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
従
来
の
延
長
線
上
で
教
職
協
働

を
考
え
る
と
、
教
員
の
仕
事
の
こ
の
部
分
に
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な

小
さ
な
発
想
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
教
員
自
身
に
ど
の
部
分
で
頑
張
っ
て
い
た
だ

い
て
、
職
員
は
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
い
う
力
で
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
深
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
事

で
す
。

　

先
ほ
ど
エ
ビ
デ
ン
ス
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
ベ
ー
ス
に
し
た
仕
事
の
や

り
か
た
を
職
員
の
強
み
の
一
つ
に
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
学
問
分
野
に
お
け

る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
教
員
の
強
み
で
す
が
、
大
学
運

営
や
学
生
の
実
態
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
、
職

員
が
も
っ
と
調
査
し
、
提
示
し
た
り
分
析
し
た
り

で
き
る
は
ず
で
す
。

　

学
生
は
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
個
」
と

し
て
捉
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
が
、
一
方

で
「
層
」
と
し
て
捉
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
教

員
は
個
々
の
学
生
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、「
層
」

と
し
て
学
生
を
大
き
く
育
て
よ
う
と
す
る
と
き
に

必
要
な
力
が
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
点
を
も
っ
と
開
発
し
て
い
か
な
い
と
、
特
定

の
専
門
分
野
に
固
執
し
た
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
は
学
生
支
援
や
教
育
の
高

度
化
、
大
学
全
体
の
発
展
に
十
分
貢
献
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
改
革
は
教
職
員
だ
け
で
は
な
く�

学
生
も
巻
き
込
ん
で
一
緒
に
進
め
て
い
く

北
條　
今
の
お
話
に
関
連
し
て
、
ど
う
し
て
も
職

員
は
各
部
局
ご
と
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
な
り

が
ち
で
あ
り
、
横
の
連
帯
と
か
教
員
と
の
連
帯
が

少
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
仕

事
内
容
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
自

分
の
仕
事
に
傾
注
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
横
と
の
連

携
や
情
報
共
有
が
な
く
な
っ
て
い
く
き
ら
い
が
あ

り
、
最
終
的
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
横
と
の
連
携
や

教
員
と
の
連
携
を
意
識
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
運
営
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
関
し
て
は

Ｉ
Ｒ
の
問
題
だ
と
思
う
し
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど
が

で
き
る
大
学
院
卒
の
職
員
も
増
え
て
い
る
の
で
、

教
員
と
相
談
し
な
が
ら
新
た
な
指
標
を
作
り
、
そ

こ
か
ら
得
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を
大
学
の
教
育
や
運
営

に
資
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
事
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
Ｉ
Ｒ
が
専
門
職
化
し
て
い
く
と
、
セ

ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
話
が
出
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
そ
れ
を
避
け
な
が
ら
も
専
門
的
な

開
発
を
い
か
に
成
し
遂
げ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
職
員
の
仕
事
が
ど
う
な
る
か
、
同
時
に

教
員
の
仕
事
が
ど
う
な
る
か
、
あ
る
い
は
ど
う
す

べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
、
さ
ら
に
大
事
だ
と
考
え

ま
す
。

　

教
員
と
職
員
は
大
学
を
支
え
る
車
の
両
輪
な
の

で
、
社
会
の
変
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
中
で
、

教
員
が
も
う
少
し
教
育
研
究
に
注
力
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
に
も
、
教
職
協
働
を
も
っ
と
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
浦　
早
稲
田
大
学
は
教
員
と
職
員
の
人
数
が
多

い
の
で
、
全
員
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に
向
く
こ
と
が

難
し
い
と
感
じ
ま
す
。
２
０
１
８
年
11
月
に
就
任

し
た
田
中
愛
治
総
長
が
教
職
員
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
で
、
世
界
で
輝
く
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
を
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目
指
し
て
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
に
な
る

と
い
う
決
意
と
覚
悟
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
伝

え
ま
し
た
。
教
職
員
が
理
念
や
価
値
観
を
共
有
し

た
上
で
、
大
学
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

学
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
り
、
自
主
性

が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
組
織
風
土
を
考
え
る
と
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は

う
ま
く
い
か
ず
、
対
話
に
よ
る
価
値
観
の
共
有
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

音　
職
員
の
方
々
は
、
人
事
異
動
で
相
当
動
く
の

で
し
ょ
う
か
。

三
浦　
お
お
よ
そ
５
～
６
年
ご
と
に
異
動
し
ま
す
。

音　
そ
う
す
る
と
、
職
員
の
ほ
う
が
各
学
部
の
空

気
の
違
い
の
よ
う
な
も
の
を
認
識
し
て
い
る
の
で

す
か
。

三
浦　
職
員
に
は
全
学
的
な
視
点
を
持
っ
て
仕
事

を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
伝
え
て
い
ま

す
。
研
修
な
ど
の
場
で
も
「W

aseda	V
ision	

150

」
の
目
的・

目
標
と
一
人
一
人
の
仕
事
の
関
連

性
を
再
確
認
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
目
の
前
の
仕
事
に
熱
中
す
る
と
視
野
が

狭
く
な
り
が
ち
で
す
。

吉
川　
こ
れ
ま
で
に
出
た
お
話
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す

が
、
大
学
運
営
は
職
員
が
主
導
し
、
教
学
面
で
は

教
員
が
本
来
の
教
育
研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
を

職
員
が
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
改
革
が
進
む

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
体
は
や
は
り
学
生
な
の
で
、
学
生
が

き
ち
ん
と
成
長
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。
で
す
か
ら
、
大
学
改
革
は
教

職
員
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
も
巻
き
込
ん
で
一
緒

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

北
條　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
あ
っ
て
、
教
員
中
心

の
大
学
で
は
な
く
、
学
生
の
成
長
を
ど
の
よ
う
に

引
き
出
す
か
が
大
事
で
す
。
学
生
は
大
学
と
い
う

組
織
の
最
大
構
成
員
で
す
か
ら
、
大
学
改
革
に
学

生
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、

共
に
改
善
を
し
て
い
く
と
い
う
視
点
は
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

教
職
協
働
の
広
が
り
に
よ
る
仕
事
量
の
増
大
と�

職
員
の
仕
事
の
合
理
化
を
ど
う
考
え
る
か

音　
上
智
大
学
で
は
教
職
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
も
の
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
学
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
大
学
で
は
な
く
、
教
職

員
は
互
い
に
何
を
や
っ
て
い
る
か
が
何
と
な
く
分

か
る
の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
あ
の
人
に

声
を
掛
け
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来
業
務
が
あ
り
な
が
ら
、

こ
う
し
た
仕
事
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。「
働
き
方
改
革
」
や
「
業
務
の
効
率
化
」
が

い
わ
れ
る
一
方
で
、
教
職
協
働
の
よ
う
な
形
で
新

し
い
取
り
組
み
が
始
ま
る
と
、
仕
事
が
集
ま
る
人

に
は
さ
ら
に
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

職
員
は
本
来
の
業
務
と
は
異
な
る
こ
と
に
多
く

の
時
間
と
手
間
を
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
こ
れ

を
ト
ー
タ
ル
で
は
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
の
か
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
を
含
め
て
、
今
後
の
展
望
な
ど
に

つ
い
て
お
う
か
が
い
い
た
し
ま
す
。

西
川　
仕
事
が
増
え
る
と
い
う
今
の
お
話
は
、
全

く
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
率
直
に
言
っ
て
、

教
職
協
働
が
広
が
っ
て
き
た
裏
に
は
、
仕
事
量
が

増
え
た
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
辺
り
は
発
想
の
転
換
が
必
要
で

す
。「
減
ら
す
た
め
の
事
業
計
画
」
と
い
う
の
は

ち
ょ
っ
と
変
な
言
葉
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

そ
う
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い

時
代
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
職

員
の
仕
事
の
合
理
化
を
ど
う
考
え
る
か
。

座
談
会
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私
も
含
め
て
、
現
状
で
は
法
人
に
関
わ
る
仕
事

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
法
人
系
の
仕

事
が
し
た
く
て
大
学
職
員
に
な
っ
た
人
は
少
な
い

で
し
ょ
う
。
や
は
り
、
学
生
支
援
と
い
っ
た
こ
と

に
携
わ
れ
ば
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
、
仕

事
の
効
率
も
向
上
す
る
は
ず
で
す
。
そ
う
で
は
な

い
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
圧
縮
す
る
か
、
あ
る
い
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
は
教
職
協
働
と
は
違
う
話
の
よ
う
で
い
て
、

実
は
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
協
働
を
ど
ち
ら
側
か
ら
働
き
か
け

る
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
職
員
が

や
る
べ
き
だ
、
こ
の
部
分
は
教
員
を
巻
き
込
ん
だ

ほ
う
が
い
い
と
い
っ
た
仕
分
け
は
、
教
員
よ
り
も

職
員
の
ほ
う
が
得
意
な
分
野
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
先
ほ
ど
お
話
に
出
た
、
職
員
が
も
っ
と
引
っ

張
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
面

で
職
員
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
三
浦
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

教
員
の
仕
事
に
対
す
る
職
員
の
理
解
も
必
要
で
あ

り
、
教
員
の
研
修
に
職
員
も
参
加
す
る
と
い
う
吉

川
さ
ん
の
お
話
は
意
外
に
大
事
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
ま
す
。
教
職
員
が
一
緒
に
や
ろ
う
と
思
う
か

ら
こ
そ
、
教
員
が
ど
の
よ
う
な
教
育
研
究
を
実
践

し
て
い
る
か
を
も
っ
と
知
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

私
は
新
入
職
員
に
対
し
て
、
本
学
教
員
の
著
書

を
読
ん
で
み
る
よ
う
に
と
言
っ
て
い
ま
す
。
専
門

書
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
書
な
ど
を

読
め
ば
、
著
者
で
あ
る
教
員
の
研
究
に
対
す
る
思

い
や
生
き
る
姿
勢
な
ど
が
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
も
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
学
び
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
が

も
っ
と
あ
っ
て
い
い
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
次
の

展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

学
生
も
含
め
た〝
教
職
学
〟協
働
の�

研
修
に
よ
っ
て
、相
互
理
解
が
深
ま
る

吉
川　
先
ほ
ど
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
大
学
改
革

に
学
生
を
巻
き
込
ん
で
い
く
、
つ
ま
り
「
教
職
協

働
か
ら
〝
教
職
学
〟
協
働
へ
」
と
い
う
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
び
の
主
体
で
あ
る

学
生
が
成
長
し
な
い
こ
と
に
は
意
味
が
な
い
し
、

大
学
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
空
回
り
す
る
だ
け

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
中
で
も
職
員
の
研
修
は
大
事
で
す
。

専
門
的
な
知
見
か
ら
、
教
員
に
研
修
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
時
に
は
職
員
が
一
緒

に
な
っ
て
指
導
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

本
学
の
研
修
で
は
、
最
初
は
大
学
改
革
の
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
教
職
が
協
働
で
行
い
、
学

生
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

教
員
と
職
員
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
だ
と
教
員
の
意
見

の
ほ
う
が
強
か
っ
た
り
、
職
員
が
つ
い
遠
慮
し
た

り
す
る
の
で
、
職
員
と
学
生
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
学
生
も
、
窓
口
で
対
応
し
て
い
る

職
員
が
、
実
は
こ
ん
な
に
深
い
考
え
を
し
て
い
る

ん
だ
と
か
、
職
員
に
し
て
も
学
生
が
大
学
の
こ
と

を
真
剣
に
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、

職
員
と
学
生
の
相
互
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
そ
う
し
た
結
果
発
表
を
学
生
の
指
導
教
員

が
聞
い
て
感
動
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

や
は
り
、
学
生
を
い
か
に
活
用
す
る
か
が
課
題
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

北
條　
本
学
で
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
学
生
が
主
役
に
な
っ
て
実

施
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
改
革
や

Ｆ
Ｄ
と
い
っ
た
こ
と
は
学
生
が
関
わ
っ
て
い
な
い

の
で
、
そ
こ
に
学
生
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
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な
関
係
性
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く
か
が
、
私
自

身
に
と
っ
て
も
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
と
教
員
と
職
員
と
い
う
大
学
を
構
成
す
る

メ
ン
バ
ー
が
、
互
い
の
立
場
を
分
か
り
つ
つ
、
最

終
的
に
は
学
生
を
い
か
に
成
長
さ
せ
る
か
が
最
も

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員

が
ど
れ
だ
け
の
仕
事
を
抱
え
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
教
員
も
も
う
少
し
理
解
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
学
は
４
学
期
制
な
の
で
、
教
員
は

年
に
４
回
、
学
生
の
成
績
評
価
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
３
学
期
末
は
１
週
間
で
成
績
を
出
さ

な
く
て
は
い
け
な
い
た
め
、
締
め
切
り
が
早
す
ぎ

る
と
い
う
声
が
教
員
か
ら
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

成
績
評
価
に
関
わ
る
業
務
フ
ロ
ー
全
体
を
会
議
で

提
示
し
、
先
生
方
か
ら
こ
こ
で
出
し
て
い
た
だ
か

な
い
と
、
そ
の
後
に
こ
ん
な
に
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る

た
め
、
学
生
に
発
表
す
る
の
が
遅
れ
て
し
ま
う
と

説
明
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
で
は
98
％
の
教
員
が
期

限
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
浦　
そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。

北
條　
シ
ス
テ
ム
の
一
員
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

る
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
員
も
意
識
し
、
協

力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

教
職
協
働
の
推
進
が�

大
学
自
体
の
新
た
な
可
能
性
を
開
く

三
浦　

大
学
の
持
続
的
な
発
展
を
考
え
た
場
合	

に
、
教
員
が
教
育
と
研
究
に
今
以
上
に
注
力
で
き

る
環
境
を
創
出
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
職
員
が
ど
う
貢
献
し
て
い
く
の

か
が
、
教
職
協
働
に
お
け
る
重
要
課
題
だ
と
考
え

ま
す
。

　

こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
員
と
職

員
の
役
割
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
職

員
の
責
任
と
権
限
に
は
あ
い
ま
い
な
部
分
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
学
生
担
当
教
務
主
任
は
職
員
が

担
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
の
意
見
は
古
く
か
ら
あ

り
ま
す
。
伝
統
的
に
教
員
の
役
割
と
な
っ
て
い
る

業
務
を
職
員
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
時

期
が
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
職
員
に
は

責
任
が
増
す
こ
と
へ
の
覚
悟
が
必
要
で
す
。

　

あ
る
教
員
が
職
員
に
対
し
て
期
待
す
る
機
能
を

ラ
ジ
オ
に
例
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ

は
情
報
を
収
集
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
は
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
教
員
を
エ
ン
パ
ワ
ー

す
る
こ
と
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
教
員
の
方
向
性
が

誤
っ
て
い
た
ら
修
正
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

西
川　
予
測
不
可
能
な
時
代
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す

が
、
職
員
の
「
ア
ン
テ
ナ
」
と
い
う
機
能
と
い
う

の
は
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
大
学
の
職
員
と
し
て

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
教
員
は
特
定
の
分

野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
の
で
、
職
員
は
社

会
の
動
き
に
対
す
る
感
度
と
い
う
か
、
広
く
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が

職
員
に
対
す
る
信
頼
に
も
つ
な
が
り
、
協
働
を
深

め
る
大
き
な
力
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

職
員
は
ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と

接
点
を
持
つ
こ
と
が
、
自
分
の
力
を
付
け
て
い
く

上
で
も
大
き
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
大
学
職
員
の
あ
り
方
を
考
え
、
教
職
協
働
を
さ

ら
に
高
度
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

音　
教
職
協
働
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
さ
ら
に

広
が
り
、
密
度
も
濃
く
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
思
い
ま
す
。「
働
き
方
改
革
」
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
教
職
協
働
の

推
進
が
大
学
自
体
の
新
た
な
可
能
性
を
開
く
と
思

い
ま
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座
談
会
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Ａ
Ｏ
入
試
や
各
種
入
試
形
態
に
よ
り
、
早
期
に
入
学
が
決
定
し
た
学
生
へ
の
、
大
学
入
学
後
の
学
習
意
欲
の
維
持
や

基
礎
学
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
入
学
前
教
育
が
行
わ
れ
始
め
て
相
当
の
時
間
が
経
過
し
た
。
具
体
的
に
は
、
早

期
に
合
格
が
決
定
し
た
後
の
学
習
意
欲
を
継
続
す
る
観
点
か
ら
、
①
特
に
12
月
以
前
の
入
学
手
続
き
者
に
対
し
て
は
、

入
学
前
教
育
を
「
積
極
的
に
講
ず
る
」
こ
と
、
②
各
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
大
学
と
連
携
し
学
習
意
欲
を
維
持
す
る

た
め
の
必
要
な
指
導
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
、
③
学
校
推
薦
型
選
抜
の
場
合
、
合
格
決
定
後
も
、
高
等
学
校
の
指
導

の
下
に
、
高
大
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

入
学
前
教
育
が
導
入
さ
れ
た
当
初
は
、
主
に
入
学
後
の
学
習
意
欲
維
持
と
基
礎
学
力
向
上
に
目
的
が
置
か
れ
て
い
た

が
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
や
入
試
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
、
基
礎
学
力
を
一
定
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
へ
の
対
応
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
の
入
学
定
員
厳
格
化
な
ど
周
辺
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
不
本
意
入
学
や
学
力
の
二
極
化

へ
の
対
応
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
特
集
で
は
、
各
大
学
に
お
け
る
入
学
前
教
育
の
位
置
付
け
や
内
容
、
課
題
や
今
後
の

展
望
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
各
大
学
に
お
け
る
入
学
前
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

特 集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題
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多
文
化
学
習
環
境
へ
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

―
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
お
け
る
入
学
前
留
学
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

―

五
十
峰 

聖
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
育
開
発・

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
准
教
授

大
久
保 

瞳
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員

河
野 

修
平
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員

入
学
前
教
育
―
新
た
な
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

保
護
者・

学
生・

大
学
に
よ
る
三
位
一
体
の
取
り
組
み

花
光 

清
●
阪
南
大
学
教
務
部
教
育
情
報
課
長

ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
入
学
前
教
育

―
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
取
り
組
み

―

吉
村 

雅
文
●
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
教
授
、
運
動
部
運
営
委
員
会
委
員
長

青
木 

和
浩
●
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
教
授
、
広
報
委
員
会
委
員
長

入
学
前
教
育
か
ら
高
大
接
続
や
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
へ
の
転
換

星
野 
次
郎
●
姫
路
獨
協
大
学
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、
人
間
社
会
学
群
教
授

入
学
前
教
育
と
初
年
次
教
育
の
連
携

―
流
通
科
学
大
学
の
「
気
づ
き
の
教
育
」
へ
の
円
滑
な
移
行
と
準
備

南
木 

睦
彦
●
流
通
科
学
大
学
商
学
部
教
授

入
学
前
教
育
の
力
点
は
シ
フ
ト
し
て
い
る

～
入
学
前
教
育
を
充
実
さ
せ
る
観
点
の
整
理
～

及
川 

愛
●
㈱
進
研
ア
ド　

高
大
接
続
教
育
部
部
長

石
田 

あ
す
み
こ
●
㈱
進
研
ア
ド　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
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は
じ
め
に

　

入
学
予
定
者
に
対
す
る
入
学
前
教
育
の
一
環
と
し
て
、
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
以
下
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
で
は
、
毎
年
３
月
に
約

２
週
間
に
わ
た
る
入
学
前
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
だ
高
校
生
で
あ
る
入
学
予
定
者
を
対
象
と

し
た
入
学
前
の
留
学
研
修
は
、
国
内
で
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
目
指
す
本
学
の
こ
の

パ
イ
オ
ニ
ア
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
参
加
者
は
大
学
４
年
間

の
学
習・

留
学
な
ど
の
計
画
を
立
て
始
め
、
本
学
特
有
の
多
文
化

学
習
環
境
に
お
い
て
不
可
欠
な
学
習
習
慣・

態
度・

ス
キ
ル
の
習

得
と
定
着
を
初
年
次
か
ら
意
識
し
、
さ
ら
に
は
英
語
の
効
果
的
、

か
つ
継
続
的
な
学
習
方
法
を
学
ぶ
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
な
い
日
本
語
基
準１国
内
学
生２（
以
下
、
一
般
学
生
）

よ
り
も
早
く
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切
り
、
よ
り
明

確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
大
学
４
年
間
を
最
大
限
に
活
用
す
る
よ

う
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

１　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
と
変
遷

　
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
文
部
科
学
省
の
補
助
事
業
「
大
学
の
世
界
展
開

力
強
化
事
業
（
タ
イ
プ
Ｂ
：
米
国
大
学
等
と
の
共
同
教
育
の
創
成

支
援
）」（
２
０
１
１
～
２
０
１
５
年
度
）
に
採
択
さ
れ
、本
学
の
４

月
入
学
予
定
者
の
う
ち
同
年
１
月
ま
で
に
合
格
が
決
ま
っ
た
者
を

対
象
と
し
て
、協
定
校
で
あ
る
米
国
テ
キ
サ
ス
州
のSt.	Edw

ard’s	

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

多
文
化
学
習
環
境
へ
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

―
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
お
け
る
入
学
前
留
学
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
―

五
十
峰 

聖
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
育
開
発・

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
准
教
授

大
久
保 

瞳
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員　
　
　

河
野 

修
平
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員　
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U
niversity

（
以
下
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
）
と
の
共
同
実
施
体
制
に
よ
っ
て

２
０
１
１
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、

派
遣
学
生
数
の
拡
大
を
目
指
し
、
特
に
英
語
力
の
高
い
層
を
対
象

と
し
て
、
米
国
モ
ン
タ
ナ
州
のCarroll	College

で
も
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
始
し
、
２
大
学
で
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
（
２

０
１
９
年
３
月
派
遣
）
か
ら
は
Ｓ
Ｅ
Ｕ
の
受
け
入
れ
拡
大
が
可
能

と
な
る
た
め
に
、
再
び
Ｓ
Ｅ
Ｕ
の
１
校
体
制
で
実
施
す
る
と
と
も

に
、
募
集
人
数
を
こ
れ
ま
で
の
32
名
か
ら
38
名
へ
と
拡
大
す
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
開
始
時
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
入

学
予
定
者
を
米
国
へ
短
期
派
遣
し
て
入
学
前
か
ら
異
文
化
環
境
を

体
験
さ
せ
る
と
と
も
に
、
入
学
後
４
年
間
の
学
修
目
標
を
派
遣
中

に
設
定
さ
せ
、
初
年
次
教
育
に
お
け
る
学
び
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
る
学
生
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
世
界
展

開
力
事
業
採
択
に
際
し
て
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
Ｓ
Ｅ
Ｕ
と
の
複
数

の
共
同
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
積
み
上
げ
式

協
働
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
つ
と
し
て
設
計
さ
れ
た
た
め
、
参

加
学
生
は
後
続
の
上
回
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
さ
ら
な

る
異
文
化
理
解
力
、
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

　

２
０
１
７
年
度
（
２
０
１
８
年
３
月
派
遣
）
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
成
果
に
対
す
る
評
価
方
法
の
改
善
を
念
頭
に
、
そ
の
目
的
を

①
４
年
間
の
学
修
計
画
の
立
案
、
②
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
多
文
化
協
働
学
習

を
進
め
る
上
で
必
要
な
資
質・

ス
キ
ル
の
修
得
、
③
英
語
力
の
向

上
と
英
語
を
継
続
的
に
学
習
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
３

点
に
整
理
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
評
価
方
法
も
検
討
さ
れ
た
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
①
入
学
後
の
事
後
授
業
で
学
修
計
画
の
実
行
率
を
測
る

こ
と
、
②
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
姿
勢
を
指
標
化
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
、
派
遣
前
後
に

測
定
す
る
こ
と
、
③
１
回
生
修
了
直
前
のT

O
EFL	IT

P

の
ス
コ

ア
を
基
に
英
語
力
の
伸
び
と
継
続
学
習
の
達
成
率
を
測
る
こ
と
の

３
点
に
よ
っ
て
、
成
果
を
測
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
参
加
人
数
は
２
０
１
１
年
度
８
名
、
２
０
１
２
年

度
23
名
、
２
０
１
３
年
度
22
名
、
２
０
１
４
年
度
32
名
、
２
０
１

５
年
度
31
名
、
２
０
１
６
年
度
35
名
、
２
０
１
７
年
度
25
名
で
あ

り
、
参
加
者
数
は
お
お
む
ね
増
加
傾
向
に
あ
る
。

２　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
と
サ
ポ
ー
ト
の
体
制

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
派
遣
先
大
学
１
校
に
つ
き
２
名
の
引
率

者
が
同
行
す
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、

参
加
者
が
15
名
以
上
の
場
合
は
、
さ
ら
に
１
名
が
追
加
同
行
し
、

入
学
前
の
「
高
校
生
」
を
海
外
に
派
遣
す
る
場
合
に
懸
念
さ
れ
る

安
全
管
理
に
対
し
て
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

特集 入学前教育の現状と課題
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教
員
は
、
現
地
で
授
業
「
Ａ
Ｐ
Ｕ
１
２
０
％
活
用
講
座
」
を
担

当
す
る
ほ
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
、
お
よ
び
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
、

現
地
の
歓
迎
式・

成
果
発
表
会・

修
了
式
へ
の
参
加
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
に

お
け
る
事
後
授
業
を
担
当
す
る
。
ま
た
、
本
学
の
担
当
事
務
職
員

は
２
名
配
置
さ
れ
て
お
り
、
派
遣
先
大
学
と
の
連
携
、
お
よ
び
協

定
締
結
、
広
報
、
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
準
備・

実
施
、
保
険
関
連

手
続
き
、
会
計
処
理
な
ど
を
行
う
。
派
遣
先
大
学
の
主
担
当
者
は

１
名
で
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
は
派
遣
先
大
学
の
学
生
ス

タ
ッ
フ
、
お
よ
び
バ
デ
ィ
と
呼
ば
れ
る
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
参
加

者
の
支
援
に
当
た
り
、
現
地
の
学
生
と
活
発
に
交
流
で
き
る
こ
と

が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
の
申
請
期
間
は
11
月
中
旬
か
ら
１
月
上
旬
ま

で
の
約
２
カ
月
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
付
け
て
い
る
。
広

報
活
動
と
し
て
は
、
合
格
者
向
け
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
案
内
を
掲

載
す
る
ほ
か
、
対
象
と
な
る
入
試
合
格
者
に
対
し
、
入
試
合
格
通

知
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
冊
子
を
同
封
し
て
い
る
。
ま
た
、
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
３
回
実
施
さ
れ
る
Ａ
Ｏ・

特
別
入
試
合
格
者
お

よ
び
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
デ
ー
」
に
お
い

て
、
過
去
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
学
生
を
積
極
的
に
活
用
し
た
対
面

広
報
を
行
っ
て
い
る
。

　

参
加
者
決
定
後
の
２
月
中
旬
に
は
、
視
聴
必
須
の
出
発
前
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
配
信
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
目
的
、
派
遣
先
大
学
の
紹
介
、
事
前
の
準
備
、
派
遣
先
大
学

が
提
示
す
る
学
修
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
の
情
報

を
参
加
者
に
提
供
し
て
い
る
。

　

参
加
者
に
は
、
担
当
教
員
か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
っ
て
事
前

課
題
が
送
付
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
担
当
教
員
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
例
え
ば
、
卒
業
後
の
夢
、
入
学
後
の
学
習
目
標
設
定
（
英
語

お
よ
び
専
攻
）、
自
己
分
析
（
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
な
ど
）、
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
問
題
、
リ
ー
ダ
ー
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し

て
の
資
質
に
つ
い
て
考
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
２
０
１

７
年
度
に
は
、
入
学
後
の
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

を
目
的
と
し
て
、
先
輩
学
生
に
よ
る
体
験
談
の
動
画
を
視
聴
し
て

ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
記
述
し
、
現
地
の
授
業
中
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
学
生
生
活
の
送
り
方
、
課
外
活
動
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
経
験
、
留
学
の
目
的
と
準
備
、
英
語
力
の
伸
ば
し
方
な
ど
を
先

輩
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
現
実
的
な
行
動
計
画
に
落
と

し
込
み
、
同
時
に
参
加
者
同
士
で
不
安
や
期
待
を
共
有
す
る
こ
と

も
で
き
た
。

３　
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
実
施
状
況

　

渡
米
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
、
大
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ま
か
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
午
前
中
に
英
語
の
授
業
、
午
後
に
Ａ

Ｐ
Ｕ
教
員
の
授
業
が
行
わ
れ
る
。
授
業
後
は
派
遣
先
大
学
が
企
画

し
た
課
外
活
動
や
バ
デ
ィ
と
の
自
由
時
間
、
夕
食
と
な
る
。

　

学
生
は
現
地
の
学
生
寮
で
生
活
す
る
。
寮
の
手
配
や
課
外
活
動

の
計
画
な
ど
は
、
主
に
派
遣
先
大
学
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
Ａ

Ｐ
Ｕ
の
教
職
員
と
協
議
し
な
が
ら
立
案
し
て
い
る
。
派
遣
さ
れ
る

教
職
員
２
、
３
名
に
加
え
て
、
前
述
の
現
地
学
生
ス
タ
ッ
フ
や
バ

デ
ィ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
参
加
学
生
の
健
康
状
態
な
ど
を

細
や
か
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
特
に
、
バ
デ
ィ

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
非
常
に
親
身
に
接
し
、
自
分
の
授
業
の

合
間
を
縫
っ
て
は
担
当
す
る
参
加
者
の
も
と
に
か
け
つ
け
、
カ
フ
ェ

で
一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
授
業
後
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
計
画
し
た
り
、
時
に
は
授
業
に

飛
び
入
り
参
加
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
い

る
。
バ
デ
ィ
は
、
派
遣
先
の
大
学

に
お
い
て
、
国
際
交
流
に
関
心
の

あ
る
学
生
を
対
象
に
毎
年
募
集
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
研
修
と
監

督
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
経
験
を

通
し
て
日
本
文
化
に
興
味
を
持
ち
、

後
に
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
交
換
留
学
な
ど
で
来
日
し
た
バ
デ
ィ
も
多
く
、
双

方
に
と
っ
て
好
影
響
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

●
現
地
の
授
業

　

英
語
の
授
業
は
学
生
の
英
語
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
２
ク
ラ
ス
に

分
け
て
、
派
遣
先
大
学
の
教
員
が
担
当
す
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

大
学
入
学
後
に
必
須
の
ス
キ
ル
（
主
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）を
伸
ば
し
、実
践
的
に
活
用
す
る
機
会

を
設
定
す
る
よ
う
本
学
か
ら
事
前
に
依
頼
し
、
派
遣
先
大
学
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
学
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ

ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
が
多
い
の
で
、
早
い
段
階
か
ら

英
語
で
自
主
的
に
学
ぶ
こ
と
に
慣
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
受
け
身
の
姿
勢
で
学
ん
で
い
た
高
校
生
に
と
っ
て
、

活
発
な
授
業
参
加
の
姿
勢
を
こ
の
時
期
に
意
識
し
、
か
つ
身
に
付

け
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
学
習
成
果
に
大
き
な
違
い
を
も
た
ら
す
。

　

授
業
の
成
果
と
し
て
、
例
年
、
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
。
形
態
は
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
英
語
ス
キ
ッ

ト
（
演
劇
）
や
個
人
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
な
ど
が
主
で
あ
る
。
こ
の

段
階
に
な
る
と
、
参
加
者
の
表
情
は
見
違
え
る
ほ
ど
生
き
生
き
と

し
て
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
楽
し
そ
う
に
英
語
を
使
う
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
入
学
後
の
英
語
学
習
へ
の
さ
ら
な
る

バディたちとAustin 市内を探索
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自
信
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
教
員
に
よ
る

「
Ａ
Ｐ
Ｕ
活
用
１
２
０
％
」
の
授
業

で
は
、
学
生
生
活
を
営
む
上
で
必

要
な
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
に
焦
点
を
当

て
、
自
分
の
強
み・

弱
み
、
伸
ば

し
た
い
資
質
な
ど
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
。
ま
た
、
入
学
後
４

年
間
の
計
画
や
交
換
留
学
の
プ
ラ
ン
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
も
考
え
始
め
る
こ
と
に
よ
り
、
明
確
な
目
標
や
計
画
を
も
っ

て
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

学
習
能
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
課
外
活
動
の
時
間
も
あ
り
、
現
地
の
歴
史
や
文
化
を
学

ん
だ
り
地
元
の
人
々
と
交
流
し
た
り
す
る
機
会
の
ほ
か
に
も
、
現

地
の
日
系
企
業
を
訪
問
し
、
米
国
で
働
く
日
本
人
社
員
と
意
見
交

換
を
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
に
役
立
て
て
い
る
。

●
事
後
授
業

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
帰
国
し
て
大
学
生
と
な
っ
た
参
加
者
に

対
し
て
、
１
年
次
修
了
ま
で
に
３
～
４
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
授

業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
振
り
返
り
、

自
己
成
長
の
確
認
、
英
語
力
の
伸
び
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
対
策
、
さ
ら

に
今
後
の
学
習
お
よ
び
留
学
計
画
な
ど
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
定
期
的
に
集
う
こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い
を
奨
励・

刺

激
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
学
習
意
欲
を
維
持
し
、
よ
り
活
発
に
学

生
生
活
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。「
海
外
で
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た

仲
間
」
の
絆
は
強
く
、
４
年
間
を
通
し
て
、
ま
た
卒
業
後
も
参
加

学
生
同
士
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
報
告
を
例
年
聞
く
の
は
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

４　
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
成
果

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
２
０

１
７
年
度
（
２
０
１
８
年
３
月
）
の
参
加
者
で
は
、
現
地
の
授
業

に
対
す
る
満
足
度
は
１
０
０
％
で
あ
り
、
92・

９
％
の
参
加
者
が

後
輩
や
知
人
に
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
へ
の
参
加
を
勧
め
た
い
と
回
答
し

た
。
ま
た
、
教
員
か
ら
の
事
前
課
題
が
役
に
立
っ
た
と
い
う
参
加

者
も
92・

９
％
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
４
年
間
の

目
標
設
定
が
で
き
た
と
い
う
参
加
者
は
71・

４
％
に
上
っ
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
参
加
者
の
１
年
次
か
ら
２
年
次
に
お
け
る
１
年

間
のT

O
EFL	IT

P

ス
コ
ア
の
伸
び
は
、
日
本
語
基
準
の
一
般
国

チームワークを築くことも重要
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内
学
生
に
比
べ
て
２
０
１
４
年
度
参
加
者
は
＋
９・

１
点
、
２
０

１
５
年
度
参
加
者
は

－

０・

９
点
、
２
０
１
６
年
度
は
＋
７・

７

点
（
平
均
）
で
あ
り
、
２
０
１
５
年
度
参
加
者
以
外
は
一
般
学
生

よ
り
も
１
年
間
の
英
語
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
。
中
に
は
、
１
０

０
点
以
上
伸
び
る
学
生
も
い
る
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
参
加
し
た
学
生
の
平
均
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
一

般
学
生
と
比
較
し
て
高
い
と
い
う
デ
ー
タ

も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
英
語
学
習

以
外
の
教
科
に
お
い
て
も
継
続
学
習
習
慣

が
定
着
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
さ
ら
に
、

他
の
言
語
研
修
や
交
換
留
学
な
ど
の
後
続

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
状
況
は
、
２
０
１

４
年
度
が
１・

３
回
（
同
一
回
生
の
平
均

１・

０
回
）、
２
０
１
５
年
度
０・

７
回

（
同
０・

６
回
）、２
０
１
６
年
度
０・

７
回

（
同
０・

３
回
）
と
、
い
ず
れ
も
同
一
回
生

の
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
参
加
者
の
英
語
力
の
伸

び
や
Ｇ
Ｐ
Ａ
か
ら
考
察
す
る
と
、
入
学
前

教
育
の
課
題
で
あ
る
「
早
期
に
入
学
が
決

定
し
た
学
生
の
学
習
意
欲
の
維
持
」
に
働

き
か
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ
の
一
助
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け

る
具
体
的
な
目
標
設
定
の
訓
練
を
通
し
て
、
入
学
後
の
諸
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
て
お
り
、
結
果
的
に
４
年
間
を
通
し
て

学
習
意
欲
を
継
続
し
、
学
生
生
活
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

入
学
前
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
画
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
引
き
続
き
国
内
の
他
大
学
に
影
響
を
与
え
る
よ
う

な
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
る
べ
く
、
そ
し
て
何
よ
り
も
よ
り
多
く
の

学
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
試
行

錯
誤
を
重
ね
つ
つ
洗
練
さ
せ
て
い
き
た
い
。	

●
注

１　

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
は
日
本
語
と
英
語
で
授
業
を
開
講
す
る
「
日
英
二
言

語
教
育
」
を
導
入
し
て
お
り
、
入
学
希
望
者
は
入
学
試
験
の
出
願

時
に
、
入
学
基
準
言
語
と
し
て
「
日
本
語
基
準
」「
英
語
基
準
」
の

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

２　

在
学
生
の
う
ち
、
日
本
国
籍
を
持
つ
学
生
お
よ
び
「
留
学
」
以

外
の
在
留
資
格
を
持
つ
外
国
籍
学
生
を
「
国
内
学
生
」、「
留
学
」
の

在
留
資
格
を
持
つ
外
国
籍
学
生
を
「
国
際
学
生
」
と
呼
ん
で
い
る
。

図表　一般学生と比較したTOEFL�ITP スコアの伸び

2015年度入学
〈2014年度参加者〉

2016年度入学
〈2015年度参加者〉

2017年度入学
〈2016年度参加者〉

SEU参加者 ＋13.9 －2.7 ＋7.5
Carroll�College
参加者 －0.5 ＋3.4 ＋9.9

ACCESS全体 ＋9.1 －0.9 ＋7.7
� （点）
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は
じ
め
に

　

阪
南
大
学
で
は
、
入
学
後
の
学
生
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
導
入
教
育
を
担
当
し
て
い
る

大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
下
、
入
学
前
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
多
額
の
費
用
を
か
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

入
学
前
教
育
の
効
果
検
証
が
で
き
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
２
０
１
５
年
度
入
学
者
の

入
学
前
教
育
か
ら
実
施
方
法
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
新
た
な
取
り

組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

１　
以
前
の
入
学
前
教
育

　

阪
南
大
学
は
、
人
文
科
学
系
２
学
部
、
社
会
科
学
系
３
学
部
を

擁
す
る
い
わ
ゆ
る
文
系
大
学
で
あ
る
。
Ａ
Ｏ
や
推
薦
入
試
な
ど
に

よ
っ
て
年
内
に
入
学
が
決
定
す
る
学
生
も
相
当
数
お
り
、
そ
の
学

生
の
継
続
的
学
習
を
目
的
に
入
学
前
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
以

前
の
入
学
前
教
育
は
、
学
生
の
「
国
語
力
強
化
」
を
目
指
し
て
、

郵
送
に
よ
る
小
論
文
の
添
削
指
導
が
10
年
以
上
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
実
感
を
持
て
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

２　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
入
学
前
教
育
の
導
入

　

新
し
い
取
り
組
み
は
「
効
果
検
証
」
が
で
き
る
こ
と
を
最
優
先

事
項
と
し
て
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
対
象
科
目
を
「
英
語・

数

学
」、
実
施
方
法
を
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
変
更
し
た
。
さ
ら
に
、

効
果
検
証
と
全
新
入
生
の
学
力
判
定
も
兼
ね
た
、
全
学
共
通
の
「
英

語・
数
学
」
の
テ
ス
ト
も
導
入
し
た
。

　

も
と
も
と
全
教
員
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
「
国
語
力
強
化
」
に

つ
い
て
は
、
入
学
前
教
育
の
効
果
検
証
が
難
し
い
と
判
断
し
た
こ

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

入
学
前
教
育
―
新
た
な
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

保
護
者・

学
生・

大
学
に
よ
る
三
位
一
体
の
取
り
組
み

花
光 

清
●
阪
南
大
学
教
務
部
教
育
情
報
課
長
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と
と
、
年
内
の
入
学
決
定
者
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
新
入
生
に
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
新
設
さ
れ
た
全
新

入
生
が
履
修
す
る
「
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
科
目
」
と
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

初
年
度
の
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
よ
る
「
英
語・

数
学
」
は
、

残
念
な
が
ら
本
学
の
期
待
す
る
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。「
郵
送
に
よ
る
添
削
」
指
導
と
比
較
す
る
と
実
施
率

は
下
が
り
、
効
果
検
証
を
期
待
し
た
学
力
判
定
テ
ス
ト
も
、
問
題

そ
の
も
の
が
一
部
の
教
員
に
不
評
で
あ
っ
た
。

　

２
年
目
は
、
実
施
率
を
上
げ
る
た
め
に
全
学
部
統
一
の
「
入
学

前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
年
内
に
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
保

護
者
の
協
力
も
必
須
で
あ
る
と
考
え
、「
入
学
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
保
護
者
も
参
加
で
き
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
実
施
率
は
若
干
上
が
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
改

善
の
余
地
が
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
あ
ま
り
期
待

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
入
学
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
保

護
者
参
加
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
す
る
状
況
と
な
り
、
予
想
を
大

き
く
上
ま
わ
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　

３
年
目
は
、
保
護
者
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
考
慮
し
、
保
護
者

が
利
用
で
き
る
機
能
を
新
た
に
追
加
し
た
、
富
士
通
㈱
が
提
供
す

る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
入
学
前
教
育
サ
ー
ビ
ス
「
富
士
通
の
学

習
管
理
シ
ス
テ
ム・

K
now

l -
edgeC

@
fe

（
ナ
レ
ッ
ジ
カ

フ
ェ
）」
を
採
用
し
た
。
こ
れ

が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
「
保
護

者
を
巻
き
込
ん
だ
入
学
前
教
育

の
取
り
組
み
」
に
つ
な
が
る
も

の
と
な
っ
た
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
特
徴
は
、

入
学
予
定
者
の
学
習
進
捗
状
況

や
理
解
度
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把

握
し
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

行
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
保
護

者
も
入
学
前
教
育
の
学
習
状
況

を
把
握
で
き
る
機
能
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学・

保
護
者・

入
学
予
定
者
が
三
位

一
体
と
な
っ
た
効
果
の
高
い
入

学
前
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
機
能
を
利
用
し
て
、
入
学

後
に
利
用
す
る
本
学
の
保
護
者

対象入試年度

入　学　前 入　学　後

入学前
オリエン

学力判定
テスト

（入学前）

入学前教育
（科目）

入学前教育
（実施方法）

学力判定
テスト

（入学後）
補 習

レポート
作成
指導科目

入学前教育
（効果検証）

平成26（2014）年度 学部別 × 国語 郵便添削 × × 国語 ×

平成27（2015）年度 学部別 英語・数学
（WEB） 英語・数学 eラーニング 英語・数学国語 × 国語 ×

平成28（2016）年度 全学統一 英語・数学
（オリエン）英語・数学 eラーニング

英語・数学
国語 英語・数学 国語 ○

平成29（2017）年度～ 全学統一 英語・数学
（オリエン）英語・数学

eラーニング
（富士通）

英語・数学
国語 英語・数学 国語 ○

特集 入学前教育の現状と課題
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専
用
ポ
ー
タ
ル
「
Ｈ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｓ１」
に
保
護
者
の
情
報
を
引
き
継
い

で
お
り
、
入
学
後
も
履
修
状
況
、
成
績
、
授
業
の
出
席
状
況
な
ど

を
保
護
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
入
学
前
教
育
実
施
率
50
％
未
満
の
学
生
を
対
象
に
、
２

月
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
効
果
検
証
を
強
化
す
る
た
め
「
テ
ス
ト
問
題
」
も
一

新
し
、
テ
ス
ト
結
果
が
悪
か
っ
た
学
生
に
は
入
学
後
の
補
習
も
追

加
し
た
。

３　
入
学
前
教
育
の
詳
細

　

入
学
前
教
育
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
は
４
カ
月
間
実
施
す
る
が
、

１
カ
月
ご
と
に
締
め
切
り
を
設
け
て
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
学
生
と
保
護
者
に
自
動
的
に
メ
ー
ル
が
配

信
さ
れ
る
。

　

入
学
前
教
育
は
入
学
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
さ
れ
る

テ
ス
ト
の
結
果
に
よ
っ
て
課
題
が
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
優

秀
な
学
生
に
つ
い
て
は
入
学
前
教
育
を
免
除
す
る
。
さ
ら
に
、本
学

が
独
自
に
設
定
す
る
、
入
学
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
れ
ば
対
象
と

な
る
資
格
取
得
奨
学
金
を
利
用
す
る
よ
う
促
し
、
学
習
の
一
助
と

し
て
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
て
い
る
。

　

テ
ス
ト
結
果
の
点
数
が
低
け
れ
ば
課
題
が
多
く
な
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
テ
ス
ト
は
ま

じ
め
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
と
な
る
。
得
点
が
最
も
低
い

場
合
の
１
科
目
の
課
題
量
は
、
平

日
１
日
当
た
り
約
１
時
間
の
学
習

量
と
な
る
よ
う
設
定
し
て
お
り
、

英
語
、
数
学
と
も
に
得
点
が
低
く

な
っ
た
場
合
は
、
平
日
１
日
当
た

■入学前教育【得点・範囲】
英語：2段階
数学：3段階

英
語

0～50点 初級
51～80点 中級

数
学

0～30点 基礎
31～60点 初級
61～80点 中級

81点以上→実施不要
　　　　　（図書カード進呈）

81点以上の学生
図書カードを利用して、
入学までに資格取得奨学金
10万円取得を目指す

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

11月下旬
入学前
オリエンテーション

入学前教育【英・数】eラーニング：1カ月毎に各課題締切

テスト
【英・数】
課題分け
に利用

4月中旬～ 5月
補習【英・数】

4月～
 レポート作成指導科目【国】

2月中旬 スクーリング
　入学前教育実施率50%未満呼出

12月
課題

小テスト

1月
課題

小テスト

2月
課題

小テスト

3月
課題

小テスト

3月
修了

テスト

テスト
【英・数】
クラス分け
補習に利用

【国】
クラス分け

に利用
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り
２
時
間
の
学
習
が
必
要
と
な
る
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
は
他
社

製
の
も
の
も
多
く
存
在
す
る
が
、
学
習
教
材
の
量
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
学
習
量
が
多
様
に
設
定
で
き
る
「
富
士
通
㈱
が
提
供
す
る

基
礎
学
習
教
材
」
が
、
本
学
の
要
望
を
最
も
満
た
し
た
教
材
と
な
っ

て
い
る
。

４　
効
果
検
証
と
今
後
の
課
題

　

前
述
の
と
お
り
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
た
最
大
の
目
的
は

「
効
果
検
証
」
に
あ
る
。
で
は
、
ど
う
い
う
状
態
を
も
っ
て
本
学
の

期
待
す
る
効
果
検
証
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
の

と
こ
ろ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
在
も
模
索
中
で
あ
る
。
現
在
の
取

り
組
み
を
始
め
て
２
年
目
に
な
る
が
、
前
年
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
実

施
率
は
確
か
に
上
昇
し
て
い
た
。
本
学
と
し
て
は
、
保
護
者
機
能

の
新
設
も
大
き
く
寄
与
し
た
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
意
欲
の
あ
る
優
秀
な
学
生
ば
か
り
な
ら
、
何
も
し

な
く
て
も
実
施
率
は
上
昇
す
る
は
ず
で
あ
る
。
テ
ス
ト
結
果
に
し

て
も
同
様
で
あ
る
。
新
入
生
の
入
学
後
の
成
績
も
追
跡
し
て
い
る

が
、
残
念
な
が
ら
入
学
前
教
育
の
実
施
率
と
入
学
後
の
成
績
に
は

強
い
相
関
は
み
ら
れ
な
い
。
要
す
る
に
、
入
学
前
教
育
の
効
果
を

検
証
す
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
は
「
効
果
検
証
」
法
の
確
立
で
あ
る
。
逆
に
い
え

ば
、
よ
う
や
く
有
効
な
「
効
果
検
証
」
を
検
討
で
き
る
と
こ
ろ
ま

で
た
ど
り
つ
い
た
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
ま
さ
に
今
、
２
０

１
９
年
度
の
入
学
予
定
者
に
入
学
前
教
育
を
実
施
し
て
い
る
が
、

効
果
を
で
き
る
限
り
正
確
に
検
証
し
、
本
学
が
目
指
す
教
育
に
近

づ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

近
年
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
保
護
者
と
の
協
力
を
重
視
す
る
傾

向
に
あ
る
。
本
学
も
同
様
で
あ
る
が
、
実
際
に
ど
う
や
っ
て
保
護

者
と
協
力
し
て
い
く
の
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
本

学
の
入
学
前
教
育
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

が
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
保
護
者
の
関
心
の
高
さ
を
よ
り
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
協
力
体
制
を
構
築
で
き
た
こ
と
が

最
も
大
き
な
収
穫
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
本
学
の
取
り
組

み
が
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。	

●
注

１　

保
護
者
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｈ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｓ　

保
護
者
が
学
生

の
履
修
、
成
績
、
授
業
の
出
欠
状
況
や
大
学
行
事
な
ど
を
い
つ
で

も
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

特集 入学前教育の現状と課題
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は
じ
め
に

　
「
入
学
前
教
育
」
と
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
に
よ
っ
て
早
期

に
合
格
し
た
入
学
予
定
者
に
対
し
て
、
大
学
入
学
前
に
大
学
が
行

う
準
備
教
育
で
あ
る
。
現
在
、
本
学
部
で
は
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
①
Ａ
Ｏ
入
試
（
一
般
選
抜・

教
員
志
望
選
抜・
英
語

特
別
選
抜
）
お
よ
び
推
薦
入
試
（
自
己
推
薦
）
合
格
者
に
対
す
る

「
通
信
教
育
」
と
、
②
Ａ
Ｏ
入
試
（
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
選
抜
）
お

よ
び
推
薦
入
試
（
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
）
合
格
者
に
対
す
る
「
集
合
教

育
」
を
実
施
し
て
い
る
。
大
学
入
学
後
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
学
業
成

績
不
振
、
留
年
、
退
学
傾
向
は
本
学
の
み
な
ら
ず
、
ア
ス
リ
ー
ト

を
抱
え
る
多
く
の
大
学
に
お
け
る
共
通
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
入
学
者
に
対
し
て
は
、
学
業
と
競
技
の
両
立
や
目
標
設
定
に

対
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
本

学
の
ク
ラ
ブ
指
導
は
、
主
に
専
任
教
員
が
行
っ
て
い
る
が
、
学
外

指
導
者
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
競
技
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
指
導
者
間
の
学
生
指
導
（
生
活・

学
業
）
に
対
す
る
温

度
差
が
大
き
い
と
い
う
問
題
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
入

学
す
る
学
生
と
受
け
入
れ
る
指
導
者
の
双
方
に
対
し
て
、
学
部
と

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
本
学
の
運
動

部
運
営
委
員
会
（
順
天
堂
ス
ポ
ー
ツ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）
と
広

報
委
員
会
が
両
輪
と
な
っ
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る
入
学

前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
を

対
象
と
す
る
集
合
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
在
の
形
式
に
な
る
ま

で
に
数
年
に
及
ぶ
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
多
く
の
時
間
を
費
や

し
た
。
そ
の
結
果
、
他
大
学
に
は
例
を
見
な
い
、
独
自
性
を
持
っ

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
入
学
前
教
育

―
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
取
り
組
み
―

吉
村 

雅
文
●
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
教
授
、
運
動
部
運
営
委
員
会
委
員
長

青
木 

和
浩
●
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
教
授
、
広
報
委
員
会
委
員
長
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た
集
合
型
の
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
骨
子
が
完
成
し
た
。
本

稿
で
は
、
こ
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

１　
本
学
部
の
入
学
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位
置
付
け

　

初
め
に
、
本
学
部
に
お
け
る
入
学
前
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
る
。

　

本
学
部
で
は
、
２
０
０
６
年
度
（
２
０
０
７
年
入
学
生
を
対
象
）

か
ら
、
早
期
合
格
の
入
学
予
定
者
に
対
し
て
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
。
対
象
は
Ａ
Ｏ
入
試・

推
薦
入
試
の
合
格

者
で
あ
り
、
本
学
部
で
は
こ
れ
を
「
ア
ス
リ
ー
ト
区
分
」
と
「
一

般
区
分
」
に
分
け
て
い
る
。
２
０
０
６
年
度
の
実
施
は
、
両
区
分

と
も
「
ブ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
（
区
分
に
よ
り
課
題
図
書
が
異
な
る
）」

を
課
し
、
加
え
て
ア
ス
リ
ー
ト
区
分
に
は
「
自
己
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
」、
一
般
区
分
に
は
「
資
格
取
得
努
力
の
勧
め
」

の
課
題
を
出
し
た
。
各
レ
ポ
ー
ト
や
成
果
に
対
し
、
本
学
部
の
教

員
が
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
、
入
学
予
定
者
に
返
却
し
た
。
こ
の
ス

タ
イ
ル
は
、
２
０
０
８
年
度
ま
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
両
区
分

と
も
入
学
後
は
同
じ
学
生
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
ま
た
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
中
に
も
学
力
が
高
い
者
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
２
０
０
９・

２
０
１
０
年
度
は
両
区
分
と
も
同
内
容
の
課
題

図
書
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
実
施
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア

ス
リ
ー
ト
区
分
者
は
学
業
と
運
動
部
活
動
の
両
立
、
一
般
区
分
者

は
学
業
や
学
生
生
活
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
と
い
う
よ
う

に
、
両
区
分
で
は
目
的
が
異
な
る
と
い
う
意
見
が
多
く
、
２
０
１

１
年
度
に
再
度
、
区
分
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
た
。
ア
ス
リ
ー

ト
区
分
に
つ
い
て
は
従
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
課
題
レ
ポ
ー

ト
「
大
学
で
の
目
標
」
を
追
加
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１
２・

２
０

１
３
年
度
に
は
、
両
区
分
と
も
通
信
教
育
の
課
題
に
加
え
て
、
区

分
別
に
宿
泊
型
の
集
合
教
育
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
」
を
実
施

し
た
。
こ
の
宿
泊
型
の
集
合

教
育
は
、
２
０
１
４・

２
０

１
５
年
度
は
ア
ス
リ
ー
ト・

一
般
区
分
の
共
通
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
合
同
で
実
施
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
は
、

そ
の
能
力
の
向
上
を
目
的
と

し
て
本
学
部
の
教
職
員
が
企

画
運
営
を
行
っ
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ね
ら
い
は
、
総

合
講
座
（
１
年
前
期
必
修
科

目
）
や
入
寮
後
の
寮
生
活

入学予定者と指導者によるディスカッション・ワーク

特集 入学前教育の現状と課題
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（
１
年
次
は
全
寮
制
）、
部
活
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
学
生
生
活
で
共
に
学
ぶ

仲
間
づ
く
り
、
各
学
科
の
学
生
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確

立
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
将
来
の
進
路
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
、
卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
た
具
体
的
か
つ
実
現
可
能
な
行

動
計
画
を
策
定
し
、
問
題
解
決
の
方
法
を
具
体
的
に
導
き
実
行
す

る
た
め
の
基
礎
的
能
力
（
姿
勢
）
を
身
に
付
け
る
と
い
う
ね
ら
い

も
あ
っ
た
。

　

研
修
は
１
泊
２
日
で
行
い
、
１
日
目
は
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
、

２
日
目
は
ホ
テ
ル
内
で
実
施
し
た
。
研
修
の
内
容
は
、
学
科
や
入

試
形
態
を
超
え
た
集
団
討
議
な
ど
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
の
意
識
付
け
と
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
終
了
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
参
加
者
の
満
足
度
は
高
く
、「
仲
間

づ
く
り
」
へ
の
効
果
と
「
入
学
へ
の
不
安
の
解
消
」
を
感
想
と
し

て
挙
げ
る
学
生
が
多
か
っ
た
。

　

入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ａ
Ｏ・

推
薦
入
試
合
格
者
に
対

す
る
大
学
入
学
に
向
け
た
事
前
準
備
と
し
て
開
始
さ
れ
た
が
、
そ

の
目
的
は
、
学
習
習
慣
の
維
持
の
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
。
入
試
形

態
（
区
分
）
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
実
施
し
て
き
た
が
、
学
生
が
充
実
し
た
４
年
間
を
過
ご
す

た
め
に
は
、
学
生
の
目
標
に
応
じ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
内
容
か
ら

目
的
を
整
理
す
る
と
、
一
般
区
分
は
学
習
習
慣
の
維
持
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
開
発
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト
区
分
は
、
大
学
に

お
け
る
学
び
、
学
業
と
競
技
の
両
立
（
目
標
設
定
）、
ア
ス
リ
ー
ト

と
し
て
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
な
ど
に
整
理
さ
れ
た
。
こ
の
整
理
を

踏
ま
え
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る
集
合

教
育
を
再
検
討
し
、
従
来
の
集
合
型
の
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ベ
ー
ス
に
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
一
般
区

分
に
対
し
て
は
、
通
信
教
育
の
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
。

２ 　
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
集
合
型
入
学
前
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る

入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
学
部
の
運
動
部
運
営

委
員
会
（
担
当
部
署
：
学
生
課
）、
お
よ
び
広
報
委
員
会
（
担
当
部

署
：
就
職
課
）
と
横
断
型
の
組
織
と
し
て
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
、
実
施
運
営
を
行
っ
た
。
こ
の
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
目
的
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
期
待
さ
れ
る
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
、

大
学
で
学
ぶ
意
義
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
。
全
体

482019.1　大学時報



の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
図
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

　

１
日
目
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
で
始
ま
り
、
各
ク
ラ
ブ
の

在
学
生
（
先
輩
）
が
学
内
施
設
な
ど
を
案
内
し
た
。
そ
の
後
、
教

室
に
集
合
し
、「
全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
映
像
、
運
動
部
運
営
委
員
長
挨
拶
、
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
目
的
、
成
績
不
良
者
の
実
態
、
教
務
事
項
、
大
学
で
培
っ

て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
の
講
話
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
５
～
６
人
ず

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
で
は
、「
本
学
運
動
部
お
よ
び

運
動
部
員
に
求
め
ら
れ
る
モ
ラ

ル
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」「
近
年

に
見
ら
れ
る
大
学
運
動
部
に
関

わ
る
社
会
的
な
事
故・

事
件
の

事
例
」
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
講
義
は
、
高
校
時

代
と
異
な
り
、
大
学
生・

社
会

人
と
し
て
の
心
構
え
や
、
事
件・

事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
自
己

管
理
能
力
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

事
例
を
基
に
高
校
生
に
も
分
か

り
や
す
い
内
容
と
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
②
は
在
学
生
が
主
体
と

な
り
、
体
育
館
で
「
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
行
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

時間 1/27（土） 1日目 1/28（日）2日目

07:00 朝食
08:00 出発

プログラム④
09:00 ・Discussion　「高校時代を振り返って」

各クラブの監督・コーチと
（ワークシートを作成しながら実施）

10:00 プログラム ⑤
・Discussion　「大学でさらに成長するために」

各クラブの監督・コーチと
11:00 （ワークシートを作成しながら実施）

12:00 受付開始 昼食
出席確認

12:30 キャンパスツアー（各クラブの先輩と）
オリエンテーション

13:00 ・オープニング映像 プログラム(Ⅵ)
・運動部運営委員長挨拶 ・クラブごとの発表
・入学前教育プログラムの目的
・成績不良者の実態
・教務事項
・この大学で培ってほしいこと

13:30 ・自己紹介タイム（5～6人組）
プログラム①

14:00 ・「本学運動部および運動部員に求められる Closing
モラルとマナーについて」（専任教員） 解散

14:45 ・「近年に見られる大学運動部に関わる
社会的な事故・事件の事例」（専任教員）

プログラム②
15:30 ・「アイスブレイク＆コミュニケーション」

　　　　　　　　　　　　（在学生）

プログラム③
17:15 ・講演Ⅰ

「大学の学びをどのように
               クラブ活動に生かすか」(専任教員)

18:15 夕食（学食）各クラブ監督・コーチと
19:00 ・講演Ⅱ

「競技を極める学問とは」（専任教員）
新3年各部リーダー（在学生）を交えて実施

20:00 宿泊先へ移動（教職員男女）
就寝

2018年1月27日（土）-28日（日）　
　　　　　会場：さくらキャンパス 1/27（土）/ 成田市内ホテル 1/28（日）
　　　　　宿泊：成田市内ホテル

入学前教育プログラム（集合教育）2018

専任教員

図表１　入学前教育プログラム（アスリート対象）

特集 入学前教育の現状と課題
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③
で
は
、「
大
学
の
学
び
を
ど
の
よ
う
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
生
か
す

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
監
督
や
コ
ー
チ
、

在
学
生
も
交
え
て
、
食
事
を
し
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、「
競
技
を
極
め
る
学
問
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
し
、

講
義
終
了
後
に
は
各
運
動
部
の
リ
ー
ダ
ー
（
新
３
年
生
）
と
共
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
④
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
監
督・

コ
ー
チ
と

共
に
「
高
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
⑤
で
は
、「
大
学
で
さ
ら
に
成
長
す
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
高

校
時
代
の
自
ら
の
成
長
を
振

り
返
り
、
大
学
で
さ
ら
に
成

長
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
を
指
導
者
と
共
に

議
論
し
た
。
そ
の
後
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
発
表
と
し

て
、
各
ク
ラ
ブ
で
「
大
学
で

の
目
標
と
成
長
」
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、

グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
っ
た
（
図

表
２
）。
グ
ル
ー
プ
発
表
の
後
、

大
学
４
年
間
の
目
標
や
将
来
に

つ
い
て
指
導
者
と
話
し
合
い
、

一
人
一
人
の
目
標
や
成
長
に
つ

い
て
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

図
表
３
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終

了
後
に
、
参
加
者
に
対
し
設
問

①
～
⑤
の
評
価
を
行
っ
た
結
果

で
あ
る
。
ア
ス
リ
ー
ト
に
お
け

る
大
学
の
学
び
や
授
業
、
学
生
生
活
の
大
切
さ
は
、
８
割
の
参
加

者
が
よ
く
理
解
で
き
た
と
回
答
し
て
い
る
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
モ
ラ

ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
７
割
の
参
加
者
が
良
く
理
解

で
き
た
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
学
で
の
成
長
を
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
と
い
う
点
は
９
割
の
参
加
者
が
有
意
義
だ
っ
た
と
し
て
お

り
、
実
施
直
後
で
は
あ
る
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
従
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠
組
み
を
基
本
と
し
つ
つ
「
大

学
教
育
へ
の
理
解
」「
ス
ポ
ー
ツ
倫
理
教
育
」「
大
学
ク
ラ
ブ
活
動

の
目
標
設
定
」
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。 図表２

各クラブごとに「大学での目標と成長」について発表

JUNTENDO UNIVERSITY
Faculty of Health and Sports Science
Graduate School of Health and Sports Science 0

⼤学での⽬標
◆⽂武両道で勉強（学問）を
部活に活かす︕
→スポーツ⼼理学やスポーツ
医学を野球のプレーに反映する

◆社会で活躍できる⼈間に︕
→モラルやマナーを遵守する
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お
わ
り
に

　

本
学
部
に
お
け
る
入
学
前
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
現
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
至
っ
て
い
る
。
特
に
、
ア
ス

リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
は
、
特
色
の
あ
る

取
り
組
み
と
し
て
他
大
学
か
ら

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
今

後
は
、
入
学
し
た
学
生
が
卒
業

ま
で
の
４
年
間
で
ど
の
よ
う
に

成
長
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う

横
断
的
な
追
跡
や
評
価
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
新
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
３
年
目
を
迎
え
、今
後
は
、一
般
社
団
法
人	

大
学
ス
ポ
ー

ツ
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
）
の
設
立
を
控
え
、
そ
の
方
向
性
を
見

な
が
ら
、
整
合
性
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
な
る
よ
う
マ
イ
ナ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
。
本
学
部
の
取
り
組
み
が
、
ア
ス
リ
ー

ト
を
受
け
入
れ
て
い
る
大
学
、
さ
ら
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
の
先
行

モ
デ
ル
と
し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。	

図表３

入学前教育プログラムに参加した入学予定者と指導者

設問①
今回のプログラムは
有意義でしたか？

設問②
アスリートの競技力向上と
大学での学び、学問との関係を
理解することはできましたか？

設問③
アスリートのモラルやマナー
について理解することが
できましたか？

設問④
大学での授業や学生生活の
大切さを理解することが
できましたか？

設問⑤
大学での成長を考える
機会となりましたか？

高い評価

14%
2%

84%

12%
3%

85%

9%
1%

90%

17%
2%

81%

26%

3%

71%

やや高い評価
普通の評価

特集 入学前教育の現状と課題
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は
じ
め
に

　

姫
路
獨
協
大
学
は
、
姫
路
市
と
学
校
法
人
獨
協
学
園
と
の
公
私

協
力
方
式
に
よ
り
、
１
９
８
７
年
に
兵
庫
県
播
磨
地
域
に
開
設
さ

れ
た
大
学
で
あ
る
。
開
学
当
初
は
外
国
語
学
部
と
法
学
部
、
続
い

て
経
済
情
報
学
部
が
開
設
さ
れ
、
３
学
部
か
ら
な
る
人
文・

社
会

学
系
の
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
６
年
に
医
療
保
健
学

部
、
２
０
０
７
年
に
薬
学
部
が
開
設
さ
れ
た
。
２
０
１
６
年
に
は

看
護
学
部
の
開
設
と
、
入
学
者
数
の
減
少
か
ら
人
文・

社
会
学
系

の
３
学
部
が
改
組
さ
れ
人
間
社
会
学
群
と
な
っ
て
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

筆
者
は
開
学
当
初
は
一
般
教
育
学
部
で
「
生
物
学
」
と
「
集
団

の
科
学
（
生
態
人
類
学
）」
の
授
業
を
担
当
し
、
そ
の
後
、
大
学
設

置
基
準
の
大
綱
化
に
よ
っ
て
一
般
教
育
学
部
が
廃
止
さ
れ
、
法
学

部
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
は
、
全
学
共
通
科
目
（
一
般
教
育
科
目
な

い
し
は
教
養
科
目
に
相
当
）
を
担
当
し
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
委
員

と
し
て
法
学
部
生
の
就
職
活
動
の
支
援
と
、
就
職
筆
記
試
験
に
必

要
な
基
礎
学
力
（
特
に
数
学
）
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
２

０
１
３
年
か
ら
は
入
学
前
教
育
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
し
、
２
０
１
６
年
に
開
設
さ
れ
た
人
間
社
会

学
群
の
初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
う

し
た
経
歴
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
本
学
の
人
文・

社
会
学
系
の
３

学
部
、
お
よ
び
人
間
社
会
学
群
に
入
学
し
た
学
生
に
対
す
る
、
入

学
前
教
育
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１　
数
学
の
基
礎
学
力

　

本
学
で
は
、
２
０
０
５
年
に
人
文・

社
会
系
学
部
の
学
生
を
対

象
と
し
て
「
実
用
数
学
技
能
検
定
（
公
益
財
団
法
人
日
本
数
学
検

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

入
学
前
教
育
か
ら
高
大
接
続
や
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
へ
の
転
換

星
野 

次
郎
●
姫
路
獨
協
大
学
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、
人
間
社
会
学
群
教
授
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定
協
会
）」（
以
下
、
数
学
検
定
）
の
学
内
実
施
を
始
め
た
。
そ
れ

以
前
に
も
数
学
、
統
計
学
、
生
物
学
、
人
類
学
の
担
当
教
員
が
、

就
職
筆
記
試
験
対
策
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
（
演
習
）

な
ど
で
個
別
に
利
用
し
て
い
た
が
、
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
全
学
的
に
拡
大
し
た
。

　

就
職
筆
記
試
験
は
大
き
く
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
英
数
国
社
理
の

一
般
常
識
を
問
う
も
の
、
も
う
一
つ
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
で
あ
る
。
人
文・

社
会
系
学
部
の
学
生
は
、
一
般
常
識
の
数
学
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
非
言
語

分
野
（
数
学
）
の
学
習
で
苦
戦
し
て
い
た
。
日
本
数
学
検
定
協
会

の
資
料
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
非
言
語
分
野
で
は
、
義
務
教
育
修

了
レ
ベ
ル
の
数
学
検
定
３
級
が
出
題
数
の
53
％
を
、
高
校
１
年
修

了
レ
ベ
ル
の
数
学
検
定
準
２
級
ま
で
含
め
る
と
出
題
数
の
74
％
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
験
者
の
多
く
が
人
文・
社
会
系
の

学
生
で
あ
る
公
務
員
採
用
試
験
の
教
養
試
験
を
調
べ
る
と
、
出
題

数
の
32
～
40
％
が
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
算
数・

数
学
で
あ
る
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
人
文・

社
会
系
の
学
生
は
、
義
務
教
育

修
了
レ
ベ
ル
の
算
数・

数
学
の
学
習
内
容
が
十
分
に
修
得
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
就
職
試
験
で
選
抜
す
る
た
め
に
算
数・

数
学
の
問

題
が
効
果
的
で
あ
る
と
し
て
、
出
題
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
の
学
生
が
苦
手
と
し
て
い
る
義
務

教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
算
数・

数
学
の
内
容
は
、
小
数
と
分
数
が
混

ざ
っ
た
計
算
、
最
小
公
倍
数・

最
大
公
約
数
、
平
方
根
、
累
乗
の

乗
除
、
因
数
分
解
、
二
次
関
数
、
係
数
が
小
数
や
分
数
の
連
立
方

程
式
、
一
次
関
数
や
二
次
関
数
の
グ
ラ
フ
、
多
角
形
の
内
角
と
外

角
、
中
心
角
と
円
周
角
、
合
同・

相
似
の
証
明
と
応
用
、
図
形
の

面
積
と
体
積
、
三
平
方
の
定
理
、
組
み
合
わ
せ
と
確
率
な
ど
、
基

本
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
連
立
方
程
式
と
、

一
次
関
数
や
二
次
関
数
の
グ
ラ
フ
は
、
大
学
の
経
済
原
論
の
学
習

に
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
外
国
語
や
法
律
を
学
ぶ
上
で
は
特
に
必

要
と
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
就
職
筆
記
試
験
や
公
務
員
採

用
試
験
で
は
、
こ
う
し
た
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
問
題
が
主
に

出
題
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
大
学
に
入
学
し
た
学
生
が
義
務
教

育
修
了
レ
ベ
ル
の
算
数・

数
学
を
ど
の
程
度
修
得
し
て
い
る
か
を
、

い
つ
確
認
す
る
か
で
あ
る
。
私
立
大
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
の

入
学
試
験
で
は
、
国
語
、
英
語
、
地
歴・

公
民
、
数
学
か
ら
２
科

目
を
選
択
し
て
受
験
さ
せ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

数
学
を
選
択
す
る
受
験
生
の
割
合
は
高
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
も
増
し
て
、
大
学
の
入
学
試
験
で
、
義
務
教
育
レ
ベ
ル
の

算
数・
数
学
の
問
題
を
課
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
で
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
指

定
校
推
薦
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
入
試
、
公
募
推
薦
入
試
で
入
学
が
決

特集 入学前教育の現状と課題

53 大学時報　2019.1



ま
っ
た
者
に
は
、
数
学
の
試
験
が
必
修
で
は
な
い
の
で
、
入
学
前

教
育
に
お
い
て
数
学
検
定
３
級
（
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
）
か
ら

準
２
級
（
高
校
１
年
修
了
レ
ベ
ル
）
の
課
題
を
出
し
、
解
説
資
料

と
添
削
結
果
を
返
却
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
を
経
る
に

つ
れ
、
解
答
欄
が
空
欄
の
も
の
や
、
他
人
が
作
成
し
た
解
答
を
写

し
た
だ
け
の
も
の
な
ど
、
自
分
で
学
習
し
た
か
ど
う
か
判
別
で
き

な
い
も
の
が
増
え
、
課
題
の
提
出
率
も
低
下
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
こ
う
し
た
形
式
の
入
学
前
教
育
の
効
果
に
疑
問
を
抱
く
よ
う

に
な
り
、
２
０
１
６
年
に
人
間
社
会
学
群
に
改
組
さ
れ
た
の
を
機

に
、
数
学
の
基
礎
学
力
に
つ
い
て
は
初
年
次
教
育
に
必
修
科
目
を

設
け
、
本
学
の
専
任
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
学
生
の
学
習
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
丁
寧
に
根
気
よ
く
教
育
す
る
方
式
に
変
更
し
た
。

２　
国
語
の
基
礎
学
力

　

数
学
の
基
礎
学
力
の
育
成
に
関
わ
っ
て
き
た
筆
者
ら
は
、
学
生

が
数
学
の
文
章
題
を
苦
手
に
し
て
い
る
こ
と
が
以
前
か
ら
気
に
な
っ

て
い
た
。
書
か
れ
て
い
る
日
本
語
（
国
語
）
を
読
む
力
、
す
な
わ

ち
問
題
文
の
単
語・

記
号・

語
句
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
、
結
局
問
題
が
解

け
な
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
。
数

学
で
使
わ
れ
る
日
本
語
の
文
章
は
客
観
的・

論
理
的・

抽
象
的
な

の
で
、
そ
の
理
解
に
は
客
観
的・

論
理
的・

抽
象
的
な
日
本
語
の

読
み
書
き
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
学
生
は

そ
う
し
た
訓
練
を
義
務
教
育
と
高
校
の
教
育
で
十
分
に
は
受
け
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

国
語
（
母
語
と
し
て
の
日
本
語
）
の
能
力
の
重
要
性
は
、
多
く

の
先
達
が
指
摘
し
て
い
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
日

本
で
学
び
始
め
る
子
ど
も
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
分
野
（
教
科
）

を
国
語
を
介
し
て
学
ぶ
の
で
、
国
語
の
習
得
は
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、社
会
に
出
て
働
く
場
合
、社
内
で
英
語
の
使
用
を
義

務
付
け
る
企
業
が
あ
る
と
し
て
も
、
日
本
で
働
く
場
合
に
は
国
語

力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
現
実
に
、
就
職
筆
記
試
験
で
英
語
を
課
さ

な
い
企
業
は
あ
る
が
、
国
語
を
課
さ
な
い
企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
日
本
語
で
書
か
れ
た
本
を
読
め
な
い
」、「
読

ん
だ
内
容
を
要
約
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
見
て
き

た
こ
と
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
考
え
た
こ

と
や
思
っ
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
」
な
ど
、
大
学
生
ば
か
り
か

社
会
人
の
国
語
力
の
乏
し
さ
が
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
能

力
は
、
物
事
を
客
観
的
に
把
握
し
、
理
解
し
た
内
容
を
適
切
な
言

葉
（
語
句
）
に
置
き
換
え
る
訓
練
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
う
し
た

訓
練
を
大
学
入
学
ま
で
に
十
分
に
受
け
て
い
な
い
と
筆
者
ら
は
考

え
て
い
る
。
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国
語
に
関
す
る
入
学
前
教
育
と
し
て
、
人
文・

社
会
系
学
部
で

は
、
テ
ー
マ
を
与
え
て
調
べ
さ
せ
た
り
、
小
論
文
を
書
か
せ
た
り
、

新
聞
や
書
籍
の
抜
粋
を
要
約
さ
せ
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
校

ま
で
に
小
論
文
を
書
く
訓
練
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
要
約
の
訓

練
を
し
て
い
な
い
生
徒
は
、
小
論
文
や
要
約
の
多
く
が
感
想
文
に

な
っ
て
し
ま
い
、
こ
ち
ら
の
意
図
と
は
異
な
る
も
の
を
提
出
す
る

こ
と
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
提
出
物
を
添
削
し
、

コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
返
却
し
て
も
、
生
徒
に
ど
れ
ほ
ど
の
教
育
効

果
が
あ
っ
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

在
学
生
の
教
育・

指
導
に
加
え
、
入
学
前
教
育
の
提
出
物
を
添
削

し
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
返
却
す
る
作
業
は
、
担
当
教
員
に
と
っ
て

は
負
担
と
な
っ
た
。
特
に
、
課
題
の
原
案
、
添
削
上
の
注
意
点
、

コ
メ
ン
ト
の
例
な
ど
の
作
成
責
任
者
の
負
担
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ

た
。
結
局
、
課
題
を
２
～
３
回
提
出
し
た
だ
け
で
、
入
学
前
に
生

徒
の
国
語
力
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
に
人
間
社
会
学
群
に
改
組
さ
れ
た
の
を
機
に
、
国

語
力
に
つ
い
て
も
初
年
次
教
育
の
必
修
科
目
と
し
て
「
入
門
演
習

Ⅰ・

Ⅱ
（
半
期
科
目
二
つ
で
通
年
開
講
）」
を
設
け
、
少
人
数
の
学

生
を
対
象
に
、
統
一
し
た
教
材
で
読
み・

書
き・

説
明・

聴
く
と

い
う
基
本
的
な
国
語
力
の
養
成
を
図
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
ま
で
の

国
語
に
関
す
る
入
学
前
教
育
は
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

３　
英
語
の
基
礎
学
力

　

本
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
で
は
、
次
の
よ
う
な
英
語
の
入
学

前
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
こ
ち
ら
が
指
定
し
た
単

語
が
長
文
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
用
法
を
辞
書
で
調
べ
、
そ
れ
と

同
じ
用
法
の
例
文
を
辞
書
か
ら
書
き
写
す
も
の
だ
っ
た
。
丹
念
に

辞
書
を
引
い
て
、
指
示
通
り
の
作
業
が
で
き
る
生
徒
が
い
る
一
方

で
、
辞
書
で
単
語
や
語
句
の
意
味
を
調
べ
る
経
験
に
乏
し
い
生
徒

も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
生
徒
は
、
中
学
校
で
英
語

を
学
ぶ
と
き
か
ら
、
知
ら
な
い
単
語
は
教
科
書
の
巻
末
に
あ
る
語

句
の
意
味
を
見
る
だ
け
で
、
辞
書
を
引
く
と
い
う
面
倒
な
作
業
を

し
て
こ
な
か
っ
た
場
合
が
多
い
。
辞
書
を
引
く
経
験
が
少
な
い
上
、

高
校
で
電
子
辞
書
を
使
う
よ
う
に
な
る
と
、
単
語
の
意
味
を
調
べ

た
時
に
、
品
詞
の
違
い
を
区
別
せ
ず
に
、
最
初
に
表
示
さ
れ
る
意

味
だ
け
に
注
目
し
て
終
え
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
生
徒
は
、
単
語

の
発
音
と
意
味
を
知
っ
て
、
書
け
る
く
ら
い
に
覚
え
る
方
法
を
身

に
付
け
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
品
詞
、
文
の
構
造
、
時
制
な
ど
の

英
文
法
の
規
則
を
理
解
し
て
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
訓
練
も
し
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

英
語
の
入
学
前
教
育
の
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
長
文
を
「
意
味

の
か
た
ま
り
」
で
区
切
り
、
そ
の
か
た
ま
り
ご
と
に
訳
さ
せ
る
ス
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ラ
ッ
シ
ュ・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
学
校
か

ら
の
英
語
の
授
業
で
教
師
の
後
に
続
い
て
音
読
し
た
り
、
自
宅
で

音
読
す
る
訓
練
を
し
て
こ
な
か
っ
た
生
徒
は
、
長
文
を
音
読
で
き

ず
、
意
味
の
か
た
ま
り
で
区
切
る
こ
と
も
不
可
能
に
近
い
と
考
え

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
生
徒
の
英
語
の
能
力
と
英
語
の
入
学
前
教
育

の
課
題
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
極
め
て
大
き
く
、
生
徒
の
英
語
能
力
の

差
を
無
視
し
て
単
一
の
英
語
の
入
学
前
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
の

有
効
性
に
つ
い
て
も
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
２
０
１

６
年
に
取
り
や
め
と
な
っ
た
。
数
学
や
国
語
と
同
様
に
英
語
に
つ

い
て
も
、
入
学
後
の
初
年
次
教
育
で
個
々
の
学
生
の
学
習
レ
ベ
ル

に
合
っ
た
英
語
教
育
を
丁
寧
に
根
気
よ
く
行
い
、
修
得
レ
ベ
ル
の

向
上
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
変
更
し
た
。

４　
初
年
次
教
育
の
一
環
と
し
て
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　

２
０
１
６
年
に
人
間
社
会
学
群
が
開
設
さ
れ
た
の
を
機
に
、
初

年
次
教
育
と
し
て
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
成
す
る
授
業
を
導
入

し
た
。
具
体
的
に
は
、
１
年
生
前
期
開
講
の
必
修
科
目
「
人
間
社

会
演
習
Ⅰ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
年
生
が
前
期
の
間
に
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
の
１
年
生
に
出
会
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
き
っ
か

け
と
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
含
む
「
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）」、

物
事
に
進
ん
で
取
り
組

む
主
体
性
を
含
む
「
前

に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク

シ
ョ
ン
）」
と
い
っ
た
社

会
人
基
礎
力
の
重
要
性

に
気
付
か
せ
る
授
業
で

あ
る
。
こ
の
授
業
の
予

告
編
と
し
て
、
入
学
予

定
者
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

を
12
月
に
第
１
回
、
２

月
に
第
２
回
を
自
由
参

加
で
行
っ
て
い
る
。

　

第
１
回
は
参
加
者
を

４
、
５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
に
は
上
級
生
を
１

人
配
置
し
、
自
動
車
を
生
産
す
る
会
社
を
仮
定
し
て
最
終
利
益
を

競
う
「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
で
は
、
組
織
の
中
で
協
力
し
て
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に
必
要
な

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
、
チ
ー
ム
に
貢
献
す
る
上
で
必
要
な
各
自
の
能

力
（
付
加
価
値
）
を
大
学
生
活
の
中
で
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
を

理
解
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

第
２
回
は
入
学
前
の
不
安
解
消
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
。 写真１　入学前スクーリング第１回
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最
初
に
、
参
加
者
と
上
級
生
、
教
職
員
が
全
員
で
身
体
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
身
体
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
。
次
に
、
上
級
生
１
人

と
教
員
１
人
を
含
む
５
、
６
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
自
己
紹

介
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
も
し
く
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス・

ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
上
級
生
が
入
学
予
定
者
か

ら
「
大
学
生
活
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
」
や
「
不
安
に
思
っ
て
い

る
こ
と
」
を
聞
き
出
し
、
自
分
の
体
験
に
基
づ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。

　

第
１
回
と
第
２
回
の
い
ず
れ
も
、
入
学
予
定
者
の
20
～
30
％
が

参
加
し
て
い
る
。
ど
ち

ら
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で

も
、
学
生
生
活
を
送
る

上
で
本
学
の
教
職
員
が

学
生
の
支
援
者
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
最
も
配
慮
し
て

い
る
。

　

な
お
、「
社
会
人
基
礎

力
」
を
育
成
す
る
授
業

と
、
そ
の
準
備
と
し
て

の
入
学
前
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
の
導
入
は
、
塚
本
淳
子
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
と
中
西
勝
彦
（
京
都

精
華
大
学
非
常
勤
講
師
）
の
両
氏
か
ら
、
多
く
の
助
言
と
協
力
を

得
て
実
現
で
き
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

５　
高
大
接
続
や
地
域
で
の
人
材
育
成
へ
の
転
換

　

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
が
２
０
１
３
年
11
～
12
月
に
調
査

し
た
『
高
大
接
続
に
関
す
る
調
査
』（
２
０
１
４
年
）
に
よ
る
と
、

四
年
制
大
学
に
進
学
予
定
の
高
校
３
年
生
の
学
力・

学
習
の
状
況

の
項
目
に
お
い
て
、「
義
務
教
育
（
中
学
校
）
ま
で
に
身
に
付
け
る

べ
き
教
科・

科
目
の
知
識・

理
解
が
不
足
し
て
い
る
生
徒
」が
半
数

以
上
い
る
と
回
答
し
た
高
校
が
32・

３
％
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、大
学
側
が
把
握
し
て
い
る
以
上
に
、高
校

生
の
学
力・

学
習
状
況
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま

た
、新
井
紀
子（
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
）・

尾
崎
幸
謙
（
筑
波
大

学
大
学
院
准
教
授
）に
よ
る『
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
求

め
ら
れ
る
人
材
育
成
』（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
オ
ピ
ニ
オ
ン
ペ
ー
パ
ー
２
０
１

７
年
７
月
）
で
は
、義
務
教
育
修
了
ま
で
の
基
礎
学
力
、特
に
国
語

の
読
解
力
の
不
足
と
、
そ
の
対
策
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
報
告
か
ら
、
本
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
の
入
学

前
教
育
や
、
入
学
時
点
に
お
け
る
国
語・

数
学・

英
語
の
基
礎
学

写真２　入学前スクーリング第２回
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力
テ
ス
ト
（
プ
レ
イ
ス

メ
ン
ト・

テ
ス
ト
）
で

把
握
し
て
い
た
基
礎
学

力
の
状
況
が
、
本
学
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、

全
国
的
な
問
題
で
あ
る

と
再
認
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

経
済
産
業
省
が
取
り

ま
と
め
た
２
０
０
６
年

の
『
社
会
人
基
礎
力
に

関
す
る
研
究
会	

―

「
中
間
取
り
ま
と
め
」

―
』
の
「
職
場
や
地

域
社
会
で
活
躍
す
る
上
で
必
要
と
な
る
能
力
」
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
基
礎
学
力
」
は
、
高
等
教
育
の
「
専
門
知
識
」
と
並

ん
で
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
み
生
か
す
重
要
な
要
素
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
基
礎
学
力
が
不
足
し
て

い
る
と
な
る
と
、
専
門
知
識
の
修
得
に
支
障
を
来
た
し
、
社
会
人

基
礎
力
も
発
揮
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

さ
ら
に
２
０
１
８
年
に
な
っ
て
か
ら
、文
部
科
学
省
の
『Society	

5.0

に
向
け
た
人
材
育
成
～
社
会
が
変
わ
る
、
学
び
が
変
わ
る
～
』

（
平
成
30
年
６
月
５
日
）
で
は
、「
知
識・

技
能
と
し
て
の
語
彙
や

数
的
感
覚
な
ど
の
学
力
の
基
礎
に
加
え
、
人
間
の
強
み
を
発
揮
す

る
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
文
章
や
情
報
を
正
確
に
理
解
し
、
論
理

的
思
考
を
行
う
た
め
の
読
解
力
や
、
他
者
と
協
働
し
て
思
考・

判

断・

表
現
を
深
め
る
対
話
力
等
の
社
会
的
ス
キ
ル
な
ど
、
読
み
解

き
対
話
す
る
力
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
『
今
後
の
採
用
と
大
学
教
育
に
関

す
る
提
案
』（
２
０
１
８
年
12
月
４
日
）
で
も
、「
Ⅱ
．大
学
に
期
待

す
る
教
育
改
革
、１
．文
系・

理
系
の
枠
を
越
え
た
基
礎
的
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
」
の
項
目
で
、「
多
様
な
価
値
観
が
融
合
す
るSociety	5.0

時
代
の
人
材
に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
い
わ
れ
る
、
倫
理・

哲

学
や
文
学
、
歴
史
な
ど
の
幅
広
い
教
養
や
、
文
系・

理
系
を
問
わ

ず
、
文
章
や
情
報
を
正
確
に
読
み
解
く
力
、
外
部
に
対
し
自
ら
の

考
え
や
意
思
を
的
確
に
表
現
し
、
論
理
的
に
説
明
す
る
力
が
求
め

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
使
い
こ
な
す

た
め
に
情
報
科
学
や
数
学・

統
計
の
基
礎
知
識
も
必
要
不
可
欠
と

な
る
。」
と
し
て
い
る
。Society5.0	

と
な
っ
て
も
、
基
礎
学
力
と

社
会
人
基
礎
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
入
学
前
教
育
の
目
標
が
、
大
学

の
学
習
に
必
要
な
基
礎
学
力
を
大
学
入
学
ま
で
に
身
に
付
け
さ
せ

図表１　能力の全体像（経済産業省）

基礎学力
（前に踏み出す力、

考え抜く力、
チームで働く力）

（読み、書き、算数、
基本ITスキル 等）

人間性、基本的な生活習慣
（思いやり、公共心、倫理観、基礎的なマナー、身の周りのことを自分でしっかりとやる 等）

専門知識
（仕事に必要な
知識や資格 等）

基礎学力・専門知識
を活かす力

（社会人基礎力）
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る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
と
、
入
学
前
年
の
12
月
ま
で
に
入
学
が
決

ま
っ
た
生
徒
に
は
３
カ
月
し
か
な
い
。
短
期
間
で
最
も
効
率
よ
く

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
大
学
も
し
く
は
中
学・

高
校
の
教

員
、
あ
る
い
は
教
員
経
験
者
が
、
生
徒
に
対
し
て
個
別
に
毎
日
、

生
徒
が
身
に
付
け
る
べ
き
学
習
内
容
を
教
育・

指
導
す
る
の
が
よ

い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
高
校

入
学
時
点
で
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
学
習
内
容
を
理
解
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
点
検・

確
認
を
行
い
、
高
校
卒
業
の
時
点
で
少
な

く
と
も
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
学
力
が
保
証
さ
れ
て
い
れ
ば
、

大
学
の
入
学
前
教
育
や
初
年
次
教
育
で
基
礎
学
力
に
関
す
る
教
育

を
す
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
大
学
と
そ
の
周
辺
地
域
の
高
校
と
の
高
大
接

続
が
重
要
で
あ
る
と
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
。
か
つ
て
高
校
訪
問

を
し
た
際
に
、
本
学
に
入
学
し
た
１
年
生
の
基
礎
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
大
学
で
の
基
礎
学
力
育
成
の
成
果
を
進
路
指
導
の
教
員
に

説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
頭
が
下
が
り
ま
す
。
高
校
で
も
、
中
学
校
で

身
に
付
け
て
こ
な
か
っ
た
内
容
を
教
え
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
す
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
中
学
校
で
も
、
小
学
校
で

身
に
付
け
て
こ
な
か
っ
た
内
容
を
教
え
ざ
る
を
え
な
い
状
況
だ
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、
地
域

の
児
童・

生
徒・

学
生
を
、
小
学
校・

中
学
校・

高
校・

大
学
が

互
い
に
連
携
し
て
、
各
段
階
で
学
力
保
証
に
責
任
を
も
っ
た
教
育

を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
大
学
は
そ

の
地
域
の
高
校
と
の
高
大
接
続
を
進
め
、
大
学
の
教
員
が
高
校
の

教
員
と
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
、
生
徒・

学
生
の
基
礎
学
力
を
中

心
と
す
る
教
育
を
通
し
て
、
人
材
育
成
に
お
け
る
協
力
関
係
を
形

成
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

一
方
、
大
学
と
企
業
の
間
で
も
、
人
材
育
成
に
お
い
て
協
力
関

係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
本
学
は
「
姫
路
経
営
者
協
会
」
と
２
０

１
６
年
に
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
現
在
、
人
間
社
会
学
群
の
社

会
人
基
礎
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
係
す
る
複
数
の
授
業
の
監
修

な
ら
び
に
講
師
派
遣
な
ど
で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
姫
路
を
含
む
播
磨
地
域
で
地
方
創
生
を
実

現
す
る
に
は
、
地
域
で
生
ま
れ
育
つ
「
全
て
の
」
人
的
資
源
の
能

力
を
高
め
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
の
小
学
校・

中
学
校・

高
校・

大
学・

企
業
が

連
携
し
、
基
礎
学
力・

社
会
人
基
礎
力・

専
門
知
識
の
育
成
を
視

野
に
入
れ
た
教
育
の
仕
組
み
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
２
０
１
９
年
入
学
予
定
者
に
は
、
基
礎
学
力
育
成
の
た

め
に
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
た
が
、
そ
の
効
果
や
問
題
点
に
つ

い
て
は
別
の
機
会
に
報
告
し
た
い
。	
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１　
流
通
科
学
大
学
の「
入
学
前
教
育
」の
変
遷

　

流
通
科
学
大
学
の
「
入
学
前
教
育
」
は
、
２
０
０
８
年
度
に
Ａ

Ｏ
入
試
合
格
者
を
対
象
に
実
施
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
２
０
０

９
年
度
以
降
は
指
定
校・

公
募
推
薦
入
試
合
格
者
に
も
対
象
を
広

げ
た
。
本
学
の
実
施
開
始
時
期
は
特
に
早
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

徐
々
に
改
正
を
加
え
て
き
た
軌
跡
と
現
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
他

の
参
考
に
な
る
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

２
０
０
９
年
度
に
は
、「
入
学
予
定
者
に
対
し
て
基
礎
学
力
面
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
入
学
直
後
に
大
学
生
活
を

円
滑
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
体
験
を
す
る
機
会
」
の
両
者
が

必
要
と
の
見
地
か
ら
、
２
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。
事
前
に
配
付
し
た
「
入
学
前
課
題
」
の
復
習
講
義
と
確
認
テ

ス
ト
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
、
学
内
探

索
ゲ
ー
ム
、
50
分
お
よ
び
90
分
の
二
つ
の
模
擬
講
義
、
先
輩
学
生

と
の
懇
親・

交
流
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　

２
０
１
０
年
度
は
、
２
日
間
の
実
施
は
担
当
教
員
と
参
加
学
生

の
両
者
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
１
日
で
「
入
学
前

課
題
」
の
解
説
、
練
習
問
題・

実
力
問
題
、
交
流
促
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
施
さ
れ
、
以
降
１
日
実
施
が
定
着
し
た
。

　

２
０
１
１
～
２
０
１
３
年
度
は
、「
入
学
前
課
題
」
の
回
収
と	

復
習
テ
ス
ト
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
」
に
よ
る
他
者

と
の
関
り
の
促
進
と
友
人
づ
く
り
、「『
映
像
資
料
』
の
視
聴
と	

ふ
り
返
り
」
に
よ
る
、
学
び
や
課
外
活
動
に
対
す
る
積
極
性
の
涵

養
、「
先
輩
の
話
を
聞
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
、
入
学
後
の
学
生

生
活
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
の
除
去
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
た
。

　

２
０
１
４
年
度
の
「
入
学
前
教
育
」
で
は
、
２
０
１
５
年
度
か

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

入
学
前
教
育
と
初
年
次
教
育
の
連
携

―
流
通
科
学
大
学
の
「
気
づ
き
の
教
育
」
へ
の
円
滑
な
移
行
と
準
備

南
木 

睦
彦
●
流
通
科
学
大
学
商
学
部
教
授
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ら
実
施
さ
れ
る
初
年
次
教
育
の
目
的
が
先
取
り
的
に
付
与
さ
れ
、

「
自
分
自
身
の
現
状
を
知
り
、
大
学
生
活
の
目
標
づ
く
り
の
材
料
に

す
る
こ
と
」
と
「
同
学
年
の
友
達
、
先
輩
、
教
員
と
の
つ
な
が
り

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
す
る
こ
と
」
が
目
的
と
さ
れ
た
。
内
容
と

し
て
は
、
前
年
度
ま
で
の
「
映
像
資
料
」
の
視
聴
プ
ロ
グ
ラ
ム	

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
に
差
し
替
え

ら
れ
た
。

２ 　
「
気
づ
き
の
教
育
」（
２
０
１
５
年
度
開
始
）と
入
学
前

教
育

　

流
通
科
学
大
学
で
は
、
現
在
、
１
年
生
の
前
半
に
「
気
づ
き
の

教
育
」
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
や
学
び
を
通
し

て
、
一
人
一
人
の
「
な
り
た
い
自
分
（
夢
の
種
）」
を
探
し
、
そ
れ

に
応
じ
て
本
学
に
お
け
る
４
年
間
の
学
び
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
意

義
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
１
年
生
の
み
を
対
象

と
す
る
科
目
で
編
成
し
た
「
気
づ
き
の
教
育
」
の
幹
と
な
る
科
目

と
し
て
、「
自
己
発
見
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
と
い
う
８
単
位
の
科
目

を
開
講
し
て
い
る
。
こ
の
科
目
に
は
、
月・

火
、
ま
た
は
木・

金

の
午
前
中
４
時
間
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
課
題

解
決
、
企
業
人
と
の
交
流
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
自
発
的

で
積
極
的
な
行
動
を
伴
う
多
数
の
経
験
や
、
経
験
と
ふ
り
か
え
り

を
通
し
て
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
気
づ
き
」
が
重
視
さ
れ
た
科

目
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
自
己
発
見
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
の
40
人
ほ
ど
の
ク
ラ
ス
の
運
営

補
助
者
と
し
て
、
先
輩
学
生
で
あ
る
Ｃ
Ａ
（
ク
ラ
ス
ア
シ
ス
タ
ン

ト
）
が
毎
時
間
１
名
、
ク
ラ
ス
に
参
加
し
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
は
事
務

的
補
助
に
止
ま
ら
ず
、
先
輩
ス
ピ
ー
チ
を
担
当
し
た
り
、
時
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
介
入
し
、
さ
ら
に
新
入
生
の
助
言
者
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
善
に
も
関
与
し
て
い
る
。

　

気
づ
き
の
教
育
で
は
、
こ
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
活
動
を
重
視
す

る
た
め
に
、「
入
学
前
教
育
」
も
、
そ
れ
に
対
応
し
た
も
の
と
す
る

必
要
性
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

３　
入
学
前
教
育
の
四
つ
の
目
的（
２
０
１
５
年
度
以
降
）

　

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
入
学
前
教
育
の
目
的
と
し
て
、

「
気
づ
き
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
導
入
と
な
る
と
と
も
に
、
友
人

を
つ
く
り
学
生
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
る
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
実
施
し
て
い
る
と
記
し
て
あ
る
。
詳
細
に
見
る
と
、
目
的

は
四
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

特集 入学前教育の現状と課題
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①　

早
期
合
格
者
の
学
習
習
慣・

学
習
意
欲
維
持

　
「
入
学
前
課
題
」
を
入
試
の
合
格
者
に
配
付
し
、
取
り
組
ま
せ
て

い
る
。
２
０
０
９
年
度
か
ら
続
け
て
い
る
。

②　

入
学
ま
で
の
不
安
の
除
去

　

対
象
者
全
員
が
１
日
、
来
学
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
含
む
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
変
化
し
て
い
る
が
、
２
０
１
０
年
度

以
降
同
様
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
度
以
降
は
「
気
づ
き
の
教
育
」

と
類
似
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
不
安
を
取
り

除
き
、
か
つ
友
人
や
先
輩
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
や
す
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
。

③　

入
学
前
の
学
生
実
態
把
握

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
極
め
て
低
い
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

活
動
が
困
難
な
学
生
を
入
学
前
に
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

④　

教
員・

Ｃ
Ａ
の
研
修・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

教
員
や
Ｃ
Ａ
は
入
学
前
教
育
で
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
り
、
４

月
か
ら
の
「
自
己
発
見
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
な
ど
の
「
気
づ
き
の

教
育
」
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　
２
０
１
８
年
度
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

①　

実
施
日
時
と
参
加
人
数

　

２
月
17
日
、
21
日
、
24
日
に
、
合
計
５
０
５
名
を
対
象
に
実
施

し
た
。

②　

入
学
前
課
題

　

受
け
付
け
時
に
「
入
学
前
課
題
」
を
回
収
す
る
。
２
０
１
７
年

度
ま
で
は
、市
販
の
「
一
般
常
識
問
題
集
」
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
選
び
、
回
答
用
の
ノ
ー
ト
と
と
も
に
事
前
送
付
し
て
い
た
。
基

礎
的
な
知
識
や
数
的
処
理・

文
章
表
現
な
ど
に
関
わ
る
基
礎
技
能

は
、
大
学
の
学
び
や
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
躍
に
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
ら
の
基
礎
知
識・

技
能
の
現
状
を
確
認
し
、
今
後
の

学
び
へ
の
気
づ
き
を
促
そ
う
と
し
て
、
こ
の
方
式
を
採
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
８
年
度
は
、
新
聞
記
事
を
素
材
と
し
た
独
自
教
材
に
内

容
を
変
更
し
た
。
市
販
の
問
題
集
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
、
知

識
や
技
能
の
低
い
新
入
生
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
学
習
意
欲
を
削

ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
を
危
惧
し
た
こ
と
、
新
聞

記
事
を
通
じ
て
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
な
ど
が
変
更
の
理
由
で	

あ
る
。

③　

気
づ
き
の
ち
か
ら
だ
め
し

　

２
０
１
７
年
度
ま
で
は
、「
入
学
前
課
題
」
に
誠
実
に
取
り
組
む

こ
と
を
促
す
た
め
も
あ
っ
て
、「
課
題
」
問
題
集
か
ら
出
題
し
て
い

た
。
２
０
１
８
年
度
に
は
入
学
前
課
題
は
変
更
し
た
も
の
の
、
同

一
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
自
ら
の
基
礎
知
識・

技
能
の
現
状
を
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知
っ
た
上
で
、
入
学
後
に
学
び
な
お
す
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
で
あ
る
。

④　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム

　

グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
問
題
解
決
の
体
験
を
す
る
。
配
付
さ
れ

た
カ
ー
ド
に
記
さ
れ
た
断
片
的
な
情
報
を
全
員
が
持
ち
寄
る
こ
と

に
よ
っ
て
正
解
に
至
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
た
。
全
員
が
発

言
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
極
め

て
低
い
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
活
動
が
困
難
な
学
生
を
入
学
前
に
把
握

し
や
す
い
こ
と
と
、
正
解
に
至
れ
ば
達
成
感
を
持
て
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
タ
イ
プ
の
ゲ
ー
ム
を
選
ん
だ
。

⑤　

昼
食

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
昼
食
を

取
る
こ
と
が
、
友
人
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
勧

誘
も
同
時
に
実
施
し
、
Ｃ
Ａ
以
外
の
先
輩
学
生
と
の
出
会
い
の
機

会
も
設
け
て
い
る
。

⑥　

学
内
探
索
ツ
ア
ー

　

午
前
中
と
同
一
グ
ル
ー
プ
で
学
内
を
探
索
す
る
。
ど
こ
に
何
が

あ
る
か
、
ど
こ
で
何
が
で
き
る
の
か
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
入
学

前
の
不
安
を
一
つ
で
も
除
去
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
立
案
な
ら
び
に
案
内
は
Ｃ
Ａ
が
担
当
し
て
い
る
。

⑦　
「
先
輩
の
話
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

図表１　2018年度入学生対象「入学前教育」プログラム（赤字は主要なプログラム）

実　施　内　容
開始 終了 概　　　要
9:30 10:00 受付・入学前課題の提出�（大教室）
10:00 10:20 開講式・オリエンテーション　

10:20 11:30 「気づきのちからだめし」実施（大教室）テスト時間50分（10:30～11:20）

11:30 12:20 コミュニケーション・ゲーム
（30～40人程度の規模で、小教室に分かれて4クラスで実施）　　　

12:20 13:00 昼食（各クラス、レストラン2階にて）
在学生によるクラブ紹介・勧誘（レストラン周辺）

13:00 13:50
クラス教室集合・午後の出席確認
学内探索ツアー
グループ単位の学内探検ゲームに出発、1グループ10名～15名程度

13:50 14:00 トイレ休憩

14:00 15:00
「先輩の話」プログラム（小教室）
・�先輩学生による話（各クラス３名ずつ、勉強、部活、資格その他）
・�質疑応答 10分／振り返り 10～15分　　　　　　��

15:00 15:10 大教室へ移動

15:10 15:20 「気づきの教育」についての説明今後のスケジュールなど事務連絡　　
15:20 15:30 閉講式（表彰及び講評）・入学前教育アンケート実施

特集 入学前教育の現状と課題
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３
、
４
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
先
輩
Ｃ
Ａ
の
話
を
聞
い

て
質
問
し
、
大
学
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
入
学
後
に
何
を

し
た
い
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
い
る
。
入
学
前
の
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
に
も
役
立
っ

て
い
る
。

⑧�　
「
気
づ
き
の
教
育
の
説
明
」

「
閉
講
式
」
な
ど

　
「
気
づ
き
の
教
育
」
の
全
体
像

を
説
明
し
た
り
、「
気
づ
き
の
ち

か
ら
だ
め
し
」
の
高
得
点
者
を

公
表・

表
彰
し
た
り
し
て
、
入

学
後
へ
の
期
待
を
高
め
て
終
了

す
る
。

⑨　

情
報
の
活
用

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
、
担

当
教
職
員
や
Ｃ
Ａ
が
情
報
交
換

を
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
が
困
難

だ
っ
た
り
マ
ナ
ー
面
で
課
題
が

図表２　2018年２月24日実施「入学前教育」アンケート結果（184名対象・一部抜粋）

とても熱心に取り組んだ やや熱心に取り組んだ あまり熱心に取り組まなかった
全く熱心に取り組まなかった

とても練習になった やや練習になった あまり練習にならなかった
全く練習にならなかった

とてもあった ややあった あまりなかった
全くなかった

とても熱心に取り組んだ やや熱心に取り組んだ あまり熱心に取り組まなかった
全く熱心に取り組まなかった

イメージできるようにとてもなった イメージできるようにややなった イメージできるようにあまりならなかった
イメージできるように全くなっていない

とてもあった ややあった あまりなかった
全くなかった

とても熱心に取り組んだ やや熱心に取り組んだ あまり熱心に取り組まなかった
全く熱心に取り組まなかった

とても参考になった やや参考になった あまり参考にならなかった
全く参考にならなかった

とても楽しみだ やや楽しみだ あまり楽しみではない
全く楽しみではない

とても楽しみだ やや楽しみだ やや不安だ
とても不安だ

コミュニケーション・ゲームに熱心に取り組みましたか。

コミュニケーション・ゲームにより、グループで協力して課題に取り組む練習になりましたか。

コミュニケーション・ゲームにより、同じグループの人と会話し、交流を深める機会がありましたか。

学内探索ツアーに熱心に取り組みましたか。

学内探索ツアーにより、大学のどこに何があるかイメージできるようになりましたか。

学内探索ツアーにより、同じグループになった人と会話し、交流を深める機会がありましたか。

「先輩の話」プログラムに熱心に取り組みましたか。

「先輩の話」プログラムは、４月から大学生活を送ろうとしているあなたに参考になりましたか。

入学後最初の半年間に実施される「気づきの教育」について、今の時点でどう思いますか。

入学後グループで協力して課題に取り組むことが多くなりますが、そのことについてどう思いますか。

26% 68% 7 %

35% 59%

0%

0%
6%

30% 60% 10%
0%

20% 63% 16%
1%

14% 64% 20%
2%

25% 54% 17%
4%

33% 64% 3%
0%

47% 53% 1%
0%

16% 71% 13%
1%

19% 60% 19%
2%
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あ
っ
た
受
講
生
な
ど
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
こ
れ
を
ク

ラ
ス
分
け
の
参
考
に
す
る
な
ど
し
て
、
入
学
後
の
学
習
環
境
を
工

夫
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
い
る
。

５　
受
講
生
の
評
価

　

受
講
生
の
自
己
評
価
の
一
例
を
示
す
（
図
表
２
）。
効
果
を
実
感

し
た
項
目
は
、「
先
輩
の
話
」
が
最
も
高
く
、「
あ
ま
り
参
考
に
な

ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
も
の
は
１
％
（
１
名
）
に
止
ま
る
。
学

内
探
索
ツ
ア
ー
は
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
22
％
が
、
大
学
の
ど
こ

に
何
が
あ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
と
答

え
て
い
る
。
改
善
版
を
Ｃ
Ａ
が
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
は
、
活
動
の
練
習
と
し
て
の
効
果
を
94
％

が
、
交
流
の
機
会
と
し
て
の
効
果
を
90
％
が
感
じ
て
い
る
。

　

自
由
回
答
の
代
表
的
な
意
見
と
し
て
は
、「
最
初
は
不
安
だ
っ
た

が
友
達
が
で
き
て
よ
か
っ
た
、
入
学
後
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」「
初

め
て
会
っ
た
人
と
も
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
仲
良
く
な
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
先
輩
か
ら
学
生
生
活
の
話
を
聞
け
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」
な
ど

が
多
く
、
入
学
前
の
不
安
を
取
り
除
き
、「
気
づ
き
の
教
育
」
に
お

け
る
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
心
構
え
を
つ
く
る
こ
と
に
、
は
っ
き
り

と
し
た
効
果
を
上
げ
た
と
い
え
る
。

６　
今
後
の
課
題

　

現
在
の
「
入
学
前
教
育
」
の
四
つ
の
目
的
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

は
よ
く
対
応
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
入
学
ま
で
の
不
安
の
除
去
」

は
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
２
０
０
９
年
度
に
課
題

と
し
た
「
入
学
予
定
者
に
対
し
て
基
礎
学
力
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
現
在
は
入
学
後
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
十
分
に
は
機
能
し
て
い
な
い
。
今
後
も
、
基
礎
学
力
を
含

む
各
種
の
基
礎
能
力
や
技
能
の
不
足
を
受
講
生
本
人
が
気
付
く
よ

う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
入
学
前
教
育
と
入
学
後
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
連
携
を
考
慮
し
な
が
ら
強
化・

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

自
主
的
な
学
び
の
機
会
で
あ
る
「
学
び
の
泉
」
へ
の
い
ざ
な
い
を

強
化
す
る
な
ど
し
て
、
改
善
を
目
指
し
た
い
。

　
「
入
学
前
教
育
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
日
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

「
気
づ
き
の
教
育
」
が
楽
し
み
で
は
な
い
、「
グ
ル
ー
プ
活
動
」
が

不
安
だ
と
の
回
答
が
一
定
の
割
合
で
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
受

講
生
も
い
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
た
う
え
で
、
入
学
後
の
教
育
を

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。	

特集 入学前教育の現状と課題
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は
じ
め
に

　

高
大
接
続
改
革
期
に
お
け
る
「
入
学
前
教
育
」
を
考
え
る
た
め

に
は
、
ま
ず
「
高
大
接
続
改
革
」
を
正
確
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
高
大
接
続
改
革
は
、
現
在
各
高
等
教
育
機
関
で
検
討

が
進
ん
で
い
る
「
入
試
改
革
」
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
学
力
の

３
要
素
を
育
成
す
る
「
高
等
学
校
教
育
」、
学
力
の
３
要
素
を
多
面

的
に
評
価
す
る
「
大
学
入
学
者
選
抜
」、
高
等
学
校
ま
で
に
培
っ
た

力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
社
会
に
送
り
出
す
た
め
の
「
大
学
教

育
」、
こ
れ
ら
を
三
位
一
体
で
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
「
高
大

接
続
改
革
」
で
あ
る
。

　

多
面
的
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
学
力
の
３
要
素
を
、
高
等
学
校

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
よ
っ
て
育
成
し
始
め
て
お
り
、
知
識
の

蓄
積
の
み
な
ら
ず
、
得
ら
れ
た
知
識
を
活
用
す
る
力
の
育
成
に
ま

で
達
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
校
生
が
主
体
的
に
物
事
を
考
え
る

よ
う
な
授
業
や
探
究
学
習
の
工
夫
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
な

ど
、
多
く
の
施
策
を
実
施
し
、
大
学
入
学
者
選
抜
に
備
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
施
策
は
、
ご
く
一
部
の
先
進
的
な
高
等
学
校
だ
け
で

実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
図
表
１
に
示
し
た
高
校
教
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
約
半
数
が
「
主
体
的・

対

話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
」
を
組
織
的
、
あ
る

い
は
多
く
の
先
生
に
よ
っ
て
取
り
組
み
始
め
て
い
る
、
も
し
く
は

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
図
表
２
に
示

し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
約
７
割
が
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
成
果
を
大
学
入
学
者
選
抜
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
て
、
高
等
教
育
機
関
は
、
こ
れ
ら
の
高
等
学
校
の
取
り
組
み
の

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

入
学
前
教
育
の
力
点
は
シ
フ
ト
し
て
い
る

～
入
学
前
教
育
を
充
実
さ
せ
る
観
点
の
整
理
～

及
川 

愛
●
㈱
進
研
ア
ド　

高
大
接
続
教
育
部
部
長

石
田 

あ
す
み
こ
●
㈱
進
研
ア
ド　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部　

662019.1　大学時報



図表１　教育・入試改革への対応に向けた取り組み【現状】
2018年2～3月実施高校教員対象アンケート、ベネッセコーポレーション調べ、n=1,126

図表２　「総合的な学習の時間」における探究学習の実施状況
2018年6月実施「総合的な学習の時間」における探究学習の実態調査。

全国の高校約1,000校へのアンケート。『VIEW21』高校版2018年8月号、ベネッセ教育総合研究所より

0 20 40 60 80 100%

主体的・対話的で深い
学びの視点からの授業改善

■①組織的な取り組み
■②多くの先生の取り組み
■③ごく一部の先生の取り組み
■④未着手
■⑤不明

思考力・判断力・表現力を
育成する授業実践

カリキュラム・マネジメントの
視点による指導計画・単元計画

教科学習以外での
探究的な学習の実践

思考力・判断力・表現力を評価する
ための作問、定期・実力考査での導入
生徒の定性的な情報、多様な活動

履歴の蓄積（ポートフォリオの活用）

かなり重視して
取り組んでいる

重視して
取り組んでいる

あまり
取り組んでいない

取り組んでいる

取り組んでいない

調査書の
活動履歴として

入試問題で問われる
資質・能力の育成として

まだ考えていない

生徒が志望理由書を
書く際の材料として

その他

7割が
探究学習に

取り組んでいる

入試への
成果利用が
多い

探究学習の実施状況（%）

16.6

22.5

35.1

16.6

9.1

20.5

32.8

24.3

17.3

5.1

探究学習の成果利用（%）
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成
果
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
か
ら
年
次
進
行
で
新
学
習
指
導
要
領
が

施
行
さ
れ
、
高
等
学
校
は
、
よ
り
探
究
学
習
や
教
科
横
断
的
な
力

を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
展
開
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

深
さ
や
レ
ベ
ル
は
違
え
ど
、
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
既
に
実
施

さ
れ
て
い
る
教
育
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
高
大
接
続
改
革
」

と
「
２
０
２
２
年
新
学
習
指
導
要
領
施
行
」
と
い
う
二
つ
の
山
を

越
え
た
未
来
に
は
、
高
等
学
校
で
実
施
さ
れ
る
教
育
が
高
等
教
育

機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育
に
近
付
く
の
で
は
な
い
か
と
も
想

像
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
位
一
体
で
行
わ
れ
る
「
高
大
接
続
改
革
」
に

よ
っ
て
高
等
学
校
の
改
革
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
で
は
、
入
学

前
教
育
は
ど
う
か
。

１　
ど
の
よ
う
な「
入
学
前
教
育
」が
適
切
か

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
入
学
前
教
育
を
整
理
す
る
と
、
高
校
生
の

自
宅
学
習
を
基
本
と
し
た
「
通
信
教
育
型
入
学
前
教
育
」
と
、
高

校
生
自
身
が
進
学
予
定
の
大
学・

短
期
大
学
へ
赴
き
授
業
形
式
で

行
わ
れ
る
「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
型
入
学
前
教
育
」
の
２
形
態
に
分
類

で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
２
形
態
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
高

等
教
育
機
関
も
多
い
が
、
今
回
は
「
通
信
教
育
型
入
学
前
教
育
」

に
焦
点
を
当
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
現
在
の
高
校
生
に
適
切
な

の
か
を
考
察
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
入
学
前
教
育
は
、
早
期
入
試
で
入
学
が
決
定
し
た

高
校
生
に
対
し
、
入
学
ま
で
の
「
空
白
期
間
」
を
埋
め
る
施
策
の

一
環
と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、「
通
信
教
育
型
入

学
前
教
育
」
の
主
な
内
容
は
、
高
等
学
校
の
教
科
学
習
を
補
て
ん

す
る
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
や
、
課
題
図
書
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
初
め
に
述
べ
た
通
り
、
現
在
の
高
校
生
の
多
く
は

高
等
学
校
で
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
や
探
究
学
習
を
経
験
し

て
い
る
。
進
路
研
究
で
は
、
低
学
年
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
参
加
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
Ａ
Ｐ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ポ
リ

シ
ー
）
研
究
を
実
施
し
て
い
る
高
等
学
校
も
あ
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
学
修
成
果
を
入
力
し
、
自
ら
の
成
長
が
可
視
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
充
実
感
を
得
る
と
い
う
あ
り
方
も
今
後
の
高
校
生
の

特
徴
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
が
変
化
し
て
い
る
中
、
高
大
接
続
改

革
期
の
教
育
と
し
て
、
現
在
の
高
校
生
に
合
っ
た
入
学
前
教
育
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
再
検
討
し
、
力
点
を
シ
フ
ト
す
る
動

き
も
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
例
は
、
入
学
前
教
育
に
お
け
る
教
科
学
習
の
あ
り
方
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
教
科
学
習
は
、
き
ち
ん
と
取
り
組
め
ば
一
定
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の
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
教

科
の
課
題
を
課
す
意
図
が
彼
ら
に
伝
わ
り
に
く
く
、
主
体
的
に
取

り
組
め
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
高
校
生
が
高
等
学
校

で
経
験
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
や
探
究
学
習
の
要
素
は

入
学
前
教
育
に
取
り
入
れ
に
く
く
、
高
校
生
に
と
っ
て
興
味
が
わ

か
な
い
教
材
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
よ
く
表

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
調
査
結
果
を
図
表
３
に
示
し
た
。
こ
れ
ま

で
重
視
さ
れ
て
き
た
「
学
習
を
継
続
さ
せ
る
」
と
い
う
目
的
に
加

え
て
、
半
数
の
高
等
教
育
機
関
は
、
入
学
前
教
育
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
校
生
の
意
欲
を
高
め
る
施

策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
先
ほ
ど
の
図
表
３

に
あ
る
「
意
欲
」
に
は
二
つ
の

意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
一
つ
目
は
「
学
習
」

に
対
す
る
意
欲
、
二
つ
目
は

「（
入
学
後
に
学
ぶ
）
学
問
」
に

対
す
る
意
欲
で
あ
る
。「
学
習
」

だ
け
で
な
く
、「（
入
学
後
に
学

ぶ
）
学
問
」
に
対
す
る
意
欲
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考

え
る
背
景
に
は
、
昨
今
、
多
く
の
高
等
教
育
機
関
か
ら
「
入
学
後

の
中
途
退
学
が
経
営
に
与
え
る
影
響
」
に
つ
い
て
よ
く
聞
く
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
基
礎
学
力
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
学
問
を
学
ぶ
意

欲
の
低
下
が
中
途
退
学
を
招
い
て
い
る
と
い
う
現
状
に
お
い
て
、

入
学
前
教
育
が
担
う
役
割
は
学
生
支
援
や
大
学
経
営
に
ま
で
及
ん

で
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
章
の
ま
と
め
と
し
て
、
高
大
接
続
改
革
期
に
お
け
る
入
学

前
教
育
の
力
点
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
観
点
を
以
下
の
四
つ
に
整
理	

し
た
。

①	　

高
等
学
校
の
新
し
い
学
習
方
法
と
か
け
離
れ
て
い
な
い
こ
と

②	　

高
等
学
校
の
学
び
と
大
学・

短
期
大
学
の
学
び
の
関
連
性

を
示
し
、
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と

③	　

成
果
物
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を
通
し
て
、
充
実
感
が

得
ら
れ
、
主
体
的
に
取
り
組
め
る
内
容
で
あ
る
こ
と

④	　

入
学
後
に
学
ぶ
学
問
へ
の
興
味
を
醸
成
さ
せ
、
入
学
後
も

意
欲
的
に
学
習
す
る
準
備
と
な
る
内
容
で
あ
る
こ
と

　

ま
た
、
入
学
後
の
学
生
支
援
、
Ｉ
Ｒ
、
教
育
の
質
保
証
な
ど
の

観
点
か
ら
入
学
前
教
育
の
実
施
結
果
が
学
内
で
共
有
さ
れ
、
活
用

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
重
要
な
観
点
で
あ
ろ
う
。

図表３　�入学前教育をより充実したものにするために
　　　　最も重要だと考える課題

文部科学省大学入試室調べ

意欲喚起の施策作成 50%

学力アッププログラム作成 29%

入学前教育のための組織・体制作り 10%

入学前教育に対する教員の意欲 4%

出身高校との連携 3%

経費の確保 3%

特集 入学前教育の現状と課題
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２　
入
学
前
教
育
で
収
集
で
き
る
デ
ー
タ
の
整
理

　

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
学
内
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
対
応
す
る

と
い
う
Ｉ
Ｒ
活
動
を
背
景
に
、
近
年
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い
る

「
入
学
前
教
育
の
実
施
に
お
け
る
デ
ー
タ
収
集
と
活
用
」
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
入
学
前
教
育
に
よ
っ
て
収
集
で
き
る
デ
ー
タ
は
、
大
き

く
分
け
て
３
種
類
あ
る
。

⑴　

課
題
の
提
出
状
況
デ
ー
タ

　

課
題
の
提
出
状
況
か
ら
「
学
習
を
継
続
し
て
い
る
か
」
が
分
か

る
が
、
併
せ
て
、
課
題
の
期
日
内
提
出
状
況
ま
で
収
集
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
す
る
受
講
者
の
意
識
も
把
握

で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
入
学
後
の
出
席
態
度
や
Ｇ
Ｐ
Ａ

（Grade	Point	A
verage

）
と
相
関
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

実
際
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
確
認
で
き
て
い
る
大
学・

短
期
大
学

も
あ
る
。

⑵　

課
題
の
採
点
デ
ー
タ

　

得
点
の
低
い
受
講
者
は
、
基
礎
学
力
不
足
と
学
習
方
法
の
理
解

不
足
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

⑶　

受
講
前
と
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ

　

学
習
状
況
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
進
学
予
定
大
学・

短
期
大

学
に
対
す
る
満
足
度
や
、
興
味
関
心
の
あ
る
分
野
、
高
等
学
校
ま

で
の
学
習
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
休
学

や
中
途
退
学
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
の
回
答
が
空
欄
、
も
し
く
は
消
極
的
な
内
容

の
場
合
、
入
学
後
も
自
学
に
対
す
る
満
足
度
の
低
い
傾
向
が
続
く

こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
入
学
前
に
収
集
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、

学
生
の
状
態
を
早
期
に
把
握
で
き
、
入
学
後
の
学
生
指
導
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３　
入
学
前
教
育
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
活
用

　

次
に
、
入
学
前
教
育
の
実
施
を
通
じ
て
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
具

体
的
な
活
用
例
を
図
表
４
で
示
し
て
い
る
。
図
表
４
は
、
先
に
示

し
た
個
人
の
「
課
題
の
採
点
デ
ー
タ
」
と
「
課
題
の
提
出
状
況
デ
ー

タ
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
お
り
、
上
下
は
「
学
力
」、
左
右
は
「
提
出

期
限
」
を
表
し
て
い
る
。
各
象
限
は
以
下
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。

Ｄ
：	

こ
の
象
限
は
一
番
分
か
り
や
す
い
。
学
習
習
慣
や
基
礎
学
力

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
意
欲
を
高
め
学
習
習
慣
を
身
に
付

け
る
指
導
を
、
入
学
後
す
ぐ
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

Ｃ
：	

Ｄ
の
象
限
に
あ
る
学
生
が
最
優
先
の
指
導
対
象
で
は
あ
る
が
、

702019.1　大学時報



実
は
Ｃ
の
学
生
も
要
注
意
で
あ
る
。
学
力
が
高
い
の
で
つ
い

見
過
ご
し
が
ち
だ
が
、
Ｃ
の
学
生
は
高
等
学
校
ま
で
の
学
習

量
や
努
力
量
で
学
力
を
維
持
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
入
学

後
の
学
生
生
活
や
大
学・

短
期
大
学
で
の
学
び
に
順
応
で
き

な
け
れ
ば
、
Ｄ
に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ｂ
：	

こ
の
学
生
も
、
Ｃ
同
様
に
注
意
が
必
要
と
考
え
る
。
学
習
に

対
す
る
意
欲
は
高
い
が
、
学
力
が
芳
し
く
な
い
状
況
が
続
く

と
意
欲
は
低
下
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
た
め
、
学
習
方

法
を
修
正
す
る
指
導
が
有
効
で
あ
る
。

Ａ
：	

こ
こ
に
該
当
す
る
学
生
は
、
入
学
後
の
適
度
な
褒
め
、
励
ま

し
に
よ
っ
て
学
習
習
慣
や
学
習
意
欲
を
維
持
で
き
る
だ
ろ
う
。

併
せ
て
、
こ
の
象
限
の
学
生
に
対
し
て
は
、
他
学
生
を
牽
引

す
る
人
材
の
育
成
対
象
と
し
て
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加
を
促
す
な
ど
、
積
極
的
な
指
導
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
入
学
前
教
育
の
力
点
は
、
学
生
に
与
え
る
「
教

材
」
の
み
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
学・

短
期
大
学
の
教
職
員
が
活

用
で
き
る
「
デ
ー
タ
の
収
集
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

４　
学
部・

学
科
単
位
か
ら
全
学
的
な
取
り
組
み
へ

　

入
学
前
教
育
を
「
新
入
生
に
対
す
る
自
学
全
体
の
教
育
」
と
捉

え
、
そ
の
目
的
を
全
学
で
定
義
し
、
推
進
す
る
大
学・

短
期
大
学

が
増
え
て
い
る
。
従
来
行
っ
て
い
た
学
部・

学
科
単
位
で
の
検
討

か
ら
、
大
学・

短
期
大
学
全
体
に
よ
る
検
討・

推
進
へ
と
シ
フ
ト

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
三
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
新
入
生
に
対
し
て
、
自
学
の
共
通
教

育
を
提
供
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
図
を
使
っ
て
説
明
し
た
い

（
図
表
５
）。
各
学
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
専
門
知
識
が
あ
る

図表４　指導の必要な学生のあぶり出し
2018年6月進研アド実施高大接続改革研究会より

目的意識の
育成が必要な学生

Ｃ

大至急
個別面談が
必要な学生

Ｄ

安心な学生

課題の得点が高い

課題の得点が低い

Ａ

学習スキルの
育成が必要な学生

Ｂ

課
題
の
提
出
期
限
が
守
れ
る

課
題
の
提
出
期
限
が
守
れ
な
い

特集 入学前教育の現状と課題
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が
、
こ
れ
ら
は
従

来
通
り
、
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
保
証

す
べ
き
力
で
あ

る
。
一
方
、
図
表

５
の
よ
う
に
、
大

学・

短
期
大
学
全

体
で
保
証
す
べ
き

力
も
あ
る
。
例
え

ば
、
思
考
力
と

い
っ
た
汎
用
的
ス

キ
ル
や
、
専
門
的

な
知
識
の
土
台
と

な
る
基
礎
学
力
が

該
当
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
大
学・

短
期
大
学
で
身
に

付
け
る
べ
き
力
を

二
つ
に
分
け
る
な

ら
ば
、
入
学
前
教

育
は
「
大
学・

短

期
大
学
全
体
で
保
証
す
べ
き
力
」
に
該
当
す
る
た
め
、
学
部・

学

科
の
み
で
検
討・

実
施
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
前
述
の
通
り
、
入
学
後
に
学
ぶ
学
問
へ
の
興
味
喚

起
は
必
須
で
あ
る
の
で
「
大
学・

短
期
大
学
全
体
の
共
通
教
育
」

＝
「
共
通
の
教
材
」
と
は
限
ら
な
い
。

　

二
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
教
育
効
果
を
高
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

従
来
、
学
部・

学
科
ご
と
に
教
材
開
発
、
採
点
、
添
削
を
行
う
た

め
、
取
り
組
み
に
差
が
出
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
運
用
組
織

の
一
括
化
に
よ
り
、
知
見
が
集
約
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学
部・

学
科
に
お
い
て
均
質
的
な
教
育
を
実
施
で
き
る
。

　

三
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
第
３
章
で
述
べ
た
デ
ー
タ
の
活
用
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
部・

学
科
、
も
し
く
は
部
局
に
点
在
し
て
い

た
入
学
前
教
育
の
デ
ー
タ
が
全
学
的
に
集
約
さ
れ
る
の
で
、
自
学

の
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
の
分
析
は
容
易
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
さ

に
Ｉ
Ｒ
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
全
学
的
な
教
育
の
質
保
証
に
寄
与

す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
成
功
し
て
い
る
大
学・

短
期
大
学
で

は
、
学
部・

学
科
を
横
断
し
て
意
思
決
定
の
で
き
る
人
が
旗
振
り

役
を
担
い
、
入
学
前
教
育
を
決
定
す
る
た
め
の
学
部
学
科
横
断
型

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
。

図表５　「学位プログラム単位で保証すべき力」と「大学全体で保証すべき力」の関係
『Between』2018年1-2月号

卒論

工学部 ...etc．

専門知識

汎用的スキル
（≒思考力）

知識・技能
（基礎学力）

卒論

理学部

専門知識

汎用的スキル
（≒思考力）

知識・技能
（基礎学力）

卒論

経済学部

学位プログラム

専門知識

汎用的スキル
（≒思考力）

知識・技能
（基礎学力）

卒論

文学部

専門知識

汎用的スキル
（≒思考力）

知識・技能
（基礎学力）

学位プログラム
単位で
保証すべき力

大学全体で
保証すべき力

DP

AP

大
学
の
学
修
成
果
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お
わ
り
に

　

入
学
前
教
育
の
充
実
は
大
学・

短
期
大
学
全
体
で
実
践
す
べ
き

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
で
既
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
学
生
に

と
っ
て
、
さ
ら
に
大
学・

短
期
大
学
の
教
職
員
に
と
っ
て
、
よ
り

よ
い
高
大
接
続
教
育
と
は
何
な
の
か
、
今
後
も
探
究
し
て
い
き
た

い
。	

特集 入学前教育の現状と課題
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平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
４
月
１
日
、
駒
澤

大
学
理
事
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
が
学
生
時
代
の
同
期
生
や
先
輩
、

後
輩
に
流
れ
た
途
端
、「
お
め
で
と
う
！
」
と
い

う
お
祝
い
の
言
葉
と
同
時
に
「
な
ん
で
理
事
長

に
な
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
の
声
を
投
げ

ら
れ
た
。
確
か
に
、
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
私

自
身
で
さ
え
も
予
期
せ
ぬ
出
来
事
で
あ
っ
た
。

本
学
は
私
の
母
校
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
曹
洞

宗
の
寺
院
に
生
ま
れ
た
男
兄
弟
４
人
全
員
の
母

校
で
あ
り
、
さ
ら
に
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺
を

継
ぐ
後
継
者
の
母
校
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
世
の
中
に
お
い
て
も
滅
多
に
な
い
で

あ
ろ
う
。

　

駒
澤
大
学
の
淵
源
を
尋
ね
れ
ば
、
４
２
７
年

前
の
文
禄
元
年
、
関
ヶ
原
の
合
戦
以
前
の
１
５

９
２
年
に
遡
り
、
曹
洞
宗
の
学
林
と
し
て
開
設

さ
れ
た
深
遠
な
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
大
学
で
あ

る
。
そ
の
大
学
の
本
部
棟
に
あ
る
理
事
長
室
の

席
に
座
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
叩
い
て
こ
の
原
稿
を

執
筆
し
て
い
る
が
、
就
任
後
、
半
年
以
上
を
経

過
し
た
今
で
も
「
不
思
議
だ
な
あ
！
」
と
思
う

こ
と
が
あ
る
。
本
学
に
隣
接
す
る
駒
沢
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
公
園
は
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
の

前
回
の
東
京
五
輪
の
時
に
造
営
さ
れ
た
記
念
公

園
で
あ
る
が
、
私
が
卒
業
後
46
年
の
時
の
流
れ

の
中
で
、
公
園
内
の
樹
木
も
随
分
大
き
く
な
っ

た
。
大
学
へ
の
行
き
来
の
た
め
に
公
園
内
を
よ

く
歩
く
が
、
学
生
時
代
、
合
気
道
部
に
所
属
し

て
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
汗
を
流
し
た

こ
の
公
園
内
を
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
歩
く
こ
と

に
な
ろ
う
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
昨

年
の
夏
は
、
こ
と
の
ほ
か
暑
さ
の
厳
し
い
日
が

続
い
た
が
、
歩
き
な
が
ら
「
今
鳴
い
て
い
る
蝉

の
声
は
、
往
時
と
一
緒
な
の
か
な
？
」「
大
学
入

学
か
ら
約
50
年
が
経
つ
が
、
時
の
流
れ
は
早
い

な
！
」
な
ど
と
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。

　

本
学
の
建
学
の
理
念
に
は
、『
仏
教
の
教
義
、

並
び
に
曹
洞
宗
立
宗
の
精
神
に
則
り
学
校
教
育

を
行
う
』
と
あ
る
が
、
中
国
は
唐
の
時
代
の
道

林
禅
師
の
言
葉
で
あ
る
『
諸
悪
莫
作　

衆
善
奉

ず
いそう

大学理事長に就任して
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行　

自
浄
其
意　

是
諸
仏
教
』、
つ
ま
り
「
諸
々

の
悪
い
事
を
な
さ
ず
、
世
の
中
の
為
に
な
る
事

を
行
い
、
自
ら
の
心
を
浄
ら
か
に
す
る
、
こ
れ

が
仏
教
で
あ
る
」
と
い
う
、
こ
の
こ
と
を
学
生

は
行
学
一
如
の
学
校
教
育
の
中
で
修
得
し
て
ほ

し
い
と
願
う
。

　

近
年
の
世
の
中
を
見
る
と
「
自
分
さ
え
よ
け

れ
ば
他
人
は
ど
う
な
っ
て
も
よ
い
」「
自
分
だ
け

が
幸
せ
で
あ
れ
ば
世
の
中
は
ど
う
な
っ
て
も
よ

い
」
と
い
う
風
潮
が
蔓
延
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
反
面
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

利
他
行
に
汗
を
流
す
人
々
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
す

る
と
、
そ
の
姿
に
頭
が
下
が
る
。
前
者
の
よ
う

に
、
権
利
や
金
銭
な
ど
物
欲
に
生
き
る
か
、
後

者
の
よ
う
に
世
の
人
々
の
た
め
に
生
き
る
か
、

そ
れ
を
選
択
す
る
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
自
分
で
あ

り
、
限
り
あ
る
人
生
の
死
を
迎
え
た
と
き
、
充

実
し
た
気
持
ち
で
あ
の
世
に
赴
く
こ
と
が
で
き

る
の
は
後
者
の
生
き
方
を
し
た
人
で
あ
る
。
本

学
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、『
未
来
に
繋
が
る　

自
分
へ
繋
げ
る
』
と
あ
る
。
仏
教
で
は
《
現
在・

過
去・

未
来
》
の
三
世
を
説
く
が
、
現
世
の
み

の
欲
望
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
学
生
に
は
未

来
に
つ
な
が
る
生
涯
を
構
築
し
て
ほ
し
い
と
念

願
す
る
。

　

こ
の
一
文
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
平
成
31
（
２

０
１
９
）
年
１
月
号
で
あ
る
が
、《
外
に
平
に
内

に
成
る
》
と
い
う
願
い
を
込
め
て
命
名
さ
れ
た

「
平
成
」
と
い
う
年
号
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
30
年

間
は
国
内
外
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
争
い
や
悲

惨
な
出
来
事
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
ど
れ
を
見
て

も
、
人
間
の
利
権
や
貪
欲
に
よ
る
も
の
と
思
量

す
る
。
本
年
５
月
に
は
、
30
年
ぶ
り
に
新
し
い

年
号
に
変
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
冀ね

が

わ
く
ば
国

と
国
、
民
族
と
民
族
、
人
と
人
と
が
人
間
と
し

て
こ
の
世
に
生
命
を
享う

け
た
喜
び
を
実
感
し
、

互
い
に
助
け
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
お
よ
び
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
政

を
司
る
人
が
努
力
す
る
よ
う
期
待
し
た
い
。
読

者
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
。

松原 道一●駒澤大学理事長
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大
学
に
お
け
る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
学
生
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
父
母
、
受
験
生
と

保
護
者
、
企
業
や
地
域
な
ど
）
へ
の
情
報
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
上
で
、
大
学

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
と
い
っ
た
情
報
環
境
の
変
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
多
言
語
に
よ
る
発
信
、
大
学
と
法
人
サ
イ
ト
の
連
携

と
い
っ
た
課
題
を
受
け
て
、
各
大
学
に
お
い
て
、
大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
あ
り
方
や
位
置
付
け
の

見
直
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
小
特
集
で
は
、
近
年
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ

の
背
景
や
方
針
、
特
徴
的
な
サ
イ
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
、
多
言
語
展
開
へ
の
対
応
、
今
後
の
展
開
な

ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

小特集

大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取
り
組
み
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タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
情
報
の
切
り
分
け

―
立
教
大
学
公
式
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
―

小
嶋 

顕

●
立
教
大
学
総
長
室
広
報
課

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
伝
え
る
「
献
学
の
理
念
」

橋
本 

明
子

●
国
際
基
督
教
大
学
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ・

オ
フ
ィ
ス
室
長

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

～
大
学
広
報・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
有
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
直
す
～

松
本 

崇

●
神
戸
女
学
院
大
学　

学
長
室　

広
報
担
当

ス
マ
ホ
で
変
わ
る
デ
ザ
イ
ン
、
変
わ
ら
ぬ
役
割

橋
本 
敏
彦

●
㈱
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
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は
じ
め
に

　

本
稿
執
筆
の
時
点
で
、
本
学
で
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。
２
０
１
７
年
３
月
１
日
に
立
教
大
学
公

式
サ
イ
ト
（
以
下
、
公
式
サ
イ
ト
）
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、
２
０
１
７
年
度
に
は
外
国
語
サ
イ
ト
と
学
校
法
人

立
教
学
院
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
２
０
１
８
年
度
に
は
学
部

サ
イ
ト
の
共
通
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
、
希
望
す
る
学
部・
研

究
科
か
ら
順
次
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
度

に
は
小
学
校
と
二
つ
の
中
学
校・

高
等
学
校
の
サ
イ
ト
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
広
報
課
が
適
宜
関
係
部
局
と
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

公
式
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
学
内
で
発
足

し
た
の
は
、
２
０
１
５
年
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末
の
普
及

に
よ
る
閲
覧
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
と
い
う
要
因
が
も
っ
と
も
大

き
か
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
手
が
け
て
み
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
結
果
的
に
情
報
構
造
や
サ
イ
ト
の
あ
り
方
、

更
新
体
制
な
ど
の
根
本
的
な
部
分
か
ら
再
構
築
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
公
開
し
た
の
は
２
０
１
７
年
３
月
１
日
で
あ
っ
た
た
め
、
１

年
半
ほ
ど
の
期
間
を
か
け
た
こ
と
と
な
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要

を
ご
紹
介
し
た
い
。

１　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
コ
ン
セ
プ
ト

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
準
備
段
階
と
し
て
半
年
近
い
時

間
を
か
け
て
コ
ン
セ
プ
ト
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。
サ
イ
ト
分
析

な
ど
の
リ
サ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
入
試
や
キ
ャ
リ
ア
、
就
職
な
ど

い
く
つ
か
の
部
門
の
職
員
と
共
に
行
っ
た
複
数
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

小
特
集

大
学
W
e
b
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取
り
組
み

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
情
報
の
切
り
分
け�

─
立
教
大
学
公
式
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

─

小
嶋 

顕
●
立
教
大
学
総
長
室
広
報
課
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プ
な
ど
を
通
じ
て
、
サ
イ
ト
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
大
学
サ
イ
ト
と
し

て
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ン
セ
プ
ト

を
「『
大
学
を
選
択
す
る
』
と
い
う
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
る
」
こ

と
と
定
め
、
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
「
受
験
生
を
中
心
と
し
た
学
外

者
」
と
設
定
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
基
に
し
て
要
件
定
義
や
情

報
設
計
を
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
情

報
構
造
の
見
直
し
で
あ
っ
た
。
当
時
の
公
式
サ
イ
ト
は
部
署
ご
と

の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
更
新
す
る
と
い
う
体

制
で
あ
っ
た
が
、
サ
イ
ト
全
体
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
い
く
つ
か
の

改
善
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
似
た
よ
う
な
情
報
が
点
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

卒
業
生
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
例
に
取
る
と
、
広
報
課
や
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
複
数
の
部
局
が
独
自
に
卒
業
生
を
取
材
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
。
ま
た
海
外
留
学
の
情
報

も
、
複
数
の
部
局
が
独
自
に
情
報
発
信
し
て
い
た
。
主
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
あ
る
受
験
生
か
ら
す
れ
ば
、
関
連
性
の
強
い
情
報
は
同
じ
場

所
に
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
こ
と
は
明
ら

か
だ
っ
た
。

　

第
二
に
、
教
職
員
、
在
学
生
、
受
験
生
、
保
護
者
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
情
報
が
混
在
し
て
載
っ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
当
時
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ニ
ュ
ー
ス
一
覧
に
は
、
卒

業
ア
ル
バ
ム
撮
影
日
時
の
リ
マ
イ
ン
ド
や
健
康
診
断
の
案
内
な
ど
、

学
外
者
に
は
興
味
が
無
い
よ
う
な
学
内
向
け
の
お
知
ら
せ
が
他
の

ニ
ュ
ー
ス
に
混
じ
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
各
部
局
の
ペ
ー

ジ
を
見
て
も
、
在
学
生
が
事
務
室
に
提
出
す
る
申
請
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

や
申
請
上
の
諸
注
意
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
が
散
見
さ

れ
、
奨
学
金
に
し
て
も
海
外
留
学
に
し
て
も
、
ま
ず
概
要
を
知
ろ

う
と
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
も
必
要
な
情
報
に
た
ど
り
着
き
に

く
い
状
況
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
っ
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
閲

覧
へ
の
最
適
化
（
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
）
や
現
代
的
な
デ
ザ

イ
ン
の
導
入
だ
け
で
な
く
、
前
記
の
よ
う
な
サ
イ
ト
の
構
造
上
の

問
題
も
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

２　
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
概
要

　

前
述
の
よ
う
に
、
全
ペ
ー
ジ
に
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
し
、
モ
バ
イ
ル
端
末
に
お
け
る
見
や
す
さ
を
優
先
し
た
デ
ザ
イ

ン
と
し
た
。
２
０
１
１
年
に
17
％
だ
っ
た
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
は
、
２
０
１
６
年
に
は
69
％
と
急
増
し
て
い
た
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
２
０
１
７
年
に
は
71
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
式
サ
イ
ト
を
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
と
位
置
付
け
、
以
下
の
よ

小特集●大学 Web サイトリニューアルの取り組み
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う
に
情
報
を
再
構
築
し
た
。

①	　
「
大
学
を
選
択
す
る
」
と
い
う
体
験
の
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
受
験
生
専
用
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
。

②	　

特
集
や
取
材
系
の
記
事
は
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
一
箇
所
に
集
約

し
、
卒
業
生
情
報
や
国
際
化
の
取
り
組
み
な
ど
の
関
連
情
報
を

一
本
化
。

③	　

原
則
と
し
て
学
外
向
け
の
情
報
の
み
掲
載
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
必
要
な
情
報
に
早
く
到
達
で
き
る
よ
う
設
計
。

　

さ
ら
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
学
内
者
向
け

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
」
を
学
内
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
と
し
て
活
用
す
べ
く
、
公
式
サ
イ
ト
と
並
行
し
て
、
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
主
導
の
も
と
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
公
式
サ
イ
ト
に
載
っ
て
い
た
学
内
向
け
の

お
知
ら
せ
や
申
請
書
を
切
り
分
け
て
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
に
移
行
し
、

公
式
サ
イ
ト
と
の
明
確
な
住
み
分
け
を
図
っ
た
。

３　
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
効
果

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
後
の
１
年
間
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
変

化
が
あ
っ
た
。

　

公
式
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
（
以
下
、
Ｐ
Ｖ
）
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
前
に
比
べ
て
約
12
％
減
少
し
た
。
こ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う

図表１　リニューアル後のWebサイトを通じた情報発信の枠組みについて

大学WebサイトとSPIRITをそれぞれPRサイトと学内者向けサイトと明確に位置付ける。

リニューアル前

大学Webサイト
（www.rikkyo.ac.jp）

SPIRIT（spirit.rikkyo.ac.jp）

リニューアル後（2017年3月1日以降）

大学Webサイト
→対外的なPRサイトとして明確化

対外的な広報内容
（広報室で更新）

新SPIRIT
→学内者向け情報を集約

各部局のページ

各部局からのお知らせ

対外的な広報内容
（各自または広報室で更新）

各部局のページ
（ソフトを用いて各自で更新）

各部局からのお知らせ
（Web上で各自で更新）

一部の部局のページ
（メディアセンターで更新）

一部の部局からのお知らせ
（Web上で各自で更新）
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に
し
て
学
内
者
向
け
サ
イ
ト
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
の
ア
ク
セ
ス
が
11
％

増
え
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
学
内
者
向
け
の
情
報
を
ほ

ぼ
全
て
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
に
移
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
が
Ｓ
Ｐ

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
、
こ
ち
ら
の
意
図
通
り

の
変
動
が
起
き
た
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
公
式
サ
イ
ト
の
平
均
セ
ッ
シ
ョ
ン
時
間
（
１
回
の
サ
イ

ト
訪
問
に
お
け
る
滞
在
時
間
の
平
均
）
は
22
％
長
く
な
り
、
直
帰

率
は
10
％
下
が
っ
た
。
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
受
験
生
に
と
っ

て
基
本
情
報
で
あ
る
学
部・

研
究
科
ペ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｖ
が
30
％
増
加

し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
っ
て
回
遊

性
が
高
ま
っ
た
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

最
も
大
き
な
効
果
が
見
ら
れ
た
の
は
資
料
請
求
で
あ
る
。
資
料

請
求
ペ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｖ
は
69
％
も
増
加
し
、
資
料
請
求
数
自
体
も
66
％

伸
び
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
公
式
サ
イ
ト
で
も
資
料
請
求
ペ
ー

ジ
へ
の
リ
ン
ク
は
ヘ
ッ
ダ
ー
に
あ
り
、
ど
の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
１
ク

図表２

基本情報である学部・研究科ページの
アクセス数が増加

資料請求ページのアクセス数と
資料請求数が大幅に増加

2016

2016 2017
資料請求ページPV

+29.8%

+69.3% +65.9%

2017

1,600,171

2,076,993

2016 2017
資料請求数

42,757 1,999

72,400 3,317

立教大学公式サイト

小特集●大学 Web サイトリニューアルの取り組み
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リ
ッ
ク
で
行
け
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
想
定
以
上
の
伸
び
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
を
総
合
す
る
と
、
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

受
験
生
の
満
足
度
は
高
く
な
っ
た
と
判
断
で
き
、
コ
ン
セ
プ
ト
の

「『
大
学
を
選
択
す
る
』
と
い
う
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
る
」
に
合

致
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

４　
学
校
法
人
サ
イ
ト
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

　

最
後
に
、学
校
法
人
立
教
学
院
の
サ
イ
ト（
以
下
、学
院
サ
イ
ト
）

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ご
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

以
前
の
学
院
サ
イ
ト
も
い
く
つ
か
の
改
善
点
を
抱
え
て
い
た
が
、

そ
の
最
た
る
も
の
は
、
学
院
サ
イ
ト
が
何
を
発
信
す
る
媒
体
な
の

か
と
い
う
位
置
付
け
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
学
校
法
人
立
教

学
院
は
小
学
校
と
二
つ
の
中
学
校・

高
等
学
校
、
お
よ
び
大
学
を

設
置
し
て
い
る
が
、
当
時
の
学
院
サ
イ
ト
は
各
学
校
で
発
信
し
て

い
る
内
容
を
形
を
変
え
て
掲
載
し
て
い
る
と
い
う
二
重
構
造
に
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
強
弱
無
く
並
列
的
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
学
院
サ
イ
ト
が
最
も
伝
え
た
い
こ
と
が
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
た
。
学
院
サ
イ
ト

も
単
に
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
情
報
構
造
の
再
構

築
を
も
必
要
と
し
て
い
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
ア
ク
セ
ス
解
析
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
学
院
サ
イ
ト

を
「
立
教
学
院
の
根
底
に
流
れ
る
『
一
貫
連
携
教
育
の
魅
力
』
と
、

学
校
法
人
と
し
て
の
説
明
責
任
に
基
づ
く
『
情
報
公
開
』
の
二
つ

を
重
点
的
に
情
報
発
信
す
る
サ
イ
ト
」
と
再
定
義
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
次
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
た
。

①	　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
一
貫
連
携
教
育
の
魅
力
」
と
「
情
報

公
開
」
に
容
易
に
た
ど
り
着
き
や
す
い
よ
う
に
導
線
を
設
け
た
。 学校法人立教学院公式サイト
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②	　

学
校
紹
介
や
従
来
型
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
各
校
サ
イ
ト
と
重

複
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
情
報
や
機
能
は
思
い
切
っ
て
サ
イ
ト

か
ら
省
い
た
。

③	　

主
に
一
貫
連
携
教
育
に
関
す
る
特
集
や
取
材
記
事
を
載
せ
る

「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ　

Ｕ
Ｐ
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
新
た
に
設
け
た
。

　

公
開
後
、
約
10
カ
月
の
期
間
の
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
前
後
の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
比
較
す
る
と
、
学
院
サ
イ
ト
に
載
っ

て
い
た
学
内
者
向
け
情
報
を
全
て
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
に
移
行
し
た
り

コ
ン
テ
ン
ツ
を
絞
り
込
ん
だ
り
し
た
た
め
、
全
体
の
Ｐ
Ｖ
は
前
年

に
比
べ
て
３
割
強
減
少
し
た
。
一
方
で
、
一
貫
連
携
教
育
や
情
報

公
開
と
い
う
学
院
サ
イ
ト
が
強
く
出
し
た
い
二
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
Ｐ
Ｖ
に
限
っ
て
比
較
す
る
と
、
約
29
％
増
加
し
た
。
掲
載
情
報

に
優
先
順
位
を
つ
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
に
よ
り
、
立
教

学
院
な
ら
で
は
の
一
貫
連
携
教
育
の
魅
力
を
よ
り
効
果
的
に
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

紙
幅
の
都
合
で
ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
当
た
っ
て
は
更
新
作
業
を
分
散
型
か
ら
集
中
型
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
こ
れ
を
機
に
Ｗ
ｅ
ｂ
周
り
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
も
含
め

て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
た
。
一
口
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
い
っ
て
も
、
デ
ザ
イ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
単
純

な
サ
イ
ト
移
行
の
み
で
済
ま
せ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
今
回
の
よ
う

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
再
設
定
や
情
報
構
造
の
再
構
築
、
お
よ
び
そ
れ

に
伴
う
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
変
更
な
ど
、
な
か
ば
新
規
の
サ
イ
ト
を

作
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
本
学
の
場
合
は
後
者
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
難
度
や
複
雑
さ
は
当
初
の
想
定
よ
り
も
か
な
り
高
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
資
料
請
求
数
な
ど
目
に
見
え
る
形
で
良
い
結
果

が
出
た
た
め
に
、
担
当
者
と
し
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る
。	
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Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
広
報
の
歴
史
は
、
日
英
両
語
に
よ
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
の
広
報
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０
０
年
頃

に
運
用
を
始
め
た
大
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
は
、リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
を
深
く
理
解
す
る
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
、
そ
れ
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

最
新
の
も
の
に
す
る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
２
０
０
８
年
度
に
本
学
は
、
世
界
で
は
一
般
的
だ
が

国
内
で
は
先
駆
け
と
な
る
「
メ
ジ
ャ
ー
（
専
修
分
野
）
制
」
を
導

入
し
た
た
め
、
こ
の
広
報
に
注
力
し
た
し
、
技
術
面
で
は
Ｃ
Ｍ
Ｓ

を
積
極
的
に
導
入
し
、
小
規
模
で
柔
軟
な
組
織
に
適
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
実
現
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
４
回
目
と
な
る
が
、
２
０
１
３
～
２

０
１
７
年
度
を
前・

後
期
に
分
け
て
実
施
し
た
。
前
期
（
２
０
１

３
年
度
）
で
は
、
毎
年
行
う
高
校
生
と
本
学
新
入
生
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
結
果
を
踏
ま
え
て
、
①
曖
昧
だ
っ
た
対
象
の
絞
り
込
み 

②
急
増

し
た
情
報
の
見
せ
方
の
工
夫 

③
「
３
ク
リ
ッ
ク
で
目
標
の
情
報
に

到
達
」
を
目
指
し
て
構
造
を
改
善
し
た
結
果
、
ア
ク
セ
ス
数
は
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
前
と
比
べ
て
60
％
増
と
な
っ
た
。

　

続
く
後
期
（
２
０
１
７
年
度
）
は
当
初
、
デ
ザ
イ
ン
や
技
術
を

改
善
し
て
終
え
る
予
定
で
あ
っ
た
。
広
報
職
員
の
一
人
は
、
職
員

教
育
制
度
を
利
用
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
の
基
礎
を
学
び
、
開
始
に
備

え
て
い
た
。

　

そ
の
職
員
が
２
０
１
６
年
夏
、
広
報
職
員
の
た
め
の
研
修
で
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
分
科
会
に
参
加
し
た
帰
り
道
、
私
に
向
か
っ
て
熱

心
に
話
し
始
め
た
。「
デ
ザ
イ
ン
も
技
術
も
重
要
だ
が
、
そ
れ
に
も

ま
し
て
、
本
学
が
な
ぜ
今
こ
の
社
会
に
存
在
し
て
い
る
の
か
を
訴

え
な
け
れ
ば
」
と
。
確
か
に
、
当
時
の
本
学
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、

献
学
の
理
念
や
沿
革
を
語
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
乏
し
か
っ
た
。

　

本
学
は
、
戦
後
間
も
な
い
１
９
５
３
年
、
基
督
教
の
精
神
に
基

づ
き
、『
国
際
的
社
会
人
と
し
て
の
教
養
を
持
っ
て
、
神
と
人
と
に

小
特
集

大
学
W
e
b
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取
り
組
み

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
伝
え
る
「
献
学
の
理
念
」

橋
本 

明
子
●
国
際
基
督
教
大
学
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ・

オ
フ
ィ
ス
室
長
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奉
仕
す
る
有
為
の
人
材
を
養
成
し
、
恒
久
平
和
の
確
立
に
資
す
る

こ
と
』
を
目
的
に
、
日
米
の
一
般
市
民
の
ご
寄
付
に
よ
り
生
ま
れ

た
。「
学
問
へ
の
使
命
」「
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
使
命
」「
国
際
性
へ
の

使
命
」
を
実
現
す
る
た
め
、
教
育・

研
究
の
骨
子
か
ら
キ
ャ
ン
パ

ス
の
隅
々
に
至
る
ま
で
独
自
の
工
夫
を
こ
ら
し
、
今
日
ま
で
貫
い

て
き
た
。
こ
れ
を
、
特
に
受
験
生
や
高
校
生
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
こ
そ
、
社
会
に
お
け
る
本
学
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
す

る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ

―
。

　

そ
の
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
種
々
検
討
す
る
中
で
、
デ
ザ
イ
ン

や
広
告
の
業
界
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
卒
業
生
、
福
田
敏
也
氏
が
参
画
を
申
し
出
て
く
だ
さ
り
、
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
中
心
に
位
置
す
る

新
コ
ン
テ
ン
ツ「W

H
Y
	ICU

	...	?

」

が
誕
生
し
た
。
学
内
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
意
見
交
換
を
重
ね
、
本

学
の
独
自
性
を
語
る
た
め
の
質
問

文
を
75
問
、
作
成
し
た
。

　

例
え
ば
「
な
ぜ
、
全
員
が
入
学

時
に
世
界
人
権
宣
言
の
原
則
に
立

ち
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
を
誓
う

の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
は
、
初

代
学
長
湯
浅
八
郎
ら
本
学
関
係
者
が
、献
学
の
４
年
半
前
、１
９
４

８
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
世
界
人
権
宣
言
に
感
銘
を
受
け
、

「
日
本
を
世
界
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
国
に
革
新
し
、
人
類
平
和
の

た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
際
的
社
会
人
の
育
成
」
を
使

命
に
掲
げ
た
と
い
う
事
実
が
平
易
な
言
葉
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
な
ぜ
？
」
に
対
す
る
回
答
文
は
、
外
国
籍
教
員
を
含
む

ベ
テ
ラ
ン
の
歴
史
学
教
員
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
事
業
を
率
い

る
教
員
、
歴
史
資
料
室
の
司
書
ら
の
支
援
を
得
て
作
成
し
た
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
閲
覧
を
最
優
先
し
た
デ
ザ
イ
ン
を

採
用
し
、
さ
ら
に
全
て
の
図
や
チ
ャ
ー
ト
を
広
報
職
員
が
作
り
直

し
た
。

　

新
し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
２
０
１
８
年
４
月
に
公
開
さ
れ
、『
大

学
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
２
０
１
８
―
２
０
１

９
』
の
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
７
位
に
入
賞
し
た
。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
通
し
て
、
私
ど
も
広
報
職
員
が
理
解
し
た
の
は
、
本
学
広

報
の
使
命
で
あ
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は
、
よ
く
生
き
る
た

め
の
学
び
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
本
学
広
報
の
使
命
は
、「
よ
く
生

き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
、
そ
の
た
め
の
学
び
や
研
究
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
、
ひ
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
は
何
者
か
」
に
つ
い
て
、

学
生
、
教
職
員
ほ
か
関
係
す
る
全
て
の
方
々
と
共
に
思
考
を
続
け

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。	

小特集●大学 Web サイトリニューアルの取り組み

85 大学時報　2019.1



は
じ
め
に

　

本
学
で
は
、
２
０
１
７
年
11
月
29
日
㈬
に
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
以
下
、
本
学
Ｈ
Ｐ
）
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
決
め
た
要
因
と
し
て
は
、
前
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
数

年
が
経
過
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
）
の
普

及
な
ど
、
世
の
中
の
変
化
に
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
加

え
、
本
学
Ｈ
Ｐ
に
お
け
る
情
報
発
信
力
を
強
化
し
、
大
学
広
報・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
有
力
な
ツ
ー
ル
と
す
る
こ
と
の
２
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

１　
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
は
、
ま
ず
Ｓ
Ｐ
へ
の
対
応
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
履
歴
を
見
て
い
る
と
、
閲
覧
者
の
多
数
は

Ｓ
Ｐ
か
ら
本
学
Ｈ
Ｐ
に
来
訪
し
て
お
り
、
こ
こ
へ
の
対
応
が
第
一

で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
対
応
で
実
装
を
行
っ
た
。

デ
ザ
イ
ン
面
で
は
、
本
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
を
随
所
に
取
り
入

れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
学
ら
し
さ
を
打
ち
出

す
と
と
も
に
、
落
ち
着
い
た
ト
ー
ン
で
統
一
感
を
持
た
せ
た
。

　

そ
の
他
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
上
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

小
特
集

大
学
W
e
b
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取
り
組
み

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

～
大
学
広
報・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
有
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
直
す
～

松
本 

崇
●
神
戸
女
学
院
大
学　

学
長
室　

広
報
担
当
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①　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル

　

閲
覧
者
が
ま
ず
見
る
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
メ
イ

ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
重
要
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
学
内
の
建
物
を
据
え

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
は
敢
え
て
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
抑
え
、
本

学
の
学
び
が
分
か
る
も
の
を
配
置
す
る
こ
と
に

し
た
。
ま
た
、
画
像
で
は
な
く
、
動
き
を
表
現

す
る
た
め
に
動
画
で
構
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、
３
学
部
５
学
科
の
学
び
を
表
現

す
る
動
画
を
撮
影・

編
集
し
、
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ

ア
ル
と
し
た
。
な
お
、
建
物
は
正
面
か
ら
撮
影

す
る
の
で
は
な
く
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
上
空

か
ら
撮
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
の
学
び
の
環

境
を
立
体
的
に
表
現
し
た
。
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②�　

新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
「Stories

」
　

こ
れ
ま
で
、
本
学
に
対

し
て
は
「
お
嬢
様
大
学
」

と
の
印
象
を
持
た
れ
、
敬

遠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
卒
業
生
の
活
躍
を
見

る
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
大

き
く
変
わ
る
。
本
学
で
は

多
く
の
卒
業
生
が
社
会
の

多
方
面
で
活
躍
し
て
お
り
、

こ
れ
を
発
信
す
る
こ
と
は

広
報
戦
略
の
大
き
な
柱
に

な
る
。
そ
う
し
た
背
景
が

あ
っ
て
、
卒
業
生
の
活
躍

ぶ
り
を
発
信
す
る
新
た
な

コ
ン
テ
ン
ツ
「Stories
」

を
制
作
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
段
階
で
は
12
名
の

卒
業
生
に
登
場
し
て
も
ら

い
、
12
本
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
公
開
し
た
。

③�　
「
数
字
で
見
る
神
戸
女
学
院
」

　

本
学
の
強
み
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
は
学
生
や

教
員
の
声
な
ど
定
性
的
な

発
信
が
多
か
っ
た
が
、
エ

ビ
デ
ン
ス
（
例
え
ば
数
量

デ
ー
タ
）
を
基
に
定
量
的

な
情
報
を
発
信
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ

で
、「
数
字
で
見
る
神
戸
女

学
院
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン

ツ
を
制
作
し
、
本
学
の
強

み
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
通

し
て
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
た
。
具
体
的
に

は
、
英
語
教
育
や
情
報
化

投
資
、
就
職
先
な
ど
の

デ
ー
タ
を
揃
え
た
。
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④　

学
科
紹
介
ペ
ー
ジ

　

学
び
の
発
信
に
お
い
て
は
、
ま
ず
３
学
部
５
学
科
の
特
長
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

各
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ

ジ
ナ
ル
サ
イ
ト
を
持
っ
て

い
て
、
学
科
の
学
び
を
詳

し
く
説
明
し
て
い
る
の
で
、

少
し
興
味
を
持
っ
た
だ
け

の
閲
覧
者
に
は
見
る
こ
と

が
負
担
に
な
る
場
合
も
あ

り
得
る
。
少
し
の
興
味
か

ら
、
よ
り
深
い
関
心
へ
と

閲
覧
者
を
導
く
た
め
に
、

各
学
科
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
イ

ト
へ
の
入
口
と
な
る
学
科

紹
介
ペ
ー
ジ
を
制
作
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
学
科

の
学
び
の
ポ
イ
ン
ト
を
シ

ン
プ
ル
に
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
画
像
を
多
く
配
置
し
た
。

⑤　

全
ペ
ー
ジ
へ
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
導
入

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
全
ペ
ー
ジ
に
Ｃ
Ｍ

Ｓ
（
コ
ン
テ
ン
ツ・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・

シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
す
る

こ
と
を
業
者
向
け
の
要
求
仕
様
書
に
記
載
し
、
実
装
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
各
ペ
ー
ジ
を
修
正
す
る
に
は
、
そ
の
つ
ど
業
者
に
依
頼
し

て
作
業
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
時
間
と
費
用
が
発
生
し
て
い

た
。
そ
れ
を
広
報
担
当
者
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
間
と
費
用
の
節
約
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
で
臨
機

応
変
、
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
ペ
ー
ジ
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

今
回
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
こ
と
で
、
ま
ず
は
広

報
と
し
て
の
情
報
発
信
の
基
盤
は
で
き
た
。
今
後
は
コ
ン
テ
ン
ツ

の
継
続
的
な
更
新
や
追
加
を
行
い
、
さ
ら
に
充
実
し
た
本
学
Ｈ
Ｐ

を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
は

大
き
な
進
歩
が
あ
っ
た
が
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
と
い
う
面

で
は
ま
だ
課
題
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
改
修
し
な
が
ら
課
題
を
克
服

し
て
い
き
た
い
。	
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は
じ
め
に

　

大
学
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
端
末
は
、
Ｐ
Ｃ
か
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｃ
と
ス
マ
ホ
の
ア
ク
セ
ス
比
率
を
い
く
つ
か
の
大
学
に
尋
ね

て
み
る
と
、
す
で
に
50
～
70
％
が
ス
マ
ホ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
で
あ

る
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
明
治
学
院
大
学
の
サ
イ
ト
は
、

２
０
１
６
年
度
上
期
（
４
～
９
月
）
に
55
％
だ
っ
た
ス
マ
ホ
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
比
率
が
、
２
０
１
８
年
度
上
期
に
は
62
％
に
上
が
っ

た
と
い
う
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
ベ
ー
ス
、
以
下
同
じ
）。
広
島
女
学
院

大
学
の
サ
イ
ト
は
、
す
で
に
65
％
が
ス
マ
ホ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
だ

そ
う
だ
（
２
０
１
８
年
４
～
10
月
）。

１　
95
％
の
大
学
が
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
を
作
る
時
代

　

弊
社
は
以
前
か
ら
こ
う
し
た
動
き
に
注
目
し
て
お
り
、
２
０
１

２
年
に
大
学
の
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
に
関
す
る
調
査
を
始
め
、
２
０

１
５
年
か
ら
は
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
を
本
格
的
に
評
価
す
る
調
査
報

告
書
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
ま
さ
に
大
学
が
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
開
設
の
た
め
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
た
時

期
だ
っ
た
。
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
る
大
学
の
割
合
は
、

２
０
１
２
年
に
は
17
％
だ
っ
た
が
、
２
０
１
４
年
に
は
50
％
、
２

０
１
６
年
に
は
84
％
と
増
え
て
、
２
０
１
８
年
に
は
95
％
に
達
し

た
（
図
表
１
）。
今
や
大
学
は
、
Ｐ
Ｃ
と
ス
マ
ホ
の
両
方
を
意
識
し

て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
作
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

Ｐ
Ｃ
と
比
べ
て
画
面
サ
イ
ズ
も
操
作
方
法
も
異
な
る
端
末
向
け

に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
作
る
作
業
は
、
多
く
の
担
当
者
に
と
っ
て
初

め
て
の
作
業
で
は
あ
っ
た
が
、
一
方
で
若
者
に
大
学
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ネ
ル
で
も
あ
っ
た
。
大
学
の
サ
イ
ト
を
ス
マ

ホ
で
見
る
人
は
、
ス
マ
ホ
を
使
う
機
会
が
多
い
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
や

20
代
が
多
い
。
つ
ま
り
、
受
験
生
候
補
者
や
在
学
生
た
ち
だ
。
彼

小
特
集

大
学
W
e
b
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取
り
組
み

ス
マ
ホ
で
変
わ
る
デ
ザ
イ
ン
、
変
わ
ら
ぬ
役
割

橋
本 

敏
彦
●
㈱
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
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ら
彼
女
ら
に
好
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
を
提
供

で
き
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
大
学
の
情
報
に
触
れ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
大
学
へ
の
憧
れ
や
愛
着
が
大
き
く
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
好
機
な
の
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
各
大
学
は
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
の
開
設
を
急
ぎ
、
さ
ら
に
良
い
も

の
に
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
を
し
て
い
る
。　

で
は
、
好
感
を
持
た

れ
る
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
ろ
う
か
。
急
い
で
開

設
し
た
ス
マ
ホ・

サ
イ

ト
は
好
感
を
持
た
れ
る

サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
Ｐ
Ｃ
サ

イ
ト
と
は
異
な
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
作
る
べ
き
な

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で

あ
る
と
し
た
ら
ど
う
変

え
る
べ
き
な
の
か
。

　

こ
の
記
事
で
は
長
く

大
学
サ
イ
ト
を
診
断
し

て
き
た
経
験
か
ら
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
前
半
で
は
客
観
的

な
デ
ー
タ
を
示
し
、
後
半
で
は
主
観
を
交
え
て
述
べ
て
み
た
い
。

２　
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
に
は
ス
ト
レ
ス
が
い
っ
ぱ
い

　

好
感
を
持
た
れ
る
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
は
、
内
容
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
前
提
と
し
て
「
見
や
す
く
」「
操
作
感
が
よ
く
」「
探
し
や
す

く
」「
知
り
た
い
情
報
が
あ
る
」
サ
イ
ト
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を

す
れ
ば
「
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
サ
イ
ト
」
だ
。

　

数
年
前
は
、
大
学
に
限
ら
ず
、
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
を
見
る
の
は

大
き
な
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
。
作
り
手
も
受
け
手
も
ス
マ
ホ・

サ
イ

ト
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
今
や
受
け
手
は
慣
れ
て
き
た
が
、

受
け
手
の
ス
ト
レ
ス
に
相
変
わ
ら
ず
気
付
い
て
い
な
い
サ
イ
ト
の

作
り
手
は
い
る
。
大
学
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
に
は
そ
う
し
た
サ
イ
ト

が
多
い
。

　

ス
ト
レ
ス
の
要
因
は
い
く
つ
も
あ
る
。
ま
ず
は
文
字
の
大
き
さ
。

ど
の
く
ら
い
の
文
字
サ
イ
ズ
が
見
や
す
い
の
か
。
ス
マ
ホ
の
Ｏ
Ｓ

を
提
供
し
て
い
る
米
国
の
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
の
提
案
を
見
て

み
よ
う
。

　

両
社
は
ア
プ
リ
開
発
者
向
け
に
デ
ザ
イ
ン
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
米
グ
ー
グ
ル
は
、
16
Ｃ
Ｓ
Ｓ

ピ
ク
セ
ル
を
標
準
と
し
て
、
大
き
な
サ
イ
ズ
（
20
Ｃ
Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ

図表１　スマホ・サイトを運用する大学はこの数年で急激に増えた
※弊社調べ：対象は学部学生数上位校を中心とした国公私立大学約200校

2012年

スマホ・サイト
あり
17%

スマホ・サイト
なし
5%

スマホ・サイト
なし
83%

スマホ・サイト
あり
95%

2018年
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ル
）
と
小
さ
な
サ
イ
ズ
（
12
Ｃ
Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ
ル
）
を
用
意
す
る
推

奨
例
を
示
し
て
い
た
。
米
ア
ッ
プ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
細
か

な
指
定
は
な
い
が
、
ユ
ー
ザ
ー
が
「
極
小
」
を
選
択
し
て
も
11
Ｃ

Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ
ル
未
満
に
は
し
な
い
よ
う
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
Ｃ
Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ
ル
と
は
、
ア
プ
リ
側
が
指
定
す
る
ス
マ

ホ
画
面
上
の
サ
イ
ズ
指
定
単
位
だ
。
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
、
普
段
、

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
印
刷
で
な
じ
み
の
あ
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
ポ
イ
ン
ト
で
表
現
し

て
み
よ
う
。
例
え
ば
日
本
で
最
も
普
及
し
て
い
る
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

６
／
６
ｓ
／
７
／
８
の
画
面
で
12
Ｃ
Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ
ル
の
文
字
は
５・

３
ポ
イ
ン
ト
、
16
Ｃ
Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ
ル
は
７・

０
ポ
イ
ン
ト
、
20
Ｃ

Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ
ル
は
８・

８
ポ
イ
ン
ト
の
大
き
さ
で
表
示
さ
れ
る
。

　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
を
使
っ
て
い
る
人
な
ら
分
か
る
と
思
う
が
、
こ
れ
は

か
な
り
小
さ
い
。
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
選
択
で
き
る
最
小
サ
イ
ズ
は
８
ポ

イ
ン
ト
で
、
そ
れ
よ
り
小
さ
く
し
た
い
場
合
は
わ
ざ
わ
ざ
数
字
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
不
動
産
業
界
で
は
チ
ラ
シ
広
告
で
重
要
な

文
字
情
報
が
小
さ
く
印
刷
さ
れ
る
こ
と
が
問
題
に
な
り
、
業
界
が

自
主
規
制
ル
ー
ル
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
７
ポ
イ
ン
ト
以

上
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
日
常
よ
く
目
に
す
る
紙
に
印
刷
さ
れ

た
文
字
と
比
べ
る
と
、
ス
マ
ホ
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
文
字
の
小
さ

さ
が
実
感
で
き
よ
う
（
図
表
２
）。

　

た
だ
し
、
ス
マ
ホ
は
紙
に
比
べ
て
表
示
デ
バ
イ
ス
の
解
像
度
が

高
く
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
な
ど
の
お
か
げ
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
高
い
。

イ
ン
ク
が
に
じ
む
可
能
性
の
あ
る
紙
に
比
べ
て
、
文
字
が
く
っ
き

り
と
見
え
る
の
だ
。
こ
の
た
め
、
文
字
サ
イ
ズ
の
下
限
が
少
し
小

さ
く
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
弊
社
の
調
査
で
は
「
重
要

な
情
報
は
す
べ
て
12
Ｃ
Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ
ル
以
上
の
文
字
で
あ
る
こ
と
」

を
基
準
と
し
て
い
る
。
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
６
／
６
ｓ
／
７
／
８
で
は

５・

３
ポ
イ
ン
ト
以
上
に
当
た
る
。
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
サ

イ
ト
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
最
新
の
調
査
（
２
０
１
８
年
夏
）
で
さ
え
、

わ
ず
か
に
12
％
だ
っ
た
。
残
り
の
実
に
88
％
が
、
こ
れ
に
満
た
な

い
小
さ
な
文
字
を
ビ
ジ
タ
ー
（
サ
イ
ト
訪
問
者
）
に
読
ま
せ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

図表２　�なかには視力が試されて�
いるようなサイトも
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３　
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
の
功
罪

　

大
学
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
の
９
割
近
く
が
小
さ
な
文
字
を
使
っ
て

い
る

―
。
こ
の
問
題
に
は
、
同
情
す
べ
き
と
い
う
か
、
無
理
か

ら
ぬ
面
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
大
学
も
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
会
社
も
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
の
デ

ザ
イ
ン
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ど
れ
く
ら
い
の
情
報
を
ど
の
よ

う
に
見
せ
る
の
が
適
当
な
の
か
分
か
ら
な
い
中
で
、
急
い
で
ス
マ

ホ・

サ
イ
ト
を
公
開
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
幸
い
、「
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
手
法
が
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｃ
向
け
の

情
報
か
ら
ス
マ
ホ
向
け
ペ
ー
ジ
を
自
動
的
に
作
れ
る
と
い
う
。
Ｐ

Ｃ
向
け
情
報
は
す
で
に
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
手

法
を
使
っ
て
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
を
開
設
し
よ
う

―
。
こ
こ
何
年

か
、
そ
う
し
た
経
緯
で
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
学
の
サ
イ
ト
が

実
に
多
い
。

　

確
か
に
、
95
％
も
の
大
学
が
数
年
の
間
に
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
を

公
開
で
き
た
背
景
に
は
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
の
存
在

が
あ
り
、
そ
の
功
績
は
大
き
い
。
一
方
、
こ
の
手
法
に
安
易
に
頼
っ

て
、
Ｐ
Ｃ
向
け
ペ
ー
ジ
に
あ
る
多
く
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
ス
マ
ホ

向
け
ペ
ー
ジ
に
押
し
込
め
て
し
ま
っ
て
い
る
事
例
が
実
に
多
い
の

だ
。
情
報
が
多
い
の
で
、
文
字
は
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

画
像
も
同
様
だ
。
Ｐ
Ｃ
向
け
に
作
っ
た
リ
ン
ク
画
像
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
こ
れ
を
縮
小
し
て
ス
マ
ホ
向
け
に
使
お
う
。
こ
う
し
て
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
画
像
の
中
の
文
字
は
、
さ
ら
に
小
さ
く
な
っ

て
ビ
ジ
タ
ー
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

窮
屈
な
デ
ザ
イ
ン
は
読
み
や
す
さ
だ
け
で
は
な
く
操
作
性
ま
で

損
な
う
。
隣
の
リ
ン
ク
が
近
す
ぎ
る
の
だ
。
指
は
そ
れ
ほ
ど
細
か

な
指
示
が
で
き
る
ポ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ・

デ
バ
イ
ス
で
は
な
い
。
誤
っ

て
隣
の
リ
ン
ク
を
タ
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
や
は
り
ス

ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
の
だ
。

４　
お
手
本
と
な
る
ス
マ
ホ
向
け
デ
ザ
イ
ン

　

ス
マ
ホ
利
用
者
の
こ
と
を
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
も
、
も
ち
ろ
ん
あ

る
。
福
岡
工
業
大
学
や
明
治
学
院
大
学
の
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
は
、

２
０
１
５
年
の
調
査
時
か
ら
ゆ
と
り
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し

て
い
た
。
文
字
は
大
き
く
、
リ
ン
ク
の
配
置
に
も
窮
屈
さ
は
な
い
。

弊
社
の
同
年
の
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
で
は
１
位
と
２
位
を
獲
得

し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
調
査
で
は
、
国
際
基
督
教
大
学
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
の
ス

マ
ホ・
サ
イ
ト
が
出
色
だ
っ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
の
文
字
は
30
Ｃ
Ｓ
Ｓ

ピ
ク
セ
ル
（
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
６
／
６
ｓ
／
７
／
８
の
画
面
で
は
13

ポ
イ
ン
ト
）
と
大
き
く
、
下
層
メ
ニ
ュ
ー
も
16
Ｃ
Ｓ
Ｓ
ピ
ク
セ
ル

小特集●大学 Web サイトリニューアルの取り組み
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（
同
７・

０
ポ
イ
ン
ト
）
と
見
や
す
い
（
図
表
３
）。
他
大
学
の
関

係
者
に
こ
の
サ
イ
ト
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
慣

れ
る
と
、
他
大
学
の
サ
イ
ト
を
見
る
気
に
な
り
ま
せ
ん
ね
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
サ
イ
ト
に
つ
い

て
は
本
小
特
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
）。

　

見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
、
操
作
し
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
優
位
性
が

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
大
学
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
数
年
が

ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
の
創
設
時
期
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
数
年

は
改
善
の
時
期
に
な
る
と
筆
者
は
見
て
い
る
。
良
い
ス
マ
ホ
向
け

デ
ザ
イ
ン
が
好
感
度
に
結
び
付
く
こ
と
に
関
係
者
も
気
付
い
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
ス
マ
ホ
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
、
見
や
す

く
操
作
し
や
す
く
探
し
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

５　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
担
う
二
つ
の
役
目

　

大
学
の
サ
イ
ト
の
中
で
ア
ク
セ
ス
数
が
最
も
多
い
の
は
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
だ
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
役
目
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ

は
、
ビ
ジ
タ
ー
の
知
り
た
い
情
報
へ
分
か
り
や
す
く
誘
導
す
る
こ

と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
が
大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
だ
。
前
者

は
デ
ザ
イ
ン
や
サ
イ
ト
構
造
の
良
し
あ
し
が
効
い
て
く
る
。
こ
れ

が
出
来
た
と
し
て
、
そ
の
後
は
ア
ピ
ー
ル
力
が
サ
イ
ト
の
好
感
度

を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
ア
ピ
ー
ル
力
の
評
価
に
は
か
な
り
主
観
が
入
る
。
こ
こ

で
は
、
異
論
を
承
知
の
上
で
、
筆
者
が
「
い
い
ね
！
」
を
付
け
た

い
サ
イ
ト
を
紹
介
し
た
い
。
ど
れ
も
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
内
容
を
一

つ
の
「
つ
か
み
」
に
集
約
し
、
そ
れ
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
提
示
し

て
い
る
事
例
だ
。

　

神
田
外
語
大
学
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
は
、「
言
葉
は
世
界
を
つ
な

ぐ
平
和
の
礎
」
と
い
う
コ
ピ
ー
の
下
、
い
く
つ
か
の
写
真
が
次
々

と
現
れ
る
（
図
表
４
）。
そ
れ
は
他
国
の
人
と
会
話
し
て
い
る
場
面

だ
っ
た
り
、
海
外
の
街
の
風
景
だ
っ
た
り
す
る
。「
も
し
外
国
語
が

話
せ
た
な
ら
、
自
分
が
そ
の
場
所
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思

わ
せ
る
写
真
だ
。
外
国
語
で
会
話
を
し
た
い
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

図表３　ICUのサイトのメニュー
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ン
を
上
げ
る
写
真
で
あ
り
、
神
田
外
語
大
学
の
学
び
を
後
押
し
す

る
写
真
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
「
Ｗ
Ｈ
Ｙ 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
…
？
」
と
い
う
コ
ピ
ー
の
下
、
同

大
学
の
知
ら
れ
ざ
る
側
面
を
い
く
つ
か
質
問
の
形
で
提
示
し
て
い

る
（
図
表
５
）。
例
え
ば
「
な
ぜ
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
必
要
な

の
か
？
」。
あ
る
い
は
「
な
ぜ
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
誕
生
し
た
の
か
？
」。

興
味
を
持
っ
た
ビ
ジ
タ
ー
が
画
面
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
同
大
学
の

魅
力
に
つ
な
が
る
答
え
が
現
れ
る
と
い
う
シ
カ
ケ
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に

魅
力
を
感
じ
て
い
る
ビ
ジ
タ
ー
を
、
さ
ら
に
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
に

引
き
ず
り
込
む
優
れ
た
仕
掛
け
と
い
え
る
。

　

大
学
に
は
多
く
の
魅
力
が
あ
り
、
ど
れ
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
か

悩
ん
で
い
る
大
学
は
多
い
だ
ろ
う
。
カ
ル
ー
セ
ル
（
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
）
で
、
あ
れ
も
こ
れ
も
見
せ
て
い
る

大
学
サ
イ
ト
は
多
い
。
だ
が
、
雑
多
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
ふ
れ
る

カ
ル
ー
セ
ル
は
、
多
く
の
ビ
ジ
タ
ー
に
無
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

と
い
う
。

　

カ
ル
ー
セ
ル
は
、
大
学
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
と
き
に
最
初

に
表
示
さ
れ
る
場
所
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
は
ビ
ジ
タ
ー
の

目
に
つ
く
と
て
も
貴
重
な
場
所
だ
。
そ
れ
が
「
無
視
さ
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
実
に
も
っ
た
い
な
い
。

　
「
大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」
と
い
う
サ
イ
ト
の
役
目
は
、
Ｐ
Ｃ
サ

イ
ト
と
変
わ
ら
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
こ
の
貴
重
な
場
所
を
ど
の
よ

う
な
「
つ
か
み
」
に
す
る
か
、
じ
っ
く
り
と
考
え
て
情
報
を
発
信

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ス
マ
ホ
利
用
者
に
き
ち
ん
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
る
、
そ
ん
な
大
学
の
ス
マ
ホ・

サ
イ
ト
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。	

図表５　ICUのトップページ 図表４　神田外語大学のトップページ
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２
０
１
８
年
10
月
17
日
、
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
が
東

京・

新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

　

急
速
な
若
年
層
人
口
の
減
少
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
、

第
４
次
産
業
革
命
な
ど
、
大
き
く
変

化
す
る
社
会
環
境
の
中
で
、
大
学
の

教
育
目
標
も
変
容
し
、
私
立
大
学
の

教
育
研
究
は
変
わ
っ
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
。
日
本
私
立
大
学
連
盟
（
以

下
、
私
大
連
）
は
、
激
変
す
る
社
会

状
況
と
将
来
（
２
０
４
０
年
）
を
見

据
え
、
私
立
大
学
の
多
様
性
を
維
持

し
自
ら
の
方
向
性
を
示
す
べ
く
、『
未

来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』

を
と
り
ま
と
め
た
。

　

私
立
大
学
の
将
来
像
を
テ
ー
マ
と

し
た
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
私
立
大
学
、
国
、
産
業
界
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
を
招
き
、
大
学
の
将
来
像
や
、
高
等
教
育
の
基
幹
と

な
る
私
立
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
意
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
多
様
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
当
日
は
、
大
学
関

係
者
を
は
じ
め
高
校
や
企
業
の
方
々
、
報
道
関
係
者
な
ど
、
約
３

５
０
名
の
参
加
者
が
熱
心
に
議
論
に
耳
を
傾
け
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

私
大
連
会
長
の
鎌
田
薫
（
早
稲
田
大
学
総
長
）
の
開
会
挨
拶
に
続

い
て
行
わ
れ
た
講
演
と
パ
ネ
ル・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を

ご
報
告
す
る
。

■
第
１
部・

講
演
１

「
わ
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
構
想
」

 

義
本
博
司
氏
（
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
）

●
高
等
教
育
改
革
の
全
体
像

　

今
、
わ
が
国
で
はSociety5.0

と
い
わ
れ
る
産
業
構
造
お
よ
び

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８�

─
「�
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像�

―
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
私
立
大
学
の
大
学
改
革
と
人
材
育
成

―
」
総
括

※
講
演
者
、
パ
ネ
リ
ス
ト
等
の
所
属・

肩
書
き
は

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
当
時
の
も
の
で
す
。
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社
会
構
造
の
大
き
な
変
化
や
18
歳
人
口
の
大
幅
な
減
少
な
ど
が
進

行
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
高
等
教
育
の
改
革
や
大
学
の
あ

り
方
に
関
す
る
議
論
が
中
教
審
で
行
わ
れ
て
い
る
。
検
討
の
方
向

性
の
一
つ
は
、
教
育
の
質
保
証
の
問
題
で
あ
る
。
大
学
は
在
学
中
、

学
生
に
ど
れ
だ
け
付
加
価
値
を
付
け
て
伸
ば
す
か
と
い
う
点
を
中

心
に
努
力
し
、
学
修
者
主
体
の
教
育
を
展
開
し
、
か
つ
社
会
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
に
な
る
と
と
も
に
、
学
生
が
身

に
付
け
た
能
力
や
付
加
価
値
の
「
見
え
る
化
」
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
他
国
の
学
生
と
比
べ
る
と
学
修
の
密
度
が
低
い
と
い

わ
れ
て
お
り
、
教
育
内
容
や
教
育
方
法
を
改
善
す
る
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

Society5.0

に
対
応
す
る
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
文
系・

理

系
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
し
い
リ
テ
ラ
シ
ー
に
対
応
し
た
教
育
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
文
系
で
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

基
礎
を
身
に
付
け
る
と
い
っ
た
、
学
生
が
必
要
と
す
る
教
育
を
、

学
部
を
超
え
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
仕
組
み
を
提
供
す
る
教
育
改

革
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
大
学
と
連
携
す
る
形

も
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
可
能
に
す
る
た
め
に
授
業
科
目
や
専
任

教
員
の
あ
り
方
な
ど
に
関
わ
る
大
胆
な
規
制
緩
和
の
議
論
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　

大
学
の
基
盤
強
化
と
連
携・

統
合
に
関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
一

律
に
は
進
ま
な
い
と
思
う
が
、
各
大
学
の
自
主
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

機
能
を
高
め
る
よ
う
仕
組
み
や
制
度
を
整
え
る
と
と
も
に
、
情
報

公
開
を
進
め
て
い
く
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
教
育
を
考
え
る
上
で
は
、
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
推
進
が
重
要
と
な
る
。
ニ
ー
ズ
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
多
様
な
資
源
を
活
用
し
て
提
供
す
る
た
め
に
は
、
実
務
家

教
員
の
育
成
も
進
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

　

高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
会
を
国
民
に
広
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
新
し
い
高
等
教
育
無
償
化
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
く
、

議
論
が
進
ん
で
い
る
。

●
大
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
本
格
化

　

国
内
に
お
け
る
雇
用
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、

企
業
は
学
生
が
ど
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
付
け
て
い
る
か
に
高
い

関
心
を
抱
い
て
い
る
。
大
学
は
、
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
こ

と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
た
上
で
、
大
学
と
企
業
が

連
携
す
る
関
係
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
を
議
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

少
子
高
齢
化
に
応
じ
て
高
齢
者
雇
用
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
中

途
採
用
や
転
職
市
場
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
働
き
方
の
議
論
が
盛

ん
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
、新
卒
一
括
採
用
の
見
直
し

や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
提
供
に
つ
い
て
、
大
学
院
教
育
の
充
実
や
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オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
展
開
な
ど
、

国
に
よ
る
規
制
緩
和
も
含
め
た
議

論
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
学
に
お
い
て
は
、
そ
こ
で
提
供

さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
教

員
の
確
保
に
向
け
た
経
営
資
源
の

投
入
が
鍵
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
状
で
は
、
地
方
の
中
小
規
模
の
大
学
の
ほ
う
が
経
営
的
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、Society5.0
の
時
代
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
地
平
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

時
間
や
空
間
を
超
え
て
学
修
環
境
の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
す
れ

ば
、
地
方
の
大
学
は
地
の
利
を
生
か
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
く

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
設
置
基

準
の
見
直
し
も
中
教
審
の
答
申
案
に
含
ま
れ
て
い
る
。
学
部
単
位

で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
と
い
う
大
学
の
基
本
設
計
さ
え
、

見
直
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
大
学
の
ト
ッ
プ
だ
け
で
は
な
く
、
個
々
の

教
員
自
身
の
意
識
改
革
も
非
常
に
大
事
で
あ
り
、
一
緒
に
取
り
組

ん
で
こ
そ
改
革
が
実
現
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
大
学
に
お
け

る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
の
で
、
文
部
科

学
省
と
し
て
も
、
大
学
あ
る
い
は
経
済
界
な
ど
と
し
っ
か
り
向
き

合
い
、
対
話
し
な
が
ら
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
第
１
部・

講
演
２

「
産
業
界
が
求
め
る
私
立
大
学
の
役
割
と
期
待
」

 

岡
本　

毅
氏
（
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
副
会
長
、�

�

教
育
問
題
委
員
長
、
東
京
ガ
ス
株
式
会
社
相
談
役
）

●
人
文
社
会
科
学
系
の
専
門
分
野
強
化
の
重
要
性

　

昨
今
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
い
る
。
18

歳
人
口
は
減
少
の
一
途
で
あ
り
、
大
学
経
営
は
危
機
的
状
況
に
陥

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
一
方
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ

る
中
で
、「
社
会
人
」
と
い
う
新
た
な
市
場
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
下
に
お
い
て
経
済
成
長
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
よ
り
高
い
水
準
の
教
育
を
身
に
付
け
た
多
様
な
人
材

と
、
そ
う
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
多
様
な
高
等
教
育
機
関

の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
学
に
は
、
知
識
産
業
の

核
と
し
て
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
る
。
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
国
公
私
の
連
携
も
含

め
た
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

産
業
界
は
、
変
革
の
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
文
系・

理
系
を
問
わ
ず
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
論
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理
的
に
思
考
し
、
解
決
策
を
見
い
だ
し
て
外
部
へ
発
信
す
る
と
と

も
に
、
外
部
の
反
応
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
材
で
あ
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
多
様
な
人
材
が
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、

論
理
的
思
考
力
と
幅
広
い
分
野
の
教
養
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
身

に
付
け
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
特
に
人
文
社
会
科
学
系
の
専
門
分
野
の
強
化

が
必
要
と
考
え
る
。Society5.0

や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
、
来
る
べ
き
デ

ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
に
関
す
る
議
論
は
理
工
系
に
偏
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
歴
史
上
、
新
技
術
が
導
入
さ
れ
る
と
き
は
、

必
ず
新
た
な
社
会
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
の
は
、
哲
学
や
倫
理
を
含
む
幅
広
い
教
養
や
物
事
を
深
く
考

え
る
能
力
で
あ
る
。
大
学
に
は
、
文
理
の
枠
を
超
え
た
教
育
を
可

能
に
す
る
柔
軟
な
組
織
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
る
。

　

私
立
大
学
の
学
生
の
約
半
数
が
人
文
社
会
科
学
系
の
学
部
に
属

し
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
私
立
大
学
が
担
う
役
割
は
大
変

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

●
経
団
連
が
提
言
す
る
三
つ
の
改
革

　

近
年
、
世
界
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
け
る
順
位
低
下
な
ど
か

ら
、
日
本
の
大
学
教
育
の
質
が
低
下
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
定
員
割
れ
や
赤
字
経
営
の
私
立
大
学
も
あ
り
、
大
学
改
革

は
待
っ
た
な
し
の
状
態
で
あ
る
。
経
団
連
が
２
０
１
８
年
６
月
に

公
表
し
た
『
今
後
の
わ
が
国
の
大
学
改
革
の
あ
り
方
に
関
す
る
提

言
』
で
は
、
限
ら
れ
た
人
的
物
的
資
源
を
有
効
活
用
す
る
観
点
か

ら
、「
大
学
教
育
の
質
の
向
上
」「
教
育・

研
究
力
を
高
め
る
た
め

の
大
学
の
連
携
再
編
統
合
の
推
進
」「
財
務
基
盤・

経
営
改
革
の
推

進
」
の
３
点
に
つ
い
て
改
革
を
求
め
て
い
る
。

　

大
学
は
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

提
言
で
は
、
一
部
の
大
学
に
お
け
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

の
形
骸
化
に
鑑
み
て
、
大
学
入
試
の
あ
り
方
の
改
革
を
求
め
て
い

る
。
ま
た
、
情
報
開
示
を
拡
充
し
、「
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
を

活
用
す
る
な
ど
学
修
成
果
の
可
視
化
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
大
学
の
再
編・

統
合
が
進
ん
で
い
く
の
は
自
然
の
流
れ

で
あ
る
。
そ
の
際
、
大
学
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
に
考
え
、
自
由
に
連

携・

統
合
が
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
性
の
高
い
制
度
が
策
定
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
大
学
に
は
当
事
者
意
識

や
危
機
感
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
す
る
法
的
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し

て
お
り
、
今
後
は
そ
の
運
用
が
鍵

に
な
る
。
大
学
の
経
営
体
質
の
向

上
に
加
え
て
、
政
府
の
補
助
金
に

頼
ら
ず
、
自
ら
収
益
を
上
げ
る
必
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要
が
あ
ろ
う
。

　

財
務
基
盤
強
化
の
た
め
に
は
、
大
学
へ
の
寄
附
金
に
か
か
る
税

額
控
除
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
求
め
る
。
上
限
を
撤
廃
し
、
大
口
の

寄
附
が
集
め
や
す
い
土
壌
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

18
歳
人
口
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
で
は
、
大
学
の
大
胆
な
統
廃

合
は
避
け
ら
れ
ず
、
各
大
学
は
生
き
残
り
を
か
け
て
努
力
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
私
立
大
学
は
民
間
組
織
で
あ
る
こ
と
が

最
大
の
強
み
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
の
多
様
性
や
独
自

性
を
担
保
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
独
自
の
財
務
基
盤
を
確

立
し
、
独
自
の
戦
略
で
大
学
改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
。

■
第
１
部・

講
演
３

「
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
」

 

田
中
優
子
氏
（
私
大
連
常
務
理
事
、
総
合
政
策
セ
ン
タ
ー
政
策�

�

研
究
部
門
会
議
部
門
長
、
法
政
大
学
総
長
）

●
私
立
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割

　

２
０
１
８
年
４
月
、
私
大
連
で
は
、
私
立
大
学
自
ら
の
姿
勢
と

高
等
教
育
の
将
来
の
方
向
性
を
示
す
べ
く
、
提
言
『
未
来
を
先
導

す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』
を
発
表
し
た
。
事
前
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
大
学
の
規
模
や
地
域
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
に
よ
っ
て
類
型

化
さ
れ
な
く
と
も
、
私
立
大
学
は
自
主
的
に
自
ら
の
役
割
を
明
確

に
し
、
ゆ
る
や
か
な
棲
み
分
け
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
個
々
の
大
学
の
特
質
や
多
様
性
を
基
盤
に
し
な
け
れ
ば
、
私
立

大
学
の
発
展
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

提
言
で
は
、
ま
ず
、
産
業
構
造
の
変
化
や
人
口
減
少
、
地
方
創

生
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
て
求
め
ら
れ
る
、
大
学
教
育
の
変

化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
代
替
が
不
可

能
な
分
野
で
職
能
を
深
め
る
能
力
の
育
成
や
、
留
学
の
促
進
と
い
っ

た
よ
う
に
、
高
度
化・

多
様
化
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
大
学
教
育
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
提
言
で
示

し
た
。
大
学
が
育
成
す
べ
き
能
力
と
し
て
「
主
体
的
で
洞
察
力
に

富
ん
だ
思
考
力
」「
能
力
の
柔
軟
性
」「
変
化
に
対
応
す
る
能
力
」

「
独
自
性
を
表
現
す
る
能
力
」
を
挙
げ
た
。
私
立
大
学
は
、
各
大
学

の
独
自
性
を
よ
り
先
鋭
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
国
も
、
大

学
の
独
自
性
を
生
か
す
方
向
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

18
歳
人
口
の
減
少
に
伴
い
大
学
減
や
規
模
縮
小
で
は
な
く
、
幅

広
い
年
齢
層
が
学
び
続
け
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私
立
大
学

は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
私
立
大
学
が
持
つ
特
色
を
組
み
合
わ
せ
て
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
多
様
な
展
開
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

　

国
民
の
知
的
水
準
を
底
上
げ
す
る
と
い
う
大
学
の
重
要
な
役
割
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を
果
た
す
た
め
に
は
、
国
立
大
学
と
私
立
大
学
の
協
働
に
よ
る
機

能・
役
割
の
分
担
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
気
に
な
る

の
は
国
立
と
私
立
に
対
す
る
公
財
政
支
出
の
あ
り
方
の
違
い
で
あ

る
。
学
生
自
身
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
差
別
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
て
、
私
立
大
学
、
国・

政
府
、
産
業
界

に
対
す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。
私
立
大
学
自
身
に
対
す
る
提
言
は

８
項
目
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
「
地
方
創
生
と
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
一
体
的
な
推
進
」
を
挙
げ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
学
と

地
方
の
大
学
と
い
う
類
型
化
で
は
な
く
、
世
界
の
流
動
化
や
地
方

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
応
じ
て
、
地
方
の
大
学
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

各
大
学
は
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

特
色
を
よ
り
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
私
大
連
の
加
盟
法
人
の

86
％
が
中・

長
期
の
将
来
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
動

き
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

●�

国
の
支
援
は
大
学
の
独
自
性
を

生
か
す
方
向
で

　

国・

政
府
へ
の
提
言
は
７
項
目

あ
り
、
一
つ
目
が
「
私
学
助
成
と

個
人
補
助
型
の
修
学
支
援
措
置
の

拡
充
」
で
あ
る
。
国
私
間
の
格
差

が
あ
る
現
状
の
ま
ま
授
業
料
の
減
免
や
給
付
奨
学
金
の
配
付
を
始

め
て
も
、
不
利
益
の
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

東
京
23
区
の
大
学
定
員
抑
制
に
対
し
て
は
、
留
学
生
と
社
会
人

を
例
外
措
置
と
し
た
が
、
わ
が
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た

め
に
も
、
例
外
措
置
は
ま
だ
足
り
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
、
国
に
よ
る
支
援
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
学
の
独

自
性
を
生
か
す
方
向
の
も
の
で
な
い
と
画
一
化
に
つ
な
が
り
、
私

立
大
学
の
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
他
「
新

た
な
教
育
基
盤
整
備
の
た
め
の
財
政
面
へ
の
支
援
」、「
大
学
設
置

基
準
や
私
立
学
校
法
の
改
正
」
に
つ
い
て
も
求
め
た
い
。

　

産
業
界
へ
の
提
言
の
一
つ
目
は
、「
個
々
の
私
立
大
学
教
育
へ
の

正
し
い
理
解
と
協
力
」
と
し
、
大
学
教
育
の
現
状
へ
の
理
解
を
お

願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
創
生
は
企
業
の
積
極
的
な
参
画
が

あ
っ
て
こ
そ
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い

て
も
産
業
界
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
体
制
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
大
学
院
修
了
者
の
雇
用
も
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
学
位
あ
る
い
は
そ

の
中
身
、
つ
ま
り
学
生
が
大
学
で
何
を
学
ん
だ
か
を
社
会
全
体
に

改
め
て
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私
立
大
学
が

独
自
の
教
育
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の
提

言
で
伝
え
た
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
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■
第
２
部・

パ
ネ
ル・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

北
山
禎
介
氏
（�

中
央
教
育
審
議
会
会
長
、
株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
特
別

顧
問
）

高
橋　

進
氏
（�
経
済
財
政
諮
問
会
議
議
員
、
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
会

議
議
員
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
チ
ェ
ア
マ
ン・

エ

メ
リ
タ
ス
（
名
誉
理
事
長
））

鎌
田　

薫
氏
（�

私
大
連
会
長
、
早
稲
田
大
学
総
長
）

村
田　

治
氏
（�

私
大
連
副
会
長
、
関
西
学
院
大
学
長
）

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

松
岡　

敬
氏
（�

私
大
連
常
務
理
事
、
総
合
政
策
セ
ン
タ
ー
広
報・

情
報
部

門
会
議
部
門
長
、
同
志
社
大
学
長
）

　

少
子
高
齢
化
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
、

Society5.0

と
い
っ
た
激
変
の
時
代
を
迎

え
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
支
え
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

大
学
教
育
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
大
学
改
革
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
多
角
的
な
視
点
か
ら

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。（
松
岡
氏
）

【
意
見
発
表
１
】
北
山
禎
介
氏

　

日
本
経
済
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お

り
、
そ
れ
が
近
年
に
お
け
る
教
育
改
革
の
モ
メ
ン
タ
ム
の
高
ま
り

の
背
景
に
あ
る
。
産
業
界
は
、
総
合
的
な
人
間
力
の
涵
養
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
人
間
力
と
は
、
語
学
力
を
ベ
ー
ス
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
論
理
的
な
思
考
力
、
幅
広
い
教

養
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
な
ど
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
、
変
化
が
激
し
く
先
を
見

通
せ
な
い
時
代
に
は
、
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

主
に
中
小
企
業
の
視
点
か
ら
は
、
留
学
生
や
、
日
本
で
生
活
し

働
く
外
国
人
の
増
加
に
対
応
し
た
教
育
体
制
の
整
備
を
、
大
学
改

革
に
期
待
す
る
。
ま
た
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
や
産
学
連
携

の
強
化
も
重
要
で
あ
る
。
地
方
大
学
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、

大
学
と
中
小
企
業
の
連
携
が
鍵
と
な
る
。
私
立
大
学
の
改
革
は
、

各
大
学
の
歴
史
や
現
状
、
個
性
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。

【
意
見
発
表
２
】
高
橋　

進
氏

　

労
働
人
口
の
減
少
や
Ｉ
Ｔ
革
命
に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
な

ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
「
人
づ
く
り
」
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
は
Ｉ
Ｔ・

Ａ
Ｉ
革
命
に

対
応
で
き
る
多
様
な
人
材
で
あ
り
、
大
学
に
も
文
理
に
と
ら
わ
れ

な
い
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
必
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須
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、
あ
る
い
は
地
方
の
独
自
性
を
磨
き
上
げ

る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
も
重
要
で
あ
る
。

　

先
進
的
な
企
業
は
海
外
の
大
学
を
連
携
先
に
選
択
し
て
お
り
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
る
か
、
な
ど
大
学

に
問
わ
れ
て
い
る
問
題
は
多
い
。
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
、
教
育

の
質
を
上
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
行
政
や
企
業
、
大
学
が
集
ま
っ

て
地
方
創
生
を
議
論
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
が
始
ま
っ

て
お
り
、
私
立
大
学
も
そ
の
重
要
な
構
成
員
に
な
る
と
と
も
に
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
担
う
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。

【
論
点
１
】
産
業
構
造
の
変
化
が
私
立
大
学
に
及
ぼ
す
影
響

　

産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
社
会
が
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め

て
い
る
の
か
を
意
識
す
る
こ
と
が
、
大
学
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
と
と
も
に
、
大
学
教
育
の
質
も
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
で

は
、
人
材
育
成
の
面
で
、
私
立
大
学
は
何
を
期
待
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
か
。（
松
岡
氏
）

　

私
立
大
学
は
日
本
の
大
学
生
の
約
８
割
を
擁
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
っ
た
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
教
育
は
重
要

な
課
題
と
な
る
。
全
て
の
学
生
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
を

理
解
で
き
る
よ
う
な
文
理
横
断
的
な
教
育
が
必
要
に
な
る
。
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
に
対
応
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
大
学
は
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
柔
軟
に
改
変

し
、
大
学
全
体
で
定
員
を
管
理
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
求
め
ら

れ
る
。
二
つ
以
上
の
分
野
を
学
ぶ
メ
ジ
ャ
ー・

マ
イ
ナ
ー
制
度
も

導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
村
田
氏
）

　

人
間
力
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
早
稲
田
大
学
も
、
人
間
力・

洞
察
力
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
基
本
理
念
と

す
る
「W

aseda	V
ision	150

」
と
い
う
中
長
期
計
画
を
発
表
し
て

い
る
。
一
方
、
学
生
が
勉
強
し
な
い
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
ニ
ー

ズ
の
ズ
レ
と
い
う
指
摘
は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
企
業
や
社
会

か
ら
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
は
な
い

か
。
企
業
に
よ
る
学
生
の
評
価
が
大
学
教
育
を
左
右
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
。
日
本
の
将
来
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
観
点

か
ら
の
産
学
連
携
と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
。（
鎌
田
氏
）

　

産
学
連
携
と
い
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
も
研
究
ベ
ー
ス

で
考
え
る
傾
向
が
あ
る
が
、
教
育
に
お
け
る
産
学
連
携
も
大
事
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。（
松
岡
氏
）

　

文
部
科
学
省
に
生
涯
学
習
局
が
設
置
さ
れ
た
の
は
１
９
８
０
年

代
。
そ
の
後
の
約
30
年
の
間
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
な
ぜ
思
う
よ

う
に
進
ま
な
か
っ
た
の
か
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
産
官
学
が
一
緒

に
な
っ
て
、
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
皆
が
危
機
意
識
を
共
有
す
べ
き
で
あ
る
。（
北
山
氏
）

　

Ａ
Ｉ
革
命
は
非
常
に
身
近
な
も
の
で
あ
り
、
既
に
あ
ち
こ
ち
で
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導
入
さ
れ
て
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
文
系
の
学
生
も
Ａ
Ｉ

や
Ｉ
Ｔ
を
学
び
、
自
分
の
専
門
分
野
に
生
か
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
企
業
自
身
の
力
だ
け
で
は
社
員
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
産
学
連
携
の
ニ
ー
ズ
の
す
り
合
わ
せ

が
こ
れ
か
ら
起
き
る
の
で
は
な
い
か
。（
高
橋
氏
）

　

本
学
も
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
リ
カ
レ
ン
ト

に
つ
い
て
は
評
価
の
問
題
も
あ
り
、
大
学
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
。（
村
田
氏
）

【
論
点
２
】
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
地
方
創
生
の
課
題

　

私
大
連
提
言
に
あ
る
「
地
方
創
生
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
体
的

な
推
進
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

進
め
る
こ
と
が
地
方
創
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、

両
者
を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
意
識
が
重
要
で
あ
る
。（
北
山
氏
）

　

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
方
は
縮
小
均
衡
の
傾
向
に
あ
る
が
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
多
い
と
こ
ろ
は
地
域
に
独
自
性
が
あ
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
た
め
に
地
域
の
魅
力
を
生
か
す
お
手
伝
い
を
す
る
の

も
大
学
の
役
割
だ
。
ま
た
、
今
後
留
学
生
や
外
国
人
雇
用
が
増
え
、

日
本
の
社
会
に
溶
け
込
む
た
め
に
日
本
語
や
日
本
文
化
を
教
え
る

の
も
、
大
学
の
機
能
と
し
て
非
常
に
重
要
だ
。（
高
橋
氏
）

　

地
方
の
大
学
に
学
生
が
集
ま
り
、
地
方
が
活
性
化
す
る
こ
と
も

重
要
だ
が
、
卒
業
時
に
東
京
へ
大
量
流
出
す
る
と
い
う
現
状
も
あ

る
。
働
く
場
所
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
、
地
方
創
生
に

は
産
業
の
誘
致
も
必
要
と
な
る
。（
村
田
氏
）

　

確
か
に
現
状
、
大
学
卒
業
後
の
東
京
へ
の
転
入
は
多
い
が
、
こ

れ
は
地
域
の
産
業
政
策
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
得
る
。
大
学
や
自
治

体
、
産
業
界
が
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
、
ぜ
ひ

大
学
が
核
と
な
っ
て
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
。（
北
山
氏
）

　

東
京
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
地
方
に
連
れ
戻
す
と
い
う
政
策
は

機
能
し
な
い
。
地
方
に
世
界
か
ら
ヒ
ト・

モ
ノ・

カ
ネ
が
来
る
よ

う
な
仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
や

企
業
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
と
な
る
。（
高
橋
氏
）

【
論
点
３
】
大
学
の
機
能
分
化
と
大
学
間
連
携

　

連
携
や
統
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
を
目
的
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
私
大
連
提
言
に
「『
棲
み
分
け
』
と
『
連

携
』
の
自
主
的
な
構
築
」
と
あ
る
が
、
大
学
の
強
み
や
特
色
を
明

確
に
し
、
手
段
と
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。（
北
山
氏
）

　

私
立
大
学
自
体
が
独
自
性
を
発
揮
し
て
機
能
分
化
の
方
向
に
向

か
う
の
で
あ
れ
ば
、
国
が
類
型
化
を
押
し
付
け
る
必
要
は
な
い
。

地
域
の
内
外
あ
る
い
は
国
公
私
立
の
枠
を
超
え
て
、
独
自
性
の
あ

る
大
学
同
士
が
連
携
し
て
目
的
を
達
成
す
る
の
が
理
想
的
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
私
立
大
学
が
多
様
性
や
特
質
を
磨
き
上
げ
る
こ
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と
が
絶
対
条
件
で
あ
ろ
う
。（
高
橋
氏
）

　

今
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
時
代
に
は
、
私
立
大
学
が
率
先
し

て
改
革
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
う
し
な
い
と
社
会
か
ら
認
め
て

も
ら
え
な
い
。
地
方
創
生
と
の
関
係
で
は
、
地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
、
地
方
と
の
連
携
を
教
育
に
生
か
す
試
み
に
力
を
入
れ
、

体
験
型
学
修
に
よ
っ
て
人
間
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

連
携
の
実
現
に
は
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、
企
業
に
も
手

厚
い
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
社
会
全
体
で
支
え
、
発
展
を
促
す

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。（
鎌
田
氏
）

【
論
点
ま
と
め
】

　

論
点
１
（
産
業
構
造
の
変
化
が
私
立
大
学
に
及
ぼ
す
影
響
）

　

わ
れ
わ
れ
の
基
本
的
な
認
識
は
一
致
し
て
い
る
。
人
口
が
減
少

し
、
産
業
構
造
が
変
化
す
る
中
で
、
若
い
人
材
の
付
加
価
値
を
高

め
る
教
育
改
革
、
も
し
く
は
大
学
改
革
が
不
可
欠
と
い
う
認
識
は
、

私
立
大
学
全
体
が
持
っ
て
い
る
。

　

論
点
２
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
地
方
創
生
の
課
題
）

　

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
は
既
に
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ

て
お
り
、
語
学
力
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
通
用
す
る
「
中
身
」
を

作
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
方
活
性
化
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
が
必
要
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
体
系
へ
の

変
化
は
、
大
学
内
で
危
機
感
や
使
命
感
を
共
有
し
、
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

論
点
３
（
大
学
の
機
能
分
化
と
大
学
間
連
携
）

　

大
学
間
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
弱
体
化
し
た
大
学
の
救

済
の
た
め
の
連
携
で
は
な
く
、
提
携
に
よ
っ
て
教
育
界
に
ビ
ッ
グ

バ
ン
を
起
こ
す
よ
う
な
構
想
を
大
胆
に
提
案
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。（
鎌
田
氏
）

【
総
括
】

　

各
大
学
は
、
社
会
が
求
め
る
人
材
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
強
固
に
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
示
す
こ
と
が
大

切
だ
。
個
々
の
大
学
だ
け
で
は
な
く
、

私
大
連
な
ど
の
組
織
が
ま
と
ま
っ
て
行

う
取
り
組
み
も
意
義
が
大
き
い
。

　

私
立
大
学
の
持
つ
多
様
性
や
独
自
性

へ
の
期
待
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
、
本

日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
再
認
識
で
き
た
。

私
立
大
学
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

担
っ
て
い
く
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う

大
き
な
役
割
を
今
後
も
果
た
し
て
い
き

た
い
。（
松
岡
氏
）
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私
が
大
学
院
を
修
了
し
、
現
在

の
勤
務
先
に
着
任
し
た
の
は
２
０

１
７
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

ま
で
授
業
を
受
け
持
っ
た
経
験
は

な
く
、
大
学
院
で
開
催
さ
れ
て
い

た
Ｆ
Ｄ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も

ろ
く
に
出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、私
の
授
業
は
悪
戦
苦
闘
の
連
続
と
な
っ
た
。
だ
が
大

学
が
主
催
す
る
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
日
本
私
立
大
学
連
盟
の

主
催
に
よ
る
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
自
ら
の
授
業
方
法

の
問
題
点
を
自
覚
し
、
具
体
的
に
改
善
し
て
い
く
上
で
役
立
っ
た
。

　

私
が
現
在
担
当
し
て
い
る
の
は
、
大
学
の
一
般
教
養
科
目
で
あ

る
「
國
學
院
の
学
び
（
現
代
日
本
社
会
の
「
神
道
」）」、
主
に
学
部

１
年
生
を
対
象
と
し
た
「
神
道
文
化
基
礎
演
習
」、
神
職
課
程
の
夜

間
授
業
で
あ
る
「
宗
教
概
説
」
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
他
大
学

の
一
般
教
養
科
目
に
お
け
る
宗
教
学
の
授
業
も
受
け
持
っ
て
い
る
。

　

私
が
初
め
て
担
当
し
た
授
業
は
前
述
の
「
宗
教
概
説
」
で
あ
っ

た
。
最
初
は
何
よ
り
も
90
分
間
講
義
を
続
け
る
こ
と
に
苦
労
し
た
。

十
分
な
準
備
を
し
て
い
な
い
と
、
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
話
す
内

容
が
思
い
浮
か
ば
な
い
の
だ
。
そ
こ
で
最
初
の
頃
は
話
す
内
容
を

す
べ
て
文
章
化
し
て
ノ
ー
ト
を
作
り
、
授
業
に
臨
ん
で
い
た
。
し

か
し
授
業
中
ひ
た
す
ら
ノ
ー
ト
を

読
み
上
げ
て
い
る
と
、
学
生
た
ち

は
次
々
と
睡
魔
に
襲
わ
れ
て
い
く
。

か
く
し
て
学
生
を
眠
ら
せ
な
い
こ

と
が
私
の
次
な
る
課
題
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
は
完
全
原
稿
で
は
な
く
大

筋
の
メ
モ
だ
け
を
用
意
す
る
に
留

め
、
そ
の
場
で
ア
ド
リ
ブ
を
交
え
つ
つ
話
を
組
み
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
た
。
ま
た
画
像
や
動
画
の
資
料
を
多
用
し
、
学
生
の

関
心
を
引
き
付
け
る
よ
う
に
心
掛
け
た
。
そ
の
結
果
、
状
況
は
徐
々

に
改
善
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
授
業
中
、
学
生
に
意
見
を
問
う
こ
と
も
試
み
た
が
、
こ

れ
は
十
分
な
反
応
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
で
質
問
な
ど
を
提
出
さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、

想
像
し
て
い
た
以
上
に
学
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
関
心
、
意
見

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
驚
い
た
。

　

以
後
、
毎
回
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
次
の
回
に
十
分

な
時
間
を
と
っ
て
回
答
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
方
法
は
そ
の
後

さ
ま
ざ
ま
な
授
業
で
応
用
し
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
授
業
中
に
活
発
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
一
つ
の
理
想
だ
ろ
う
。
し
か

学
生
と
の
対
話
と
い
う
い
と
な
み

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

齋
藤 

公
太
●�

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構�

日
本
文
化
研
究
所
助
教
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し
、
現
実
に
は
自
ら
の
意
見
を
口
頭
で
述
べ
る
こ
と
に
躊
躇
す
る

学
生
は
多
い
。
そ
の
よ
う
な
学
生
に
対
し
て
は
、
ま
ず
文
章
を
介

し
た
や
り
と
り
で
豊
か
な
問
い
や
思
考
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、

自
信
を
与
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

神
職
課
程
の
授
業
は
ご
く
少
人
数
で
あ
っ
た
が
、
一
般
教
養
科

目
の
「
國
學
院
の
学
び
」
は
１
０
０
名
を
超
え
る
規
模
の
学
生
が

出
席
し
て
お
り
、
そ
こ
で
ま
た
新
た
な
課
題
に
直
面
し
た
。
私
語

対
策
な
ど
の
ク
ラ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
学

部
１
年
生
が
多
い
一
般
教
養
科
目
で
は
学
生
側
の
知
識
量
が
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
授
業
の
専
門
性
を
ど
の
水
準
に
設
定
す
る
か
は
常

に
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
神
道
を
テ
ー

マ
に
し
た
授
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
る
べ
く
身
近
な
題
材
を
例

に
と
る
よ
う
に
心
が
け
、
授
業
中
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
、

抽
象
的
な
概
念
や
理
論
を
図
や
画
像
で
説
明
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
学
生
か
ら
は
分
か
り
や
す
い
と
の
反
応
が
あ
る
た
め
、
こ
う

し
た
方
法
は
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

成
績
評
価
の
方
法
も
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
刻
々
と
変
化
す
る

現
代
の
事
例
を
扱
う
授
業
で
は
、
テ
ス
ト
形
式
に
よ
る
評
価
が
難

し
く
、
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
評
価
に
し
た
が
、
最
初
の
年
度
は
授
業

の
内
容
を
な
ぞ
っ
た
レ
ポ
ー
ト
が
散
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
翌
年
度

か
ら
は
レ
ポ
ー
ト
の
字
数
を
増
や
し
た
が
、
テ
ー
マ
の
選
択
か
ら

実
際
の
書
き
方
に
至
る
ま
で
詳
し
い
説
明
を
行
っ
た
。
こ
れ
も
学

生
か
ら
は
お
お
む
ね
好
評
で
、
基
礎
的
な
説
明
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
。

　

他
大
学
の
宗
教
学
の
講
義
も
同
様
で
あ
る
が
、
宗
教
を
扱
う
授

業
で
は
学
生
の
コ
メ
ン
ト
も
し
ば
し
ば
切
実
な
問
い
か
け
を
含
み
、

個
々
の
人
生
や
そ
の
深
刻
な
問
題
に
関
わ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

個
人
情
報
の
保
護
を
前
提
と
し
つ
つ
、
か
つ
価
値
判
断
に
よ
る
結

論
に
陥
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
真
剣
な
問
い
を
ど
の
よ
う
に
し
て
学
問

的
な
議
論
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
か
。
そ
れ
を
い
か
に
し
て
大
人
数

の
授
業
で
実
現
す
る
か
。
試
行
錯
誤
は
現
在
も
続
い
て
い
る
が
、

「
先
生
と
ほ
か
の
学
生
と
の
議
論
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と

い
う
あ
る
学
生
の
言
葉
は
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
生
の
コ
メ
ン
ト
に
は
し
ば
し
ば
深
い
洞
察
が
見
い
だ
さ
れ
、

感
銘
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
自
分
の
考
え

や
授
業
の
方
法
を
改
め
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

授
業
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
学
生
を
何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ
に

当
て
は
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
人
一
人
の
個
人
と
し
て
扱

い
、
対
話
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
で
あ
る
。
今
後
も
改
善
す
べ
き

点
は
多
々
あ
る
が
、
学
生
と
の
対
話
を
根
幹
に
据
え
る
と
い
う
方

法
は
、
私
自
身
が
受
け
て
き
た
教
育
で
も
あ
り
、
今
後
も
受
け
継

い
で
い
く
べ
き
大
学
と
い
う
場
で
の
い
と
な
み
だ
ろ
う
と
思
う
。
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■
は
じ
め
に
―
新
た
な
時
代
に
向
け
て

　

高
齢
者
人
口
の
急
激
な
増
大
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

り
、
日
本
は
、
人
類
史
上
未
踏
の
超
高
齢
社
会
を
目
前
に
控
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
人
口
動
態
の
変
化
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
進
展
と
と
も
に
、
日
本
の
社
会
構
造
、
地
域
社
会
の
あ
り
方

を
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

近
年
、
こ
う
し
た
時
代
の
急
速
か
つ
大
き
な
変
化
に
対
応
す

べ
く
、
中
央
教
育
審
議
会
な
ら
び
に
内
閣
府
の
教
育
再
生
実
行

会
議
な
ど
で
は
、
産
業
構
造
の
転
換
に
応
じ
て
、
新
た
な
未
来

を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
大
学
に
は
、「
新
し
い
知
」
や
「
価
値
の
創

造
」
を
担
う
高
度
人
材
の
輩
出
、
地
域
や
産
業
界
と
連
携
し
た

教
育
研
究
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
は
、
創
立
者
の
建
学
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、「
明
日
の
歴

史
を
担
う
強
い
使
命
感
と
豊
か
な
人
間
性
」
を
持
っ
た
人
材
を

育
て
る
こ
と
に
よ
り
「
調
和
の
と
れ
た
文
明
社
会
を
建
設
す
る
」

と
い
う
理
想
を
掲
げ
、
総
合
大
学
と
し
て
発
展
を
続
け
て
お
り
、

２
０
１
７
年
に
は
建
学
75
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
翌
年
の
２
０

１
８
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
健
康
学
部
は
、
文
化
社
会
学
部
、

医
学
部
看
護
学
科
と
と
も
に
、
次
の
節
目
と
な
る
建
学
１
０
０

周
年
を
見
据
え
て
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た
大
学
改
革
の
挑
戦

の
一
歩
で
も
あ
る
。

■
１　
健
康
学
部
の
使
命
―
Ｔ
字
型
人
材
の
養
成

　

前
述
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
人
口
減
少
と
と
も
に
高
齢
化
が

急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
２
０
４
０
年
代
半
ば
に
ピ
ー
ク
を
迎

東
海
大
学
健
康
学
部

堀 

真
奈
美
●
東
海
大
学
健
康
学
部
長

新
し
い
時
代
へ
向
け
た
健
康
学
部
の
挑
戦

明日への試み
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え
る
ま
で
高
齢
者
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
人
的
資
源
、

公
的
財
源
が
限
ら
れ
る
一
方
、
保
健・

医
療・

福
祉
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
増
加
す
る
と
と
も
に
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
態
様
は
既
存
の
ま
ま
で
は
対
応
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
住
ま
い
、
医
療
、
予
防
、
介
護
、
生
活
支
援

を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
推

進
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
深
い
知
識
と

技
能
を
保
有
し
つ
つ
、
異
分
野
と
も
連
携
協
働
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
力
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
持
っ
た
人
材
、
自
ら
の
専

門
分
野
の
ほ
か
に
分
野
横
断
的
に
活
用
で
き
る
基
礎
知
識・

技

能
を
併
せ
持
ち
、
必
要
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
、
す
な
わ
ち
「
Ｔ
字
型
人
材
（
能

力
）」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
迎
え
る
中
で
、
健
康
に
対

す
る
社
会
的
な
価
値
や
個
人
の
意
識
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ

て
お
り
、
健
康
長
寿
の
延
伸
が
国
の
重
要
課
題
と
も
な
っ
て
い

る
。
内
閣
府
健
康
医
療
戦
略
（
閣
議
決
定
）
や
日
本
再
興
戦
略

で
も
、
将
来
有
望
な
成
長
産
業
と
し
て
健
康
産
業
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
国
民
生
活
の

面
で
も
、
健
康
維
持
や
疾
病
予
防
、
介
護
予
防
に
関
心
を
持
つ

人
が
増
え
て
お
り
、
地
域
社
会
や
産
業
の
要
請
に
応
じ
た
人
材

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
後
は
団
塊
世
代
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
と
は
様
相
が
異
な
っ
て
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

が
大
き
く
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
一
般
傾
向
と
し

て
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
疾
病
罹
患
リ
ス
ク
、
要
介
護
リ
ス
ク

と
も
に
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
特
に
75
歳
以
上
に
な
る
と
要

介
護
認
定
率
は
上
昇
し
、
男
女
と
も
に
85
～
89
歳
の
約
半
数
が

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
。
加
齢
は
避
け
が
た
い
も
の
で
あ

り
、
自
然
の
摂
理
で
あ
る
が
、
生
活
習
慣
は
長
期
に
わ
た
っ
て

形
成
さ
れ
、
高
齢
期
に
な
っ
て
か
ら
の
変
容
は
難
し
い
た
め
、

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る
一
方
で
、
フ
レ
イ
ル
と
い
わ
れ
る
虚

弱
で
食
欲
や
筋
力
の
低
下
し
た
人
も
相
当
数
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
態
を
放
置
す
れ
ば
重
症
化
す
る
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

型
肥
満
に
よ
り
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
や
す
い
状
態
）、
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
の
障
害
に
よ
り
要
介
護
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
状
態
）、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
加
齢
に
よ
る
筋

力
低
下
）
対
策
が
疾
病
予
防
お
よ
び
介
護
予
防
と
い
っ
た
視
点

か
ら
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

適
切
な
指
導
や
支
援
、
ま
た
関
連
す
る
商
品
開
発
の
で
き
る
人
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材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時

代
の
要
請
に
基
づ
く
「
Ｔ
字
型
人
材
」
を
養
成
す
る
こ
と
が
健

康
学
部
の
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
大
い
な
る
挑
戦
で
も

あ
る
。
な
ぜ
、
挑
戦
な
の
か
。
次
節
で
、
健
康
の
概
念
に
触
れ

な
が
ら
説
明
を
し
た
い
。

■
２　
健
康
と
は
―
健
康
学
部
の
挑
戦

　

健
康
と
は
、
身
体
的
健
康
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
定
義
で
は
、「
健
康
と
は
、
病
気
で
な
い
と
か
弱
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、
そ

し
て
社
会
的
に
も
、
全
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
」

と
な
っ
て
い
る
。
健
康
学
部
で
は
、
健
康
を
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
定
義

と
同
様
に
、
身
体
的
健
康
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
健
康
、
社
会・

経
済
的
健
康
を
含
む
包
括
的
な
概
念
、
つ
ま
り
ウ
ェ
ル
ネ
ス
な

い
し
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
概
念
も
含
む
ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
と
い
う
広
義
の

概
念
で
と
ら
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
貧
困
世
帯
の
子
ど
も
の
栄
養
摂
取
の
状
態
が
よ
く

な
い
と
き
に
、
子
ど
も
に
栄
養
の
重
要
性
を
い
く
ら
説
い
て
も

問
題
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
た

ば
こ
の
健
康
リ
ス
ク
を
分
か
っ
て
い
て
も
や
め
る
こ
と
が
難
し

い
人
々
に
、「
や
め
ろ
」
と
言
い
続
け
る
だ
け
で
は
何
の
解
決
に

も
つ
な
が
ら
な
い
。
糖
尿
病
患
者
に
治
療
を
行
う
の
は
医
学
ア

プ
ロ
ー
チ
が
最
適
で
あ
る
と
し
て
も
、
重
症
化
予
防
の
た
め
に

は
運
動
や
食
生
活
の
改
善
が
よ
り
重
要
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

啓
発
活
動
だ
け
で
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。

　

近
年
は
、
総
合
的
に
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
や
学
際
ア
プ
ロ
ー

チ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
の
学
術
研

究
は
専
門
特
化
お
よ
び
細
分
化
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
て
お
り
、

身
体
的
健
康
に
取
り
組
も
う
と
思
え
ば
、
医
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
運
動
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
栄
養
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
い
う
よ
う
に
個
別
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
。

　

健
康
学
部
の
挑
戦
と
は
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
ベ
ー
ス
の
学
問
の

意
義
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
専
門
性
を
深
め
る
と
同
時
に
、
健

康
問
題
の
解
決
に
必
要
な
関
連
領
域
の
知
識・

技
能
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
、
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
口
で
い
う
ほ
ど

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
も
、
健
康
学
部
が
養
成
を
目
指

す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
備
え
た
人
材
と
は
、
個
人
の
心
身
の

健
康
の
み
な
ら
ず
、
地
域・

社
会・

企
業
と
連
携
し
て
、
地
域

や
組
織
や
社
会
の
問
題
も
解
決
で
き
る
高
度
人
材
で
あ
る
。
健
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康
学
部
が
対
象
と
す
る
学
問
領
域
も
、
分
子
生
命
科
学
か
ら
運

動
科
学
、
栄
養
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
経
済
学
、
統
計
学
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。「
文
理
融
合
」「
文
武
両
道
」
の
両
方
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

健
康
学
部
は
誕
生
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
見
本
も
手
本
も
な

い
。
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
り
、
教
職
員
は
学
生
と
共
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
専
門
性
を
深
め
な
が
ら
、
総
合
性
を
獲

得
す
る
教
育
研
究
を
実
践
す
べ
く
、
挑
戦
し
て
い
る
最
中
で	

あ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
健
康
学
部
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
こ
の
こ
と

を
学
生・

教
職
員
に
意
識
し
て
も
ら
う
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
い
る
（
図
表
１
）。
単
独
の
ハ
ー
ト
（
専
門
領
域
）
は
、
栄

養
、
運
動
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
（
社

会
科
学
）
を
意
味
し
て

い
る
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

が
有
機
的
に
つ
な
が
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｈ

（H
ealth

:

健
康
）
に
見

え
る
よ
う
設
計
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
Ｈ
（
健
康
）
に
は
な
ら
ず
、

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
が
埋
没
す
る

こ
と
な
く
極
ま
る
と
同
時
に
、
総
合
的
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
ぞ

れ
を
専
門
的
に
極
め
る
と
同
時
に
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
ず
、
健

康
問
題
の
解
決
の
た
め
に
ま
と
ま
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の

で
あ
る
。
東
海
大
学
の
校
旗
に
あ
る
ク
ロ
ス
（
愛
と
正
義
）
が

図
案
化
さ
れ
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
、
東
海
大
学
健
康
学
部
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。

■
３　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
健
康
概
念
を
踏
ま
え
て
、
健
康
を
専

門
的
か
つ
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
Ｔ
字
型
人
材
の
養
成

を
目
指
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
と
な
っ
て
い
る
（
図
表

２
）。

　

初
年
次
学
部
共
通
科
目
と
し
て
健
康
学
概
論
、
健
康
学
入
門

演
習
１・

２
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Ａ・

Ｂ
を
設
置
し
、
広
義

の
健
康
概
念
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
健
康
に
関
す
る
基
礎
知
識
や

技
法
を
修
得
し
、
体
験
型
学
習
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
現
場
（
地
域
、
国
際
）
に
お
け
る
健
康・

予
防
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
学
年
次
の
学
習
の

動
機
付
け
を
行
う
。
ま
た
、
低
学
年
次
で
は
、
広
義
の
健
康
概

図表１　健康学部のロゴマーク
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念
を
理
解
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
現
代
社
会
の
仕
組
み
に
関

す
る
科
目
と
、
心
と
体
の
仕
組
み
に
関
す
る
科
目
を
履
修
す
る
。

　

こ
う
し
た
基
礎
科
目
を
履
修
し
た
上
で
、
専
門
の
核
と
な
る

健
康
と
栄
養
に
関
す
る
科
目
群
、
健
康
と
運
動
に
関
す
る
科
目

群
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
科
目
群
の
ほ
か
、
問
題
解
決

の
技
法
（
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
科
目
群
）
と
し
て
、
相
談
援
助
技

法
、
デ
ー
タ
解
析
（
情
報
解
析
、
社
会
調
査
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

な
ど
）
に
関
す
る
科
目
を
、
学
生
は
希
望
に
応
じ
て
履
修
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
資
格
取
得
を
主
目
的
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
な
い
が
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
国
家
資
格

受
験
資
格
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
健
康
運
動
指
導

士
な
ど
の
資
格
も
取
得
可
能
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
専
門
演

習
、
卒
業
論
文
研
究
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
極
め
て
卒
業

し
、
希
望
す
る
進
路
に
進
む
。

　

学
部
全
体
と
し
て
養
成
す
る
人
材
像
は
前
述
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
栄
養
指
導
が
可
能
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
運
動
指
導
と
メ
ン
タ
ル
相
談
が
で
き
る
精
神
保
健

福
祉
士
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
働
く
行
政
職
員
、
健
康

経
営
で
活
躍
す
る
企
業
人
、
大
学
院
進
学
な
ど
多
様
な
キ
ャ
リ

ア
が
想
定
さ
れ
る
。

図表２　カリキュラム概念図（パンフレットから抜粋）

、
し
解
理
を
み
組
仕
の
会
社

む
育
を
点
視
な
様
多
の
め
た
の
決
解
・
見
発
題
課

「健康」の専門知識・技能を学ぶ

卒業論文・卒業研究 ■入学時から積み上げた力を仕上げる

現代社会の現状を捉える

現代社会の理解

精神・心理面から「健康」を捉える
メンタルヘルス

ソーシャルウェルネス
社会的な側面から「健康」を捉える

詳細なカリキュラムは
P.04-05へ

身体面から「健康」を捉える

健康と運動
栄養面から「健康」を捉える

健康と栄養

問題解決の実践・支援方法
ソリューション

独自のカリキュラム 確かな専門知識・技能とともに、課題解決に必要なネットワーク力やマネジメント力
を発揮し、健康社会の課題に総合的に対応することができる「 T字型能力」を育成。
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■
４　
今
後
の
展
望
―
気
が
付
い
た
ら
健
康
に

　

こ
こ
ま
で
学
部
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
を
述
べ
て
き

た
が
、
学
内・

外
の
関
係
者
の
協
力・

理
解
に
よ
り
、
施
設
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
で
も
健
康
を
意
識
し
た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
「
気
が
付
い
た
ら
健
康
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
校
舎
内
に
は
体
組

成
な
ど
の
デ
ー
タ
や
食
品
サ
ン
プ
ル
か
ら
栄
養
デ
ー
タ
を
手
軽

に
測
定
で
き
る
機
器
を
整
備
し
て
い
る
ほ
か
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
何
気
な
く
ス
ト
レ
ッ
チ
が
で
き
る
仕
掛

け
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
に
陥

る
可
能
性
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
造
作
、
健
康
チ
ェ
ア
、
元
気
に

な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
消
費
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
表
示
し
た
階
段
な

ど
を
随
所
に
設
け
て
い
る
（
図
表

３
）。

　

健
康
学
部
の
学
生
が
入
学
か
ら

卒
業
ま
で
の
間
、
自
分
自
身
の
健

康
状
態
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、

ウ
ェ
ラ
ブ
ル
端
末
を
通
じ
て
脈
拍

や
睡
眠
時
間
、
食
生
活
を
記
録
し

た
り
、
体
重
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
基
礎
代

謝
量
、
骨
密
度
、
筋
肉
量
な
ど

の
情
報
を
蓄
積・

活
用
す
る
こ

と
も
可
能
に
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
含
め

て
大
学
関
係
者
全
員
の
健
康
を

考
え
る
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
行
政・

企
業
な
ど
と

の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　

健
康
は
健
康
学
部
だ
け
に
関

係
す
る
テ
ー
マ
で
は
な
く
、
医

学
部
、
工
学
部
、
情
報
理
工
学

部
、
文
化
社
会
学
部
、
体
育
学

部
な
ど
他
学
部
の
学
び
と
も
密

接
に
関
係
し
て
い
る
。
将
来
的

に
は
、
健
康
学
部
が
学
内
外
の
ハ
ブ
機
能
を
果
た
し
、
東
海
大

学
や
周
辺
地
域
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

東
海
大
学
に
行
け
ば
健
康
に
関
す
る
情
報
が
何
で
も
揃
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
」
の
よ
う
な
大
学
、
健
康
偏
差
値
日
本
一
の
大
学
を
目
指
し

た
い
。

図表３　廊下でロコモチェック

図表４　健康学部の１期生と教職員（新入生ガイダンスにて）
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１　
大
学
の
前
身

　

西
南
学
院
は
、
１
９
１
６
年
に
米
国
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
派
の
宣

教
師
Ｃ・

Ｋ・

ド
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
教
育
理

念
に
据
え
る
男
子
中
学
校
と
し
て
福
岡
市
に
創
設
さ
れ
た
。
当
時

は
、
県
内
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
教
男
子
校
で
あ
っ
た
。

　

５
年
後
の
１
９
２
１
年
４
月
、
専
門
学
校
令
に
よ
り
、
卒
業
生

を
受
け
入
れ
る
上
級
学
校
と
し
て
高
等
学
部
（
４
年
制
）
が
開
設

さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
大
学
の
母
体
に
当
た
る
。
こ
の
高
等
学

部
は
文
科
と
商
科
の
２
学
科
を
も
っ
て
発
足
し
、
２
年
後
に
は
神

学
科
（
５
年
制
）
を
増
設
。
１
９
３
５
年
に
文
科
を
英
文
科
、
商

科
を
高
等
商
業
科
と
改
称
し
、
修
業
年
限
も
３
年
制
と
し
た
。
神

学
科
は
そ
の
前
年
に
い
っ
た
ん
中
断
し
、
１
９
３
５
年
４
月
に
再

開
し
た
が
、
１
９
３
８
年
に
は
西
南
学
院
の
組
織
か
ら
独
立
し
て

い
る
。
軍
靴
の
響
き
が
聞
こ
え
始
め
る
１
９
４
０
年
４
月
、
学
院

創
立
者
の
妻
で
あ
り
、
自
身
も
宣
教
師
で
あ
っ
た
モ
ー
ド・

Ｂ・

ド
ー
ジ
ャ
ー
は
、
西
南
学

院
か
ら
ほ
ど
近
い
地
行
の

地
に
２
年
制
の
西
南
保
姆

学
院
を
設
立
し
た
。
こ
れ

が
現
在
の
大
学
人
間
科
学

部
児
童
教
育
学
科
の
前
身

で
あ
る
。
当
時
、
こ
の
学

校
は
神
戸
以
西
の
西
日
本

地
域
に
お
け
る
唯
一
の
保

母
養
成
機
関
で
あ
っ
た
。

　

１
９
４
１
年
、
日
米
関

係
の
悪
化
に
よ
り
、
全
教

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

金
丸 

英
子
●
西
南
学
院
大
学
神
学
部
長
、
教
授
、
百
年
史
編
纂
委
員
長

大
学
と
学
院
創
立
１
０
０
周
年

創立当時の西南学院本館
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員
の
３
分
の
１
を
占

め
て
い
た
宣
教
師
が

帰
米
し
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド＊か
ら
の
支

援
も
途
絶
え
た
。
開

戦
後
の
１
９
４
３
年

に
は
、
学
徒
出
陣
に

よ
っ
て
高
等
学
部
学
生
は
繰
り
上
げ
卒
業
に
よ
っ
て
戦
地
へ
赴
き
、

中
学
部
生
徒
は
勤
労
動
員
に
駆
り
出
さ
れ
る
な
ど
、
ほ
か
の
多
く

の
学
校
と
同
様
に
、
否
応
な
く
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
行
っ

た
。
同
年
、
文
部
省
か
ら
、
西
南
学
院
高
等
学
部
、
福
岡
高
等
商

業
学
校
（
現
福
岡
大
学
）、
九
州
専
門
学
校
（
現
九
州
国
際
大
学
）

の
３
校
統
合
が
勧
告
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
西
南
学
院
に
と
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し
て
の
存
否
に
関
わ
る
一
大
事
で
あ
り
、
ひ

い
て
は
高
等
学
部
の
消
滅
を
も
意
味
し
た
た
め
、
学
院
関
係
者
は

粘
り
強
く
抵
抗
し
た
。
結
果
的
に
統
合
は
免
れ
た
も
の
の
、
そ
の

代
償
と
し
て
英
文
科
は
廃
止
、
高
等
商
学
科
の
定
員
も
半
減
さ
れ

た
。
校
名
の
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
高
等
学
部
は
西
南
学
院
経

済
専
門
学
校
、
西
南
保
姆
学
院
は
福
岡
保
育
専
攻
学
校
と
し
て
敗

戦
の
年
ま
で
生
き
延
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。

	

＊	

宣
教
師
を
派
遣・

支
援
す
る
「
外
国
伝
道
局
」

２　
新
制
大
学
と
し
て
の
歩
み

　

１
９
４
５
年
、
敗
戦
に
よ
っ
て
戦
争
が
終
結
す
る
と
、
国
内
で

は
教
育
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
新
し
い
教
育
体
系
が
導
入
さ
れ
た

た
め
、
西
南
学
院
も
新
制
大
学
へ
舵
を
切
る
こ
と
に
し
た
。
翌
年

４
月
、
戦
時
中
は
西
南
学
院
経
済
専
門
学
校
と
称
し
て
い
た
旧
高

等
商
学
科
は
、
英
文
科
と
経
済
科
を
擁
す
る
西
南
学
院
専
門
学
校

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
続
い
て
神
学
科
も
復
活
し
、

英
文
科
の
復
活
と
と
も
に
、
学
内
に
は
新
し
い
日
本
の
高
等
教
育

を
担
う
希
望
と
気
概
が
満
ち
た
。
１
９
４
７
年
に
は
、
西
南
学
院

大
学
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、
翌
年
７
月
に
大
学
設
置
認
可

申
請
を
行
い
、
西
南
学
院
大
学
学
芸
学
部
と
し
て
の
認
可
を
受
け

た
。
そ
し
て
１
９
４
９
年
４
月
、
新
制
大
学
と
し
て
の
歴
史
が
始

ま
っ
た
。
初
代
学
長
に
は
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
派
宣
教
師
Ｗ・

Ｍ・

ギ
ャ
ロ
ッ
ト
が
就
任
し
、
１
学
部
３
専
攻
（
神
学
、
英
文
学
、
商

学
）
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
併
せ
て
、
１
９
５
０
年
に
は
、
戦
時
中

の
福
岡
保
育
専
攻
学
校
が
西
南
学
院
大
学
短
期
大
学
部
児
童
教
育

科
と
改
称
し
て
、
大
学
の
一
部
と
し
て
加
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
教
育
組
織
の
運
営
の
中
心
的
な
会
議
体
と
し
て
の
教

授
会
や
、
教
員
の
研
究
奨
励
の
た
め
の
学
術
研
究
会
が
確
立・

整

備
さ
れ
（
１
９
４
２
～
１
９
５
２
年
）、
全
国
の
主
要
私
立
大
学
と

学校から軍事教練に出かける学生
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の
情
報
交
換・

連
帯
の
た
め

に
日
本
私
立
大
学
連
盟
に
加

盟
し
（
１
９
５
３
年
）、
学

部・

学
科
の
増
設
と
定
員
増

を
果
た
し
て
、
念
願
の
文
科

系
総
合
大
学
と
し
て
の
基
盤

が
整
備
さ
れ
た
（
１
９
５
３

～
１
９
６
９
年
）。
大
学
紛

争
の
痛
手
が
残
る
１
９
６
０

年
代
後
半
に
は
、
大
学
の
将

来
像
が
検
討
さ
れ
、
教
育
の

質
的
高
度
化
と
専
門
化
を
目
指
し
て
大
学
院
研
究
科
の
設
置
が
進

め
ら
れ
た
。

　

新
世
紀
を
間
近
に
控
え
た
１
９
８
０
年
代
後
半
以
降
、
国
際
化

時
代
の
到
来
を
見
越
し
て
、
さ
ら
な
る
学
部・

学
科
の
充
実
が
目

指
さ
れ
た
（
１
９
８
５
～
２
０
０
０
年
）。
経
済
学
部
経
済
学
科
に

お
け
る
国
際
経
済
学
専
攻
の
増
設
、
法
学
部
に
お
け
る
国
際
関
係

法
学
科
の
増
設
、
国
際
文
化
学
科
に
お
け
る
博
物
館
学
芸
員
課
程

の
設
置
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
文
化
学
科
の
学

部
昇
格
も
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

学
内
に
は
、
21
世
紀
に
お
け
る
大
学
像
を
模
索
す
る
た
め
の
専

門
部
署
で
あ
る
「
教
育・

推
進
機
構
大
学
」
が
創
設
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
少
子
化
に
よ
る
受
験
者
数
の
減
少
、
経
済
の
低
迷
な
ど
の

社
会
的
諸
条
件
の
悪
化
、
私
立
大
学
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助
金

支
給
基
準
の
厳
格
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
、

施
設
設
備
な
ど
の
拡
充
や
組
織
管
理
体
制
の
充
実
を
図
り
、
大
学

全
体
の
質
的
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
文
部
科
学

省
の
科
研
費
獲
得
や
、
研
究・

教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
企
画・

実
施
を
支
援・

推
進
す
る
。
こ
れ
に
連
動
し
て
、２
０
０
３
年
に
副

学
長
制
が
導
入
さ
れ
、
現
在
２
名
の
副
学
長
（
総
務
担
当
、
教
育

研
究
担
当
）
が
大
学
運
営
全
般
に
関
し
て
学
長
を
補
佐
し
て
い
る
。

３�　
教
育
理
念
と
し
て
の
建
学
の
精
神�

　

―
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
人
格
形
成

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
開
学
し
た
西
南
学
院
の
建
学
の

精
神
は
、
創
立
者
の
遺
訓
「
西
南
よ
、
キ
リ
ス
ト
に
忠
実
な
れ
」

で
あ
る
。
建
学
の
精
神
の
堅
持
と
涵
養
は
、
開
学
当
初
か
ら
常
に

本
質
的
な
課
題
で
あ
り
、
ま
た
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う

に
、
西
南
学
院
は
、
先
の
戦
争
中
、
当
時
の
国
家
政
策
に
追
従
し

て
学
内
で
軍
事
教
練
を
行
い
、
御
真
影
を
掲
げ
、
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
国
の
戦
争
に
協
力
し
、
学
生
を
学
徒
出
陣
に
よ
っ
て
戦
地

へ
送
り
出
し
た
負
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
新
制
大
学
と
し
て
の

新生大学当時の校舎
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再
出
発
に
は
、
こ
の
過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、
建
学
の
精
神

に
基
づ
い
た
教
育
を
行
う
決
意
が
あ
っ
た
。

　

宗
教
的
な
響
き
を
放
つ
こ
の
建
学
の
精
神
は
、
大
学
教
育
の
場

で
ど
の
よ
う
に
折
り
合
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
物
事

の
真
理
の
探
究
を
旨
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
場
で
あ
る
大
学
で

は
、「
神
の
存
在
」
も
自
明
の
前
提
と
せ
ず
、
批
判
的
な
姿
勢
で
真

理
を
追
求
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。「
宗
教
と
教
育
は
衝
突
す
る

か
否
か
」。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
お
い
て
、
自
ら
の
教
育

理
念
を
考
え
る
と
き
に
宿
命
と
も
い
え
る
本
質
的
な
問
い
で
あ
る
。

　

多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
西
南
学
院

大
学
で
も
こ
の
問
い
に
対
す
る
取
り
組
み
は
容
易
で
は
な
い
。
こ

の
課
題
に
つ
い
て
、
西
南
学
院
に
は
、
開
学
以
来
貫
か
れ
て
い
る

２
本
の
柱
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
学
と
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
で
あ
る
。

現
在
で
も
大
学
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
学
は
全
学
生
の
必
修
科
目
で

あ
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
は
自
由
出
席
で
あ
る
た
め
、

学
生
は
、
あ
る
意
味
、
こ
の
両
者
の
緊
張
を
は
ら
ん
だ
環
境
の
中

で
大
学
の
教
育
理
念
を
具
体
的
に
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
そ
こ
に
お
い
て
こ
そ
、「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
使
命
と
し
て
の

人
格
形
成
」
と
い
う
西
南
学
院
大
学
の
教
育
目
標
の
真
骨
頂
の
発

揮
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
緊
張
の
中
で
、「
西
南
よ
、
キ
リ
ス
ト
に

忠
実
な
れ
」
と
い
う
宗
教
色
の
濃
い
建
学
の
精
神
は
、
時
々
の
時

代
の
思
潮
と
社
会
の
要
請
と
い
う
波
に
よ
っ
て
、
常
に
そ
の
意
味

と
「
立
ち
方
（
ま
た
は
「
姿
勢
」）」
を
問
わ
れ
、
問
い
直
し
を
迫

ら
れ
る
。
こ
れ
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
学
教
育
に
お
い

て
、
学
部
教
育
の
理
念
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
宗
教
性
を
ま
と
う
建

学
の
精
神
が
ど
の
よ
う
に
根
を
下
ろ
し
、
反
映
さ
れ
得
る
か
に
つ

い
て
も
、
避
け
ら
れ
な
い
問
い
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
と
挑
戦
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
チ
ャ
ペ
ル

ア
ワ
ー
と
キ
リ
ス
ト
教
学
の
２
本
柱
の
実
施
は
、
大
学
の
歩
み
の

中
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を
経
験
し
、
工

夫
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
学
院
と
し
て
、
全
学
生
と
教
職
員
に
よ

る
毎
朝
の
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
は
創
立
以
来
の
伝
統
で
あ
り
、
新
制

大
学
と
な
っ
て
も
し
ば
ら
く
の
間
は
継
承
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
大
学
全
体
の
時
間
枠
の
中
で
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
の
獲
得
が

次
第
に
問
題
と
な
り
、
そ
れ
を
巡
っ
て
数
々
の
試
行
錯
誤
が
試
み

ら
れ
て
き
た
。
現
在
、
開
催
の
日
数
と
時
間
こ
そ
従
来
に
比
べ
て

縮
小
さ
れ
た
も
の
の
、
週
３
回
、
午
前
中
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー

（
１
限
目
と
２
限
目
の
間
の
25
分
間
）
に
お
け
る
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー

は
、
学
内
で
市
民
権
を
得
て
い
る
と
理
解
す
る
。

４　
建
学
の
精
神
と
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

西
南
学
院
は
、
２
０
１
６
年
５
月
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
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た
。
こ
れ
を
機
に
、「
西
南
学
院
の
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
６
―
２
０
２

５
」
と
銘
打
つ
中
長
期
計
画
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
大
学
は
、

「
平
和
を
つ
く
り
だ
す
人
間
教
育
、
隣
人
愛
の
理
解
と
実
践
、
奉
仕

の
精
神
を
持
っ
て
社
会
を
先
導
す
る
人
間
の
形
成
」、「
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
引
き
出
す
教
育
力
の
充
実
、
総
合
的
な
『
知
』
を
施

行
し
た
教
育
機
会
の
提
供
、
社
会
を
先
導
し
、
社
会
へ
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
研
究
機
能
の
充
実・

強
化
」
を
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
挙
げ
た
。
２
０
１
９
年
３
月
に
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る

『
西
南
学
院
百
年
史
』
に
、
学
長
Ｋ・
Ｊ・

シ
ャ
フ
ナ
ー
は
「
大	

学
の
課
題
と
展
望
」
と
題
し
た
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
中	

で
、
前
記
の
大
学
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
歴

代
学
長
の
言
葉
を
援
用
し
て
、
21
世
紀
の
西
南
学
院
大
学
の
核
心

的
課
題
と
目
標
、
お
よ
び
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　

18
歳
人
口
減
の
中
で
、
文
部
科
学
省
は
、
文
化
系
学
部
が

専
門
性
に
欠
け
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
な
い
、
役
に

立
た
な
い
と
称
し
て
、
そ
の
規
模
を
全
国
的
に
縮
小
す
る
傾

向
で
あ
る
。
し
か
し
「
役
に
立
つ
」
教
育
と
は
一
体
ど
ん
な

教
育
だ
ろ
う
か
。
す
ぐ
に
役
立
つ
情
報
や
知
識
は
時
間
と
と

も
に
劣
化
す
る
の
も
早
い
と
い
う
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
経

験
か
ら
知
っ
て
い
る
。
文
系
の
学
問
と
は
、
す
ぐ
に
役
に
立

つ
こ
と
は
な
く
て
も
、
人
生
の
基
本
指
針
を
示
し
、
そ
の
基

盤
づ
く
り
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
年
、
社

会
の
成
熟
化
と
と
も
に
経
済
格
差
は
縮
小
す
る
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
社
会
の
対
立
を
深
め
て
い

る
。
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
異
文
化
の
国
か
ら
来
た
難

民
た
ち
へ
の
寛
容
さ
は
、
深
ま
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
狭
隘
化

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
満
や
誤
解
が
生
む
対
立
や
紛
争
の

中
に
あ
っ
て
、
大
学
卒
業
生
の
「
平
和
を
作
り
出
す
力
」
を

発
揮
す
る
余
地
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

大
学
教
育
に
期
待
さ
れ
る
「
卒
業
生
の
平
和
を
作
り
出
す
力
」

を
育
む
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
西
南
学
院
創
立
百

周
年
に
当
た
っ
て
の
平
和
宣
言

―
西
南
学
院
の
戦
争
責
任・

戦
後

責
任
の
告
白
を
踏
ま
え
て
」
の
採
択
と
公
表
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

こ
と
は
、
旧
制
専
門
学
校
時
代
の
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
が
、
創
部

80
周
年
記
念
の
部
史
編
纂
の
作
業
過
程
で
発
見
し
た
史
実
に
端
を

発
す
る
。
こ
の
Ｏ
Ｂ
は
、
編
纂
の
た
め
に
古
い
資
料
を
調
べ
る
う

ち
に
、
ラ
グ
ビ
ー
部
員
を
含
む
多
く
の
西
南
学
院
の
学
生
、
卒
業

生
が
学
徒
出
陣
に
よ
っ
て
戦
地
に
赴
き
、
戦
死
し
て
い
る
事
実
を

目
の
当
た
り
に
し
、
驚
愕
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
独
自
に
追
跡
調

査
を
行
い
、
２
０
１
０
年
、
こ
の
調
査
結
果
を
携
え
て
、
当
時
の

寺
園
喜
基
院
長
に
、
学
院
主
催
で
学
院
関
係
の
戦
死
者
の
た
め
の
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追
悼
式
を
進
言
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
議

体
で
議
論
を
重
ね
る
う
ち
に
、「
西
南
学
院
と
戦
争
」
と
い
う
課
題

が
浮
か
び
上
が
り
、
結
果
的
に
、
２
０
１
３
年
６
月
、
学
院
主
催

で
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
か
ら
受
け
た
課

題
を
教
育
機
関
と
し
て
の
学
院
全
体
が
負
う
べ
き
も
の
と
す
る
た

め
に
、
学
院
の
戦
争
責
任
の
告
白
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
０
１
６
年
５
月
の
学
院
創
立
１
０
０
周
年
に
は
、
告
白
文
の
公

表
を
行
い
、
そ
の
後
、
告
白
文
作
成
の
過
程
を
記
録
し
た
小
冊
子

「
西
南
よ
、
キ
リ
ス
ト
に
忠
実
な
れ

―
西
南
学
院
創
立
百
周
年
に

当
た
っ
て
の
平
和
宣
言
」（
Ａ
６
版
、
34
ペ
ー
ジ
）
を
刊
行
し
た
。

　

こ
の
告
白
文
に
は
、
先
の
戦
時
中
に
、「
学
生
を
戦
場
に
送
る
」

と
い
う
、
教
育
機
関
と
し
て
の
致
命
的
な
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
決
意
と
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
告
白
文
起
草
に
当
た
っ

て
は
、
教
職
員
を
巻
き
込
ん
で
起
草
委
員
会
や
作
業
部
会
が
設
立

さ
れ
、
大
学
内
部
で
も
議
論
の
機
会
が
持
た
れ
た
。
宣
言
文
の
低

層
通
音
は
、「
学
生
を
出
陣
さ

せ
、
彼
ら
の
い
の
ち
を
死
に
至

ら
し
め
、
他
国
の
人
々
を
殺
す

こ
と
を
是
認
し
た
」
学
院
の
責

任
の
謝
罪
と
、
戦
後
の
学
院
の

歩
み
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
そ
れ

を
告
白
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る

反
省
で
あ
る
。
そ
の
上
に
立
っ
て
、

学
生
や
教
職
員
自
身
が
、「『
平
和
を

実
現
す
る
人
々
』
の
祝
福
の
中
に
生

き
る
者
と
な
る
」
と
い
う
決
意
が
宣

言
文
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
決
意
は
、
１
９
４
９
年
４
月

に
新
制
大
学
と
し
て
出
発
し
た
時
の
、

新
た
な
教
育
を
行
う
決
意
と
響
き
合

う
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
百
年
史

に
寄
せ
た
シ
ャ
フ
ナ
ー
学
長
の
、
学

ぶ
者
が
「
平
和
を
作
り
出
す
力
」
を

育
ま
れ
、
そ
れ
を
蓄
え
て
、
発
揮
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
教
育
を
目
指

す
「
21
世
紀
の
西
南
学
院
大
学
の
核

心
的
課
題
と
目
標
、
お
よ
び
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
目
標
の
一
つ
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
西

南
学
院
大
学
が
、「
建
学
の
精
神
」
に
養
わ
れ
る
「
精
神
性
」
を
た

た
え
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
。
確
か
に
達
成
困
難
な
テ
ー
マ
で
は
あ
る

が
、
善
戦
に
値
す
る
挑
戦
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

学院旧本館を改装した大学博物館
福岡市の有形文化財に指定されている学院創立百周年記念事業の新大学図書館
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

設
置
目
的
と
施
設
の
概
要

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学・

蒜ひ
る

山ぜ
ん

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
、

１
９
７
６
年
９
月
、
本
学
の
目
指
す
全
人
教
育
の
一
助
と
し
て
、

美
し
い
自
然
環
境
の
中
で
お
互
い
が
起
居
を
共
に
し
な
が
ら
心
身

を
陶
冶
し
、
研
修
お
よ
び
課
外
活
動
の
成
果
を
い
っ
そ
う
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
西
の
軽
井
沢
と
呼
ば
れ
る
蒜
山
（
岡
山
県

真
庭
市
）
の
地
に
建
設
さ
れ
た
。
外
観
は
山
小
屋
風
の
２
階
建
で
、

研
修
室
、
厨
房
付
食
堂
、
洋
室
４
、
和
室
８
、
教
官
室
３
、
浴
室
、

ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
か
ら
な
り
、
建
設
当
初
は
48
名
の
宿
泊
が
可
能
で

あ
っ
た
。「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
入
る
人
が
毎
日
の
忙
し
い
生

活
か
ら
し
ば
し
逃
れ
、
都
会
の
中
で
失
い
が
ち
な
大
切
な
も
の
を

取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ

こ
に
数
日
を
過
ご
し
、
こ
こ
を
去
る
人
の
心
に
幸
せ
が
あ
る
よ
う

に
」
と
い
う
シ
ス
タ
ー
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
厚
生
施
設
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
１
９
８
１
年
３
月
に
別
館
、
同
窓
会
山
荘
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
増
設
さ
れ
、
現
在
は
敷
地
面
積
５
万
５
６
２
２
平
方
メ
ー

ト
ル
、
研
修
施
設
２
室
、
宿
泊
施
設
３
棟
、
収
容
人
数
２
２
０
名

の
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
と
し
て
和
室
と
洋
室
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
部
屋
の
広
さ
に
よ
っ
て
宿
泊
費
は
異
な
り
、
学

生
と
卒
業
生
お
よ
び
教
職
員
は
１
０
０
０
～
１
５
０
０
円
、
附
属

校・

姉
妹
校
の
生
徒
等
関
係
者
は
１
５
０
０
～
２
０
０
０
円
、
一

般
利
用
者
は
２
５
０
０
～
３
３
０
０
円
と
、
比
較
的
利
用
し
や
す

い
料
金
体
系
に
な
っ
て
い
る
。

２　

利
用
状
況

⑴　

大
学
関
係
者�

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
新
入
生
合
宿
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ゼ

ミ
合
宿
な
ど
の
教
育
研
究
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学

生
、
卒
業
生
、
教
職
員
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
、
４
月
の
入
学
式
の
翌
々
日
か
ら
お
よ
そ
１
週
間
、
５
学

科
の
１
泊
２
日
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。
新

入
生
は
、
窓
か
ら
白
樺
の
木
々
を
眺
め
な
が
ら
、
学
科
の
教
員
や

高
原
の
美
し
い
自
然
環
境
の
中
で

研
修
を

［
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
］

本
保 
恭
子
●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

学
務
部
長
、
人
間
生
活
学
部
教
授

《
厚
生
施
設
編
》
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引
率
の
４
年
生
の
先
輩
か
ら
履
修
指
導
を
受
け
、
学
科
の
特
徴
の

説
明
を
聞
く
。
そ
し
て
、
県
北
の
や
や
冷
た
く
澄
ん
だ
空
気
を
肌

に
感
じ
な
が
ら
蒜
山
の
麓
や
近
く
の
冷
泉
を
散
策
し
、
夕
食
に
蒜

山
お
こ
わ
を
食
し
て
親
睦
を
図
る
。
か
つ
て
、
寒
冷
の
年
に
は
雪

が
残
っ
て
い
て
雪
合
戦
を
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
近
年
は
雪
ど
け

が
早
く
、
こ
の
よ
う
な
自
然
に
は
出
合
え
な
く
な
っ
た
。
２
０
１

８
年
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
桜
の
木
に
、
膨
ら
ん
だ
つ
ぼ
み
と

開
き
か
け
た
花

を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

蒜
山
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
開
設
以

来
、
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る
。

　

５
月
、
県
南

か
ら
少
し
遅
れ

て
新
緑
が
最
も

美
し
い
時
期
を

迎
え
る
と
、
卒

業
生
や
教
職
員

の
休
養
と
散

策
、
登
山
の
足
場
と
し
て
の
利
用
が
始
ま
る
。
６
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
附
属
小
学
校
の
山
の
学
校
、
姉
妹
中
学
校
の
林
間
学
校
、

ゼ
ミ
合
宿
な
ど
、
続
け
ざ
ま
に
予
約
が
入
る
。
日
常
の
喧
騒
か
ら

逃
れ
、
静
寂
な
自
然
環
境
の
中
で
原
稿
を
執
筆
す
る
教
員
も
い
る
。

卒
業
生
が
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
が
天
体
観
測
に
利
用
し
た
年
も
あ
っ

た
。
利
用
の
ほ
ぼ
８
～
９
割
が
、
こ
の
期
間
に
集
中
し
て
い
る
。

⑵　
「
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
」
を
提
供

　

県
内
外
の
一
般
利
用
者
、
福
祉
施
設
や
学
校
関
係
の
課
外
活
動

や
教
育
研
究
の
合
宿
地
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
、
カ

ト
リ
ッ
ク
関
係
者
に
よ
る
研
修
会
や
黙
想
会
、
児
童
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
研
修
会
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
１
８
年
の
１
月

に
は
、
一
面
の
雪
景
色
の
中
で
、
延
べ
１
０
０
名
余
り
の
保
育
園

児
の
キ
ャ
ン
プ
活
動
が
行
わ
れ
た
。
２
０
１
７
年
は
、
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
（
登
山
）
の
本
部
と
し
て
、
複
数
回
に
わ
た
っ

て
多
く
の
高
校
生
や
関
係
者
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
学
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
開
か
れ
た
大
学
の
蒜
山
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
」
と
し
て
、
い
っ
そ
う
地
域
社
会
と
の
交
流
に
力
を
注
ぎ
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
こ
の
施
設
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

蒜山セミナーハウス
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
有
名
な
軽
井

沢
。
本
学
の
軽
井
沢
研
修
所
は
、
浅

間
山
の
南
に
開
け
た
避
暑
地
と
し
て

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
、
こ

の
静
か
な
高
原
の
町
に
あ
る
。
周
辺

に
は
白
糸
の
滝
、
竜
返
し
の
滝
、
追

分
宿
な
ど
の
名
所
や
、
美
術
館
、
文

学
碑
な
ど
が
あ
り
、
散
策
す
る
の
も

楽
し
い
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
宿
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

教
職
員
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
研
修
所
は
、

洋
室
３
部
屋
、
和
室
９
部
屋
、
定
員

48
名
、
２
階
建
て
で
あ
り
、
森
林
に

囲
ま
れ
た
ゆ
っ
た
り
と
し
た
佇
ま
い
の
中
に
あ
る
。
ま
た
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
２
面
が
完
備
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
爽
や

か
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
も
で
き
る
。
夕
食
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
、
シ
ェ
フ
の
味
は
格
別
で
あ
る
。
近
隣
に
は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

も
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た 

軽
井
沢
研
修
所

［
立
正
大
学
］

工
藤 

宣
弘
●
立
正
大
学
学
生
部
長

《
厚
生
施
設
編
》
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第383号

第380号

（2018年11月発行）

（2018年5月発行）

【特集】

大学は自然災害とどう向き合うか

【特集】

大学図書館最新事情

奇数月20日（年6回）刊行

●WEBサイトにて、全文無料公開中
※第324号（2009年１月発行）から
　�詳細は
　http://daigakujihou.shidairen.or.jp/

【座談会】
地方自治体と大学の就職
に関する協定締結による
地域活性化への期待
【インタビュー】
石村 一枝氏（株式会社石
村萬盛堂専務）

【座談会】
私立大学における女性の
キャリア形成
【インタビュー】
北 義則氏（株式会社トーカ
堂代表取締役）

UNIVERSITY  CURRENT  REVIEW

第381号 （2018年7月発行）

【特集】

留学（海外送り出し）に伴う
問題への取り組み

【座談会】
未来を先導する私立大学
の将来像
【インタビュー】
冨田 洋之氏（順天堂大学
スポーツ健康科学部准教授、
体操競技部コーチ）

第382号 （2018年9月発行）

【特集】

自校史と大学博物館

【座談会】
IRの実践の現状
【インタビュー】
善竹富太郎氏（大蔵流狂
言師）

3
8
3
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年11月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

2018年4月グランドオープンの新教室棟「慶
きょう

聞
もん

館
かん

」（中央）（大谷大学）

No.383

2018

隔月刊

11

特集　大学は自然災害とどう向き合うか
座談会　�地方自治体と大学の就職に関する協定締結による�

地域活性化への期待
小特集　�魅力ある大学院をどうつくるか
明日への試み　跡見学園女子大学　わが大学史の一場面　芝浦工業大学
加盟校の幸福度ランキングアップ
　上智学院／共立女子学園／創価大学
クローズアップ・インタビュー　株式会社�石村萬盛堂 専務　石村 一枝さん

3
8
0
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

大
学
図
書
館
最
新
事
情

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年5月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

学生地域連携推進委員会（通称：つなGirl）
尼崎ご当地野菜「尼いも」ゆるきゃらイラスト選手権の表彰式にて（園田学園女子大学）

No.380

2018

隔月刊

5

特集　大学図書館最新事情
座談会　私立大学における女性のキャリア形成
小特集　�海外留学体験の効果測定に対する取り組み�
－海外短期派遣プログラムを中心に－

明日への試み　広島女学院大学
わが大学史の一場面　大阪薬科大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中央大学／明治大学／東海大学
クローズアップ・インタビュー
� 株式会社トーカ堂代表取締役　北 義則さん

3
8
1
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

留
学（
海
外
送
り
出
し
）に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年7月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

「３年次演習（日本近世文学）Ⅰ」の授業（東京女子大学）

No.381

2018

隔月刊

7

特集　�留学（海外送り出し）に伴う�
問題への取り組み

座談会　未来を先導する私立大学の将来像
小特集　�海外大学とのダブルディグリー・プログラムの現状と効果
明日への試み　聖学院大学
わが大学史の一場面　成城大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　皇學館大学／聖学院大学／西南学院大学
クローズアップ・インタビュー
� 順天堂大学スポーツ健康科学部准教授、体操競技部コーチ　冨田 洋之さん

3
8
2
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

自
校
史
と
大
学
博
物
館

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年9月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

創立90周年記念事業の一環として整備された御井キャンパスのシンボルとなる御井本館（左奥）（久留米大学）

No.382

2018

隔月刊

9

特集　自校史と大学博物館
座談会　ＩＲの実践の現状
小特集　�新入生イベントの今
明日への試み　大谷大学
わが大学史の一場面　東洋大学
加盟校の幸福度ランキングアップ
　松山東雲女子大学／成蹊大学／清泉女子大学
クローズアップ・インタビュー
� 大蔵流狂言師　善竹 富太郎さん
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攻
撃
は
１
人
、守
備
は
７
人
、守
備
で
も 

得
点
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ポ
ー
ツ
。

川
島　
本
日
は
、
日
本
を
代
表
す
る
カ
バ
デ
ィ
選

手
と
し
て
長
く
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
新
田
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

　

新
田
さ
ん
、
カ
バ
デ
ィ
と
い
う
と
、「
カ
バ
デ
ィ
、

カ
バ
デ
ィ
」
と
言
い
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
と
い
う

く
ら
い
し
か
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

新
田　
え
え
、
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
方
は
、
全
員

が
「
カ
バ
デ
ィ
、
カ
バ
デ
ィ
」
と
言
う
と
思
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

カ
バ
デ
ィ
は
１
チ
ー
ム
が
７
人
で
、
攻
撃
と
守

備
を
交
代
し
な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
す
。
攻
撃
側
の

選
手
１
人
が
相
手
の
コ
ー
ト
へ
入
っ
て
い
っ
て
、

「
カ
バ
デ
ィ
、
カ
バ
デ
ィ
」
と
言
い
な
が
ら
守
備
側

の
７
人
の
う
ち
の
誰
か
に
タ
ッ
チ
し
て
自
陣
に
戻

る
。
そ
う
す
る
と
、
触
れ
た
人
数
の
分
だ
け
得
点

に
な
り
ま
す
。
３
人
に
タ
ッ
チ
し
て
自
陣
に
戻
れ

ば
３
点
に
な
り
、
タ
ッ
チ
さ
れ
た
選
手
は
ド
ッ
ジ

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

カ
バ
デ
ィ　

日
本
代
表
選
手

新
田�

晃
千
さ
ん
に
聞
く

に
っ
た・

て
る
か
ず

埼
玉
県
出
身
、
大
正
大
学
卒
。

高
校
時
代
は
レ
ス
リ
ン
グ
部

に
所
属
。
大
正
大
学
入
学 

後
、
日
本
代
表
に
な
れ
る
と

勧
誘
さ
れ
て
カ
バ
デ
ィ
部
に

入
部
し
、
競
技
生
活
を
始
め

た
。
’０２ ・
’０６ 
年
の
ア
ジ
ア
競
技

大
会
で
は
主
将
を
務
め
、’１０ 
年

大
会
で
は
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
’１４ ・

’１８ 
年
の
ア
ジ
ア
競

技
大
会
に
も
選
手
と
し
て
出

場
し
た
。

聞
き
手 

川
島 

葵
さ
ん
●
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
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ボ
ー
ル
の
よ
う
に
コ
ー
ト
の
外
に
出
な
く
て
は
い

け
な
い
た
め
、
残
り
の
４
人
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
交
互
に
繰
り
返
し
な
が
ら

得
点
を
競
い
ま
す
。

　

守
備
側
は
、
攻
撃
の
選
手
を
タ
ッ
ク
ル
し
て
捕

ま
え
て
戻
れ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
点
が
入
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
お
そ
ら
く
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
と
最
も
異

な
る
点
で
あ
り
、
守
備
で
も
得
点
で
き
る
の
で
す
。

極
端
に
い
う
と
、
守
備
だ
け
で
得
点
し
て
勝
つ
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
う
い
う
競
技
は
、
ほ
か
に
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川
島　
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
ね
。「
カ
バ
デ
ィ
、

カ
バ
デ
ィ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
攻
撃
の
選
手

１
人
だ
け
な
の
で
す
ね
。
競
技
の
動
画
を
見
た
と

こ
ろ
、
鬼
ご
っ
こ
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が

含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
の
経
験
が
あ
る
人
は
、
カ
バ
デ
ィ
に
向
い

て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

新
田　
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
も
俊
敏
性
が
必
要
で

す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
や
レ
ス
リ
ン
グ
と
い
っ
た
タ
ッ

ク
ル
系
の
競
技
経
験
が
あ
る
人
は
デ
ィ
フ
ェ
ン

ダ
ー
（
守
備
）
に
向
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

オ
フ
ェ
ン
ス
（
攻
撃
）
は
相
手
に
近
付
き
す
ぎ
る

と
捕
ま
っ
て
し
ま
う
し
、
離
れ
て
い
て
は
タ
ッ
チ

で
き
な
い
。
相
手
と
の
間
合
い
が
重
要
な
の
で
、

空
手
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

川
島　
全
然
違
う
ん
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
競
技

の
面
白
さ
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
ね
。

発
祥
の
地
イ
ン
ド
に
は
、プ
ロ
リ
ー
グ
も
。 

小
学
生
も
授
業
で
激
し
い
プ
レ
ー
。

川
島　
私
は
ま
だ
、
実
際
に
試
合
を
見
た
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
会
場
は
ど
ん
な
雰
囲
気
で
す
か
。

新
田　
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
観
戦
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
会
場
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
す
が
、
試
合
が
始
ま
る
と
ピ
ン
と
張
り
詰

め
た
感
じ
で
す
ね
。

川
島　
カ
バ
デ
ィ
は
イ
ン
ド
が
発
祥
だ
そ
う
で
す

が
、イ
ン
ド
で
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

新
田　
イ
ン
ド
の
小
学
校
の
中
庭
で
、
体
育
の
授

業
に
カ
バ
デ
ィ
を
や
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
で
、
膝
か
ら
出
血
し
な
が
ら

も
お
構
い
な
し
で
や
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
、
小
学

生
た
ち
が
。
そ
の
激
し
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
に
は
カ
バ
デ
ィ
の
プ
ロ
リ
ー
グ
が
あ
っ

て
、
テ
レ
ビ
で
も
試
合
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

非
常
に
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ト
ッ
プ
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
と
、
３
カ
月
く
ら
い
の
シ
ー
ズ

ン
で
３
０
０
０
万
～
４
０
０
０
万
円
く
ら
い
の
年

収
が
あ
る
よ
う
で
す
。

川
島　
国
際
的
に
み
る
と
、
や
は
り
イ
ン
ド
が
断

然
強
い
の
で
し
ょ
う
か
。

新
田　
２
０
１
８
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
イ
ン
ド
は

２
敗
し
て
イ
ラ
ン
が
優
勝
し
、
韓
国
が
２
位
で
し

た
。
韓
国
は
日
本
よ
り
も
だ
い
ぶ
後
に
始
め
て
、

か
つ
て
は
来
日
し
て
一
緒
に
練
習
し
た
り
、
私
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
選
手
な
ど
が
、
現
在
は
韓
国
チ
ー

ム
の
主
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
韓
国
は
、
選
手
の

強
化
に
だ
い
ぶ
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
は
、
お
そ
ら
く
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
韓
国
、

パ
キ
ス
タ
ン
が
世
界
の
４
強
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

カ
バ
デ
ィ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
て
い

125 大学時報　2019.1



て
、
南
米
や
ア
フ
リ
カ
、
欧
州
に
も
チ
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。

川
島　
日
本
は
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ど
の
あ

た
り
で
し
ょ
う
か
。

新
田　
10
位
前
後
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
時

期
は
ト
ッ
プ
４
く
ら
い
に
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
最
近
は
や
や
低
迷
気
味
で
す
。
若
手
の
成
長

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

競
技
人
口
が
少
な
い
の
で
、頑
張
れ
ば 

日
本
代
表
に
な
る
の
も
夢
で
は
な
い
。

川
島　
新
田
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
カ

バ
デ
ィ
に
出
合
わ
れ
た
の
で
す
か
。

新
田　
私
は
高
校
時
代
は
レ
ス
リ
ン
グ
を
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
大
正
大
学
に
入
学
す
る
時
に
、
一

か
ら
始
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
な
い
か
と
思
っ
て

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
カ
バ
デ
ィ
部
の
先
輩
か
ら

勧
誘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
競
技
人
口
が
少
な
い
の

で
、
頑
張
れ
ば
日
本
代
表
に
な
る
の
も
夢
で
は
な

い
と
言
わ
れ
て
。

川
島　
で
は
、
新
田
さ
ん
に
声
を
か
け
た
先
輩
は
、

新
田
さ
ん
が
レ
ス
リ
ン
グ
を
な
さ
っ
て
い
た
こ
と

は
知
ら
ず
に
勧
誘
な
さ
っ
た
わ
け
で
す
か
。

新
田　
え
え
。
マ
イ
ナ
ー
な
競
技
だ
っ
た
の
で
、

と
に
か
く
人
数
を
増
や
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
私
が
入
学
し
た
の
は
カ
バ
デ
ィ
部
が
で
き

て
５
年
目
で
、
初
代
の
先
輩
た
ち
が
卒
業
し
た
年

で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
大
学
公
認
の
体
育
会
と
な
り
、

も
っ
と
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

川
島　
初
め
て
カ
バ
デ
ィ
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
い

か
が
で
し
た
か
。

新
田　
自
分
で
「
カ
バ
デ
ィ
、
カ
バ
デ
ィ
」
と
言

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
だ
ル
ー
ル
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
し
、
何
か
道

具
を
使
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
分
か
り
に
く
い
。

で
す
か
ら
、
見
る
よ
り
も
プ
レ
ー
す
る
ほ
う
が
面

白
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

川
島　
実
際
に
プ
レ
ー
し
て
み
て
、
レ
ス
リ
ン
グ

の
ご
経
験
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
。

新
田　
カ
バ
デ
ィ
は
自
分
で
走
っ
て
タ
ッ
チ
し
た

り
、
走
っ
て
い
る
相
手
に
タ
ッ
ク
ル
す
る
の
で
す

が
、
レ
ス
リ
ン
グ
は
組
み
合
っ
た
状
態
で
競
技
す

る
の
で
、
相
手
と
の
距
離
感
が
違
い
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
に
慣
れ
る
の
が
、
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。

川
島　
当
時
の
目
標
を
、
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。

新
田　
入
学
し
た
当
時
は
、
学
生
の
う
ち
に
日
本

選
手
権
で
優
勝
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
１

年
生
の
時
に
部
と
し
て
は
優
勝
し
ま
し
た
が
、
私

は
補
欠
で
し
た
。
３
年
生
に
な
っ
て
キ
ャ
プ
テ
ン

に
な
り
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
上
に
、
年
度

末
に
は
日
本
代
表
の
一
員
と
し
て
海
外
遠
征
に
参

加
し
、
初
め
て
外
国
の
チ
ー
ム
と
試
合
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
行
き
先
は
ネ
パ
ー
ル
で
し
た

が
、
海
外
へ
行
く
こ
と
自
体
が
初
め
て
だ
っ
た
の

新
田 

晃
千
さ
ん
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で
、
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

授
業
は
欠
か
さ
ず
出
席
し
、教
室
で
は 

前
の
席
に
座
っ
て
き
ち
ん
と
ノ
ー
ト
を
取
っ
た
。

川
島　
大
正
大
学
で
は
、
何
を
学
ば
れ
ま
し
た
か
。

新
田　
文
学
部
史
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
日
本

史
専
攻
で
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
中
世
で
し
た
。

川
島　
普
段
は
、
授
業
の
あ
と
で
カ
バ
デ
ィ
の
練

習
を
す
る
と
い
う
形
で
し
た
か
。

新
田　
そ
う
で
す
ね
。
テ
ス
ト
前
な
ど
は
ど
う
し

て
も
忙
し
く
な
る
の
で
、
普
段
か
ら
気
を
付
け
て

い
ま
し
た
。
授
業
は
欠
か
さ
ず
に
出
席
し
、
教
室

で
は
な
る
べ
く
前
の
列
に
座
り
、
き
っ
ち
り
と
ノ
ー

ト
を
取
る
。
そ
う
や
っ
て
授
業
を
真
面
目
に
受
け

て
い
れ
ば
、
テ
ス
ト
勉
強
の
た
め
に
練
習
を
欠
席

す
る
こ
と
も
な
く
、
ノ
ー
ト
を
読
み
返
す
程
度
で

済
み
ま
し
た
。

川
島　
学
生
の
お
手
本
の
よ
う
で
す
ね
。
何
か
、

信
念
の
よ
う
な
も
の
が
お
あ
り
で
し
た
か
。

新
田　
や
は
り
、
大
学
に
は
勉
強
し
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
入
っ
た
わ
け
で
す
し
、
学
費
は
親
に
出
し

て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
が
す
べ
き
こ
と
は

き
ち
ん
と
し
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

川
島　
勉
強
と
カ
バ
デ
ィ
を
両
立
さ
せ
る
中
で
、

難
し
い
時
期
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

新
田　
卒
業
論
文
の
時
期
や
、
就
職
活
動
は
大
変

で
し
た
ね
。
周
り
は
企
業
な
ど
に
資
料
請
求
を
始

め
て
い
る
の
に
、
私
は
海
外
へ
試
合
に
行
っ
た
り

し
た
の
で
、
出
遅
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

川
島　
大
学
３
、
４
年
生
と
い
う
の
は
、
就
職
す

る
か
ス
ポ
ー
ツ
の
道
に
行
く
か
、
選
択
に
悩
む
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

新
田　
カ
バ
デ
ィ
は
マ
イ
ナ
ー
な
競
技
な
の
で
、

そ
れ
を
仕
事
に
す
る
の
は
無
理
で
し
た
。
卒
業
後

も
カ
バ
デ
ィ
を
続
け
た
か
っ
た
の
で
、
年
に
１
～

２
回
は
遠
征
の
た
め
に
長
期
休
暇
を
取
れ
る
な
ど
、

な
る
べ
く
練
習
が
し
や
す
い
と
こ
ろ
を
探
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

川
島　
就
職
後
も
ご
自
分
で
ず
っ
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

新
田　
妥
協
す
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
自
分
に
負

け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
大
会
に
は
日
本
選
手
団
の
一
員
と
し
て
行

く
わ
け
で
あ
り
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

た
だ
、
カ
バ
デ
ィ
の
練
習
だ
け
だ
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
保
つ
の
が
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
目
先
を
変
え
よ
う
と
、
34
歳
の
頃

か
ら
大
学
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
講
座
に
通
っ
た
り
、

日
本
語
教
師
の
養
成
講
座
に
通
っ
て
資
格
を
取
っ

た
り
し
ま
し
た
。
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
は
、
イ
ン
ド
に

行
っ
た
と
き
に
役
立
ち
ま
し
た
。

狩
猟
を
起
源
と
す
る
カ
バ
デ
ィ
は
格
闘
技
、 

国
際
試
合
で
は
体
重
１
０
０
キ
ロ
の
選
手
も
。

川
島 

葵
さ
ん
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川
島　
新
田
さ
ん
は
カ
バ
デ
ィ
の
魅
力
を
広
め
て

こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
、
カ
バ
デ
ィ

の
お
も
し
ろ
さ
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

新
田　
や
は
り
、
道
具
を
一
切
使
わ
な
い
で
激
し

い
ボ
デ
ィ
コ
ン
タ
ク
ト
を
す
る
と
い
う
こ
と
や
、

攻
撃
は
１
人
で
守
備
は
複
数
の
人
数
と
い
う
、
い

わ
ば
個
人
競
技
と
チ
ー
ム
競
技
の
両
方
の
面
白
さ

を
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

カ
バ
デ
ィ
の
起
源
は
狩
猟
、
す
な
わ
ち
素
手
で

狩
り
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
普
段
は
眠
っ
て
い
る
野
生

の
本
能
や
闘
争
心
が
か
き
立
て
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
非
日
常
の
場
面
で
解
放
さ
れ
る
と
い
っ
た

魅
力
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

川
島　
カ
バ
デ
ィ
の
動
画
を
見
る
と
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
側
の
選
手
同
士
が
手
を
つ
な
い
で
い
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
１
人
ず
つ
の
ほ
う
が
動
き
や

す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

新
田　
あ
れ
は
「
チ
ェ
ー
ン
」
と
い
っ
て
、
１
対

１
で
タ
ッ
ク
ル
に
行
く
と
、
頭
上
も
含
め
て
い
ろ

い
ろ
な
方
向
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
逃
げ
ら
れ
る
の
で
、

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
守
備
側

の
両
端
の
選
手
は
動
く
距
離
が
長
い
う
え
に
、
敵

陣
に
近
い
位
置
に
な
り
や
す
い
た
め
、
つ
な
い
だ

手
を
思
い
切
り
引
っ
張
っ
て
素
早
く
後
退
さ
せ
た

り
、
後
退
し
た
と
こ
ろ
を
追
い
か
け
て
き
た
攻
撃

の
選
手
を
、
反
対
側
の
端
の
選
手
が
後
ろ
か
ら
捕

ま
え
る
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
。
作
戦
は
相
当
複
雑
で
す
。

川
島　
頭
脳
戦
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

新
田　
人
数
の
増
減
も
あ
る
し
、
攻
撃
で
も
守
備

で
も
得
点
で
き
る
の
で
、
試
合
の
残
り
時
間
を
考

え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
戦
術
を
駆
使
し
て
戦
い

ま
す
。

川
島　
カ
バ
デ
ィ
は
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
な
が
ら
、

何
か
の
儀
式
ま
た
は
祭
り
の
よ
う
な
不
思
議
な
印

象
も
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
ん
な
に
激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
な
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

新
田　
そ
う
で
す
ね
。
カ
バ
デ
ィ
は
格
闘
技
に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
島　
新
田
さ
ん
は
け
が
を
な
さ
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。

新
田　
学
生
時
代
は
鼻
を
折
っ
た
く
ら
い
で
す
が
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
膝
の
靱
帯
３
本
と
半

月
板
を
同
時
に
断
裂
し
た
り
、
眼
窩
底
骨
折
も
経

験
し
ま
し
た
。

川
島　
大
変
で
し
た
ね
。
こ
う
し
て
新
田
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
と
て
も
優
し
い
印

象
を
受
け
ま
す
が
、
や
は
り
試
合
に
な
る
と
ガ
ラ
ッ

と
変
わ
っ
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

新
田　
そ
う
い
う
面
は
確
か
に
あ
り
ま
す
（
笑
）。

　

カ
バ
デ
ィ
で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
国
際
試
合
で

は
85
キ
ロ
と
い
う
体
重
制
限
が
あ
る
こ
と
で
す
。

「チェーン」をする新田さんと川島さん

1282019.1　大学時報



し
か
も
、
例
え
ば
大
会
期
間
が
１
週
間
の
場
合
で

も
、
計
量
は
初
戦
の
前
に
１
回
だ
け
。
で
す
か
ら
、

体
重
が
１
０
０
キ
ロ
も
あ
る
外
国
の
選
手
が
85
キ

ロ
に
減
量
し
、
げ
っ
そ
り
し
た
顔
で
計
量
を
ク
リ

ア
し
た
あ
と
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
１
０
０
キ
ロ
に

戻
し
て
試
合
に
出
て
く
る
の
で
す
。
85
キ
ロ
と
１

０
０
キ
ロ
で
は
、
タ
ッ
ク
ル
さ
れ
た
と
き
の
衝
撃

が
全
然
違
い
ま
す
。

川
島　
日
本
に
も
、
そ
う
い
う
選
手
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。

新
田　
日
本
で
85
キ
ロ
ぎ
り
ぎ
り
の
選
手
は
、
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
私
も
普
段
は
81
キ
ロ
く
ら
い

で
す
が
、
試
合
に
は
78
キ
ロ
ま
で
絞
っ
て
出
場
し

ま
す
。
普
段
か
ら
体
重
管
理
に
は
気
を
付
け
て
お

り
、
も
う
20
年
以
上
、
１
日
２
回
計
測
し
て
記
録

し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
大
会
に
６
回
出
場
し
、 

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
。

川
島　
今
、
日
本
の
カ
バ
デ
ィ
人
口
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

新
田　
実
際
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
の
は
、
男
女
合

わ
せ
て
１
０
０
０
人
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

川
島　
カ
バ
デ
ィ
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
き
っ
か

け
は
、
ど
の
よ
う
な
形
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

新
田　
マ
イ
ナ
ー
競
技
な
の
で
、
ま
ず
メ
ン
バ
ー

を
７
人
集
め
る
の
が
大
変
で
す
。
カ
バ
デ
ィ
に
興

味
を
持
っ
た
人
が
日
本
カ
バ
デ
ィ
協
会
に
連
絡
を

し
て
、
月
１
回
開
催
さ
れ
る
体
験
会
に
参
加
す
る
。

そ
こ
で
実
際
に
や
っ
て
み
て
か
ら
、
友
人
や
地
元

の
知
り
合
い
な
ど
を
集
め
て
チ
ー
ム
を
結
成
す
る

と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
、
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
。

体
験
会
の
参
加
者
は
中
学・

高
校
生
が
多
い
の
で

す
が
、
私
よ
り
年
齢
が
ち
ょ
っ
と
上
く
ら
い
の
人

も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
は
、
カ
バ
デ
ィ
を
プ
レ
ー
す
る
高
校
生
を

主
人
公
に
し
た
マ
ン
ガ
が
人
気
が
あ
り
、
そ
れ
を

読
ん
で
カ
バ
デ
ィ
に
興
味
を
持
ち
、
体
験
会
に
参

加
す
る
人
が
非
常
に
多
い
で
す
ね
。
マ
ン
ガ
の
影

響
は
だ
い
ぶ
大
き
い
よ
う
で
す
。

川
島　
新
田
さ
ん
が
初
め
て
カ
バ
デ
ィ
を
ご
覧
に

な
っ
た
と
き
は
、「
カ
バ
デ
ィ
、
カ
バ
デ
ィ
」
と
言

う
の
が
恥
ず
か
し
い
と
感
じ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
今
の
中
学・

高
校
生
も
同
じ
で
す
か
。

新
田　
い
え
、
皆
さ
ん
結
構
普
通
に
声
に
出
し
て

い
ま
す
。
マ
ン
ガ
も
読
ん
で
い
る
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
動
画
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
。
イ
ン

ド
の
プ
ロ
リ
ー
グ
な
ど
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー

も
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
。

川
島　

新
田
さ
ん
は
46
歳
の
現
在
も
日
本
代
表

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
プ
レ
ー
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

ま
る
で
カ
バ
デ
ィ
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
ス
キ
ー・

ジ
ャ
ン
プ
の
葛
西
紀
明
選
手
み
た
い
で
す
ね
。

新
田　
葛
西
さ
ん
と
は
同
い
年
で
す
。

　

日
本
代
表
で
は
私
が
一
番
長
い
も
の
の
、
国
内

の
大
会
で
は
私
よ
り
年
上
の
選
手
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
海
外
の
大
会
に
行
く
と
、
か
つ
て
戦
っ

た
同
世
代
の
方
々
は
、
今
や
各
国
の
監
督
や
協
会

関
係
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

２
０
１
８
年
の
ア
ジ
ア
大
会
の
と
き
に
、
私
が

計
量
を
し
て
い
た
ら
、
誰
か
が
「
彼
は
６
回
目
の

出
場
だ
」
と
言
っ
た
の
で
、
み
ん
な
が
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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自
分
は
も
っ
と
や
れ
た
の
で
は
な
い
か 

と
の
思
い
か
ら
、現
役
を
続
行
。

新
田　
私
は
か
つ
て
、
30
歳
く
ら
い
で
引
退
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
26
歳
で
ア
ジ
ア
大
会
に

出
場
し
、
30
歳
で
迎
え
る
次
の
大
会
に
は
日
本
代

表
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
参
加
し
て
、
メ
ダ
ル
を

取
っ
て
引
退
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
し
た
。

川
島　
30
歳
に
な
ら
れ
た
２
０
０
２
年
の
釜
山
大

会
に
、
実
際
に
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
出
場
な
さ
い

ま
し
た
。

新
田　
そ
れ
ま
で
の
ア
ジ
ア
選
手
権
な
ど
で
、
日

本
は
銅
、
銀
、
銀
と
３
大
会
連
続
で
メ
ダ
ル
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
は
、

メ
ダ
ル
常
連
国
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
勝
つ
な
ど

し
て
、
最
終
戦
で
勝
つ
か
引
き
分
け
れ
ば
メ
ダ
ル

確
定
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
最
終
戦
で
は
、
そ
れ
ま
で
全
敗
だ
っ
た
マ
レ
ー

シ
ア
に
敗
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

川
島　
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。

新
田　
そ
の
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
次
の
２
０
０
６
年
の
ア
ジ
ア
大

会
で
も
私
は
キ
ャ
プ
テ
ン
で
し
た
が
、
ま
た
し
て

も
メ
ダ
ル
に
手
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
34
歳
だ
っ

た
の
で
、
ど
う
し
よ
う
か
な
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
が
、
大
学
２
、
３
年
生
の
い
い
選
手
が

３
人
く
ら
い
い
た
の
で
、
彼
ら
が
も
っ
と
伸
び
れ

ば
次
は
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、
も
う

４
年
だ
け
続
け
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

川
島　
そ
う
し
て
迎
え
た
２
０
１
０
年
の
広
州
大

会
で
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
な
さ
い
ま
し
た
。

新
田　
ア
ジ
ア
大
会
で
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
の
は
初

め
て
な
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

川
島　
で
は
、
そ
こ
で
引
退
す
る
と
い
う
考
え
も

お
あ
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

新
田　
実
は
、
34
歳
の
ド
ー
ハ
大
会
の
と
き
は
、

選
手
村
に
入
っ
て
か
ら
肉
離
れ
を
起
こ
し
、
次
の

広
州
大
会
で
は
直
前
練
習
で
け
が
を
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
試
合
に
出
場
は
し
た
の
で
す
が
、
１
０

０
％
の
力
を
出
し
切
れ
な
か
っ
た
。
メ
ダ
ル
を
取
っ

て
う
れ
し
い
半
面
、自
分
は
も
っ
と
や
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
が
拭
い
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

川
島　
ご
自
身
に
厳
し
く
て
、
本
当
は
も
っ
と
で

き
た
の
で
は
な
い
か
、
も
っ
と
上
を
目
指
せ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
を
ず
っ
と
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
ね
。

新
田　
え
え
、
私
は
オ
フ
ェ
ン
ス
（
攻
撃
）
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
、
個
人
と
し
て
の
能
力
が
結
果

を
大
き
く
左
右
す
る
の
で
、
け
が
で
力
を
出
し
切

れ
な
か
っ
た
自
分
自
身
に
満
足
で
き
な
い
気
持
ち

が
あ
り
、
そ
の
後
も
現
役
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

川
島　
年
齢
を
重
ね
る
に
従
っ
て
年
下
の
選
手
が

増
え
て
く
る
と
、
後
輩
の
育
成
と
か
、
現
役
を
続

け
る
自
分
の
背
中
を
見
せ
て
、
と
い
っ
た
思
い
が

ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
田　
私
は
、
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
中
で
教
え
て

い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
し
か
で
き
な
い
と
思
っ
て
、

コ
ー
チ
兼
任
で
続
け
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
選
手
一
本
に
絞
ろ
う
と
、
ほ
か
の
人

に
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
島　
選
手
と
し
て
の
活
躍
を
支
え
て
き
た
お
考

え
と
か
、
常
に
意
識
し
て
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
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こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

新
田　
30
歳
く
ら
い
の
頃
か
ら
毎
年
、
個
人
で
イ

ン
ド
に
行
っ
て
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
練
習
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

大
学
４
年
生
の
と
き
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
遠

征
に
行
っ
た
際
に
、
卒
業
旅
行
も
兼
ね
て
イ
ン
ド

の
コ
ル
カ
タ
（
旧・

カ
ル
カ
ッ
タ
）
ま
で
足
を
延

ば
し
、
地
元
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
練
習
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

30
歳
で
ア
ジ
ア
大
会
に
参
加
し
、
メ
ダ
ル
を
逃

し
て
悩
ん
で
い
た
と
き
に
そ
れ
を
思
い
出
し
、
も

う
一
度
本
場
へ
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
毎
年
１
回
は
行
っ
て
お
り
、
途
中
か

ら
は
若
手
の
選
手
を
連
れ
て
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

イ
ン
ド
で
泊
ま
る
の
は
、
部
屋
に
は
扇
風
機
と

ベ
ッ
ド
だ
け
、
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
は
共
同
と
い

う
１
泊
百
数
十
円
の
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
、
イ
ン

ド
の
満
員
電
車
に
揺
ら
れ
て
練
習
に
通
う
２
週
間

の
生
活
は
、
若
い
選
手
に
と
っ
て
は
非
常
に
刺
激

的
な
体
験
に
な
り
ま
す
。
カ
バ
デ
ィ
に
対
す
る
姿

勢
や
、
日
本
で
ど
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
る

か
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
。
私
に
と
っ
て
も
原
点

回
帰
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
毎
年
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

自
国
開
催
と
な
る
２
０
２
６
年
の
ア
ジ
ア
大
会 

は
金
メ
ダ
ル
が
最
大
の
目
標
。

川
島　
新
田
さ
ん
は
ア
ジ
ア
大
会
に
６
大
会
連
続

で
出
場
な
さ
っ
て
、
日
本
の
カ
バ
デ
ィ
を
引
っ

張
っ
て
い
る
お
一
人
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で

も
も
っ
と
盛
り
上
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

新
田　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
２
０
２
６
年

に
は
愛
知
で
ア
ジ
ア
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
が
、
自
国
開
催
な
の
で
、
や
は
り
金
メ
ダ
ル
が

最
大
の
目
標
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
２
０

２
２
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
メ
ダ
ル
を
取
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
、
選
手
の
強
化・

育
成
を
も
っ

と
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
競
技
の
普

及
は
ま
た
別
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
強
化
と

普
及
は
車
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係
な
の
で
、
ど
ち

ら
も
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
マ
ン
ガ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
高
校
生
の

チ
ー
ム
が
頑
張
っ
て
い
た
り
、
二
十
歳
そ
こ
そ
こ

で
も
優
れ
た
選
手
が
い
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
裾

野
は
だ
い
ぶ
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

カ
バ
デ
ィ
協
会
で
も
、
小・

中
学
校
の
授
業
で
カ

バ
デ
ィ
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
ご
連
絡
が
あ
れ

ば
、
ど
ん
ど
ん
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

カ
バ
デ
ィ
は
草
野
球
よ
り
も
手
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
道
具
は
何
も
い
ら
な
い
し
、
場

所
だ
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
く
ら
い
。
町

内
会
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
祭
り
で
カ
バ
デ
ィ
の
試

合
を
す
る
く
ら
い
身
近
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

新田晃千さん（右）と川島葵さん
（2018年11月13日�大正大学にて）

131 大学時報　2019.1



大お
お

島し
ま 

正ま
さ

克か
つ

亜
細
亜
大
学
学
長

　

栗
田
充
治
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

10
月
１
日
付
け
で
学
長
に
就
任
し
た
。
任

期
は
３
年
間
。
滋
賀
県
生
ま
れ
。
早
稲
田

大
学
商
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
。
１
９
８

１
年
本
学
経
営
学
部
に
会
計
学
担
当
と
し

て
奉
職
。
１
９
９
３
年
経
営
学
部
教
授
、

２
０
０
０
年
か
ら
の
２
年
間
と
２
０
０
６

年
か
ら
の
４
年
間
を
経
営
学
部
長
、
２
０

１
５
年
か
ら
の
３
年
間
を
副
学
長
、
理
事
。

硬
式
庭
球
部
部
長
、
硬
式
野
球
部
部
長
を

歴
任
。
硬
式
野
球
部
部
長
時
代
に
は
18
名

の
プ
ロ
野
球
選
手
が
輩
出
。
留
学
生
会
顧

問
も
歴
任
し
、
ま
た
配
偶
者
が
台
湾
か
ら

の
留
学
生
だ
っ
た
こ
と
か
ら
留
学
生
教
育

に
も
力
を
注
い
で
き
た
。
対
外
活
動
と
し

て
は
、
公
認
会
計
士
試
験
委
員
、（
学
）晃

華
学
園
監
事
、（
公
財
）全
日
本
大
学
野
球

連
盟
評
議
員
、（
一
財
）東
都
大
学
野
球
連

盟
副
理
事
長
、
日
本
管
理
会
計
学
会
副
会

長
、
日
本
社
会
関
連
会
計
学
会
理
事
、
国

際
戦
略
経
営
研
究
学
会
理
事
な
ど
の
要
職

を
歴
任
し
て
い
る
。

　

専
門
の
会
計
学
の
立
場
か
ら
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
企
業
会
計
の
研
究
を
続
け
て
き
た

が
、
そ
の
国・

地
域
の
社
会
や
文
化
を
し
っ

か
り
と
理
解
す
べ
く
、
本
学
教
授
で
台
湾

出
身
の
菅
俊
雄
（
楊
天
溢
）
教
授
（
経
営

史
）
の
大
学
院
ゼ
ミ
や
研
究
会
で
学
ん
だ
。

そ
れ
ら
を
基
に
『
中
国
企
業
会
計
の
研
究
』

と
い
う
50
万
字
超
の
博
士
論
文
を
完
成
さ

せ
、
２
０
０
５
年
２
月
、
早
稲
田
大
学
か

ら
博
士
（
商
学
）
を
授
与
さ
れ
た
。
建
学

の
精
神
「
自
助
協
力
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

大
学
運
営
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

太た

城し
ろ 

力ち

か

ら良兵
庫
医
科
大
学
理
事
長

　

新
家
荘
平
理
事
長
の
退
任
に
伴
い
、
副

理
事
長
で
あ
っ
た
太
城
力
良
が
２
０
１
８

年
１
０
月
に
理
事
長
就
任
、
任
期
は
２
０

２
０
年
３
月
末
日
ま
で
。

　

太
城
新
理
事
長
は
、
１
９
４
７
年
大
阪

府
生
ま
れ
。
１
９
７
２
年
大
阪
大
学
医
学

部
を
卒
業
、
１
９
８
０
年
大
阪
大
学
麻
酔

学
講
座
助
教
授
、
１
９
８
８
年
大
阪
府
立

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
手
術
部
長
、
１
９
９

４
年
兵
庫
医
科
大
学
麻
酔
学
教
授
、
２
０

０
５
年
学
校
法
人
兵
庫
医
科
大
学
理
事

（
経
営
企
画・

危
機
管
理
担
当
）、
２
０
０

９
年
同
病
院
長
、
２
０
１
４
年
副
理
事
長・

さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
（
２
０

１
７
年
３
月
ま
で
）。
２
０
１
４
年
か
ら
２

年
間
、
関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
経

営
戦
略
科
教
授
を
兼
任
し
た
。

　

専
門
分
野
は
麻
酔
科
学
で
、
周
産
期
麻

酔・

集
中
治
療
、
麻
酔
作
用
理
論
の
著
書

論
文
が
多
数
あ
る
。
阪
神・

淡
路
大
震
災

時
に
は
学
生
を
含
む
教
職
員
チ
ー
ム
を
組

織
し
、
市
内
全
救
護
所
で
診
療
活
動
を
展

開
し
た
。

　

こ
の
後
、
大
規
模
災
害
時
の
実
地
訓
練

を
毎
年
実
施
し
、
福
知
山
線
脱
線
事
故
時

に
は
、
多
数
の
負
傷
者
の
受
け
入
れ
を
円

滑
に
行
っ
た
。
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
長
時
に
は
、
経
営
改
善
と
共
に
地
域

包
括
ケ
ア
を
具
現
化
す
る
医
療
人
の
育
成

を
兵
庫
医
療
大
学
と
協
働
し
て
開
始
し
た
。

　

今
後
も
、
患
者
を
支
え
そ
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

考
え
る
医
療
人・

リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を

持
つ
医
療
人
を
育
て
る
と
と
も
に
、
新
病

院
の
建
築
に
向
け
て
経
営
基
盤
の
安
定
化

に
手
腕
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

亜
細
亜
大
学

新
会
員
代
表
者
紹
介

兵
庫
医
科
大
学
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福ふ
く

井い

次つ
ぐ

矢や

’76
京
都
大
学
医
学
部
卒
。
’84
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
修
了
。
’05
か
ら
聖
路
加
国

際
病
院
院
長
。
’16
よ
り
聖
路
加
国
際
大
学
学
長
。
京

都
大
学
名
誉
教
授
。

田た

畑ば
た

邦く
に

治は
る

白
百
合
女
子
大
学
学
長
。
上
智
大
学
大

学
院
哲
学
研
究
科
修
了
。
修
士
。
宗
教
哲
学・

ケ
ア

の
倫
理
学
専
攻
。
著
書
『「
心
豊
か
」
に
生
き
る
ヒ
ン

ト
は
古
典
に
あ
り
。』
ほ
か
。

北ほ
う

條じ
ょ
う

英ひ
で

勝か
つ

武
蔵
野
大
学
教
務
部
長
、
人
間
科
学
部

教
授
。
’98
東
洋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
修
士
（
社
会

学
）。

西に
し

川か
わ

幸ゆ
き

穂お

学
校
法
人
立
命
館
常
務
理
事
。
’85
立
命

館
大
学
法
学
部
卒
、
同
年
学
校
法
人
立
命
館
入
職
。

広
報
課
長
、
総
務
部
長
、
人
事
部
長
な
ど
を
経
て
、
’17

か
ら
現
職
。
’15
～
’17
大
学
行
政
管
理
学
会
会
長
。

吉よ
し

川か
わ

倫の
り

子こ

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
理
事・

評
議

員
、
芝
浦
工
業
大
学
豊
洲
学
事
部
長
。
学
習
院
女
子

短
期
大
学
卒
。
人
事
課
長
、
豊
洲
学
事
部
次
長
、
大

宮
学
事
部
長
を
経
て
、
’16
か
ら
現
職
。

三み

浦う
ら　

暁あ
き
ら

早
稲
田
大
学
人
事
部
長
。
早
稲
田
大
学

法
学
部
卒
。
’89
早
稲
田
大
学
入
職
。
人
事
課
長
、
人

事
部
副
部
長
を
経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

音お
と　
好よ

し

宏ひ
ろ

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。
’90
上
智
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

専
門
は
メ
デ
ィ
ア
論
。
主
著
『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現

代
的
展
開
』
ほ
か
。

五い

十そ

峰み
ね
聖せ

い

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
育
開
発・

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。
主
著
『T

O
EFL	

T
EST

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
英
単
語
』（
河
合
出
版
）な
ど
。

大お
お

久く

保ぼ

瞳ひ
と
み

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク・
オ
フ
ィ
ス
職
員
。
’08
ケ
ネ
ソ
ー
州
立
大
学
経
営

学
部
金
融
学
科
卒
。
’10
か
ら
現
職
。

河か
わ

野の

修し
ゅ
う

平へ
い

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員
。
’12
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文

学
科
卒
。
’12
学
校
法
人
立
命
館
入
職
、
’15
か
ら
現
職
。

花は
な

光み
つ　

清き
よ
し

阪
南
大
学
教
務
部
教
育
情
報
課
長
。
’94

阪
南
大
学
商
学
部
卒
。
’95
阪
南
大
学
入
職
、
’11
入
試

広
報
課
、
’15
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
担
当
事
務
局
（
現

教
育
情
報
課
）
を
経
て
、
’18
か
ら
現
職
。

吉よ
し

村む
ら

雅ま
さ

文ふ
み

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
副

学
部
長
、教
授
、運
動
部
運
営
委
員
長
。
’92
順
天
堂
大

学
大
学
院
体
育
学
研
究
科
修
了
。博
士（
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
）。専
門
は
コ
ー
チ
学
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
。

青あ
お

木き

和か
ず

浩ひ
ろ

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
学

部
長
補
佐
、
教
授
、
広
報
委
員
長
。
’94
順
天
堂
大
学

大
学
院
体
育
学
研
究
科
修
了
。
博
士
（
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
）。
専
門
は
コ
ー
チ
学
、
体
力
学
。

星ほ
し
野の

次じ

郎ろ
う

姫
路
獨
協
大
学
人
間
社
会
学
群
教
授
。
’85

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
了
。理
学
博
士（
動

物
学
）。
主
著
「
マ
ン
ド
リ
ル
の
採
食
生
態
」、『
人
類

以
前
の
社
会
学
』（
河
合
雅
雄
編
、
教
育
社
）
な
ど
。

南み
な

木き

睦む
つ

彦ひ
こ

流
通
科
学
大
学
商
学
部
教
授
、
初
年
次

教
育
専
門
部
会
部
会
長
。
大
阪
市
立
大
学
理
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
理
学
博
士
。
専
門
は

古
民
族
植
物
学
な
ど
、
教
育
関
連
論
文
も
執
筆
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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及お
い
川か

わ　
愛あ

い

㈱
進
研
ア
ド
高
大
接
続
教
育
部
部
長
。
’02

日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
教
育
学
専

攻
博
士
課
程
前
期
修
了
。
市
場
調
査
会
社
を
経
て
、
’06

㈱
進
研
ア
ド
に
入
社
。
’18
か
ら
現
職
。

石い
し

田だ

あ
す
み
こ

㈱
進
研
ア
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

部
。
’14
北
海
道
大
学
法
学
部
卒
。
’14
㈱
進
研
ア
ド
入

社
以
来
、
高
等
教
育
機
関
の
高
大
接
続
支
援
に
従
事
。

松ま
つ

原ば
ら

道ど
う

一い
つ

学
校
法
人
駒
澤
大
学
理
事
長
。

小こ

嶋じ
ま　
顕け

ん

立
教
大
学
総
長
室
広
報
課
（
学
校
法
人

立
教
学
院
広
報
室
兼
務
）。
中
途
採
用
で
’07
に
入
職

後
、
入
学
セ
ン
タ
ー
を
経
て
’13
か
ら
現
職
。
こ
れ
ま

で
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広
告
、
広
報
誌
な
ど
を
担
当
。

橋は
し

本も
と

明あ
き

子こ

国
際
基
督
教
大
学
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ・

オ
フ
ィ
ス
室
長
。
’93
国
際
基
督
教
大
学

大
学
院
行
政
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
’04
同

大
職
員
、
’06
か
ら
広
報
担
当
、
’08
か
ら
現
職
。

松ま
つ
本も

と　
崇た

か
し

神
戸
女
学
院
大
学
学
長
室
広
報
担
当
。
’03

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

民
間
企
業
勤
務
を
経
て
、
’10
学
校
法
人
神
戸
女
学
院

入
職
。
’16
か
ら
現
職
。

橋は
し

本も
と

敏と
し

彦ひ
こ

㈱
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

ブ

ラ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
。

齋さ
い

藤と
う

公こ
う

太た

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
助

教
。
’17
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。
博
士
（
文
学
）。
國
學
院
大
學
研
究
開
発

推
進
機
構
研
究
補
助
員
な
ど
を
経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

堀ほ
り

真ま

奈な

美み

東
海
大
学
健
康
学
部
長
、
教
授
。
慶
應

義
塾
大
学
法
学
部
卒
、
同
大
学
院
政
策・

メ
デ
ィ
ア

研
究
科
修
士・
博
士
課
程
修
了
。
専
門
は
社
会
保
障

論
、
医
療
経
済
、
医
療
政
策
。

金か
な

丸ま
る

英え
い

子こ

西
南
学
院
大
学
神
学
部
長
、
教
授
、
西

南
学
院
百
年
史
編
纂
委
員
長
。

本も
と

保や
す

恭き
ょ
う

子こ

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
務
部

長
、
人
間
生
活
学
部
教
授
。
’08
か
ら
現
職
。
著
書
『
福

祉
文
化
学
の
源
流
と
前
進
（
明
石
書
店
）』、『
学
校・

施
設
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
入
門
（
大
空
社
）』
な
ど
。

工く

藤ど
う

宣の
ぶ

弘ひ
ろ

立
正
大
学
学
生
部
長
。

新に
っ

田た

晃て
る

千か
ず

埼
玉
県
出
身
、
大
正
大
学
卒
。
高
校
時

代
は
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
所
属
。
大
正
大
学
入
学
後
、

日
本
代
表
に
な
れ
る
と
勧
誘
さ
れ
て
カ
バ
デ
ィ
部
に

入
部
し
、
競
技
生
活
を
始
め
た
。
’02・

’06
年
の
ア
ジ

ア
競
技
大
会
で
は
主
将
を
務
め
、
’10
年
大
会
で
は
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
。
’14	・

’18
年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に

も
選
手
と
し
て
出
場
し
た
。

川か
わ

島し
ま　

葵あ
お
い

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
上
智
大
学
文

学
部
卒
。
東
海
ラ
ジ
オ
入
社
。
’12
か
ら
フ
リ
ー
。
東

海
ラ
ジ
オ
「T

O
K
Y
O
	U

PSID
E	ST

A
T
IO

N

」、

「
川
島
葵
の
東
京
か
ら
も
歌
謡
曲
」
な
ど
に
出
演
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。

1342019.1　大学時報



●
11
月
５
日
㈪

　

自
民
党
地
方
創
生
本
部
長
に
地
方
創
生
関
係

の
予
算
を
要
望

●
11
月
６
日
㈫

　

財
務
省
主
計
局
次
長
と
公
財
政
支
出
の
あ
り

方
に
つ
い
て
意
見
交
換

●
11
月
12
日
㈪

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
「
私
立
大
学
の

振
興
に
関
す
る
協
議
会
」
を
開
催

　

総
務
大
臣
に
地
方
創
生
関
係
の
予
算
を
要
望

●
11
月
13
日
㈫

　

第
７
回
常
務
理
事
会
に
出
席

　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
担
当
）

に
地
方
創
生
関
係
の
予
算
を
要
望

●
11
月
26
日
㈪

　

自
民
党
税
制
調
査
会
小
委
員
会
に
「
信
託
協

会
」
と
協
働
で
税
制
改
正
を
要
望

●
11
月
27
日
㈫

　

第
８
回
理
事
会
、
第
２
回
秋
季
総
会
に
出
席

●
11
月
30
日
㈮

　

全
私
学
連
合
「
私
学
振
興
協
議
会
」
を
開
催

　

自
民
党
税
制
調
査
会
メ
ン
バ
ー
に
「
信
託
協

会
」
と
協
働
で
税
制
改
正
を
要
望

●
12
月
４
日
㈫

　

主
要
国
会
議
員
ら
に
平
成
31
年
度
私
立
大
学

関
係
政
府
予
算
を
要
望

●
12
月
７
日
㈮

　

麻
生
太
郎
財
務
大
臣・

主
要
国
会
議
員
ら
に

平
成
31
年
度
私
立
大
学
関
係
政
府
予
算
を
要
望

●
12
月
11
日
㈫

　

第
８
回
常
務
理
事
会
に
出
席

●
12
月
13
日
㈭

　

全
私
学
連
合
「
私
学
振
興
懇
親
会
」
に
出
席

開
催
報
告

◉
11
月
19
日
㈪・

20
日
㈫

「
学
生
支
援
研
究
会
議
」
開
催

「
学
生
生
活
の
多
様
化
と
学
生
支
援
」
を
テ
ー

マ
に
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

（
兵
庫
県
神
戸
市
）
に
て
開
催
。
47
大
学
69
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。

◉
11
月
30
日
㈮・

12
月
１
日
㈯

「
第
２
回
財
務・

人
事
担
当
理
事
者
会
議
」
開
催

「
社
会
変
革
と
大
学
経
営

―
財
政
基
盤
強
化

を
目
指
し
て

―
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
に
て
開
催
。

59
法
人
83
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

会
長
の
動
き
２
０
１
８
年

11
月
▼
12
月

地方創生大臣に
地方創生関係の予算を要望

財務大臣に予算要望

国会議員との「私立大学振興協議会」

連盟ニュース
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◆
推
薦
入
試
で
憧
れ
の
大
学
に
い

ち
早
く
合
格
を
決
め
た
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
は
、
よ
く
図
書
室
で
受
験
と

は
関
係
な
く
読
書
を
楽
し
ん
で
い

た
。
余
裕
に
見
え
た
の
は
小
生
の

未
熟
さ
か
ら
で
あ
っ
た
と
振
り
返

る
が
、
彼
ら
な
り
に
通
常
に
受
験

す
る
生
徒
よ
り
も
早
く
不
安
を
感

じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
進
学
後
、

大
学
で
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
の

か
、
大
学
の
そ
の
先
に
ど
ん
な
光

景
が
想
像
で
き
る
の
か
、
今
自
分

は
何
を
す
べ
き
か
、
不
安
と
期
待

が
入
り
混
じ
っ
た
数
カ
月
間
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
時
期
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
、
大
学
も
高
校
も
と
も
に
改
革

と
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

般
、
各
大
学
や
教
育
業
界
に
精
通

の
企
業
か
ら
貴
重
な
ご
寄
稿
を
賜

る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容
は
、
多

文
化
理
解
、
保
護
者
や
地
域
、
企

業
を
交
え
た
取
り
組
み
、
学
生
ス

ポ
ー
ツ
の
側
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
、

入
学
前
教
育
の
入
学
後
の
活
用
な

ど
、
切
り
口
も
多
様
で
あ
る
。
入

学
前
教
育
は
高
大
接
続
改
革
と
密

接
に
関
係
す
る
、
い
わ
ば
大
き
な

難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
た
い

へ
ん
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
と

な
っ
た
。

　

年
末
の
ご
多
忙
の
折
、
ご
執
筆

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
。（
広
報・

情
報
部
門

会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

関
西

大
学
総
合
企
画
室
広
報
課
長 

依

藤 

康
正
）

◆
企
業
の
魅
力
に
関
す
る
企
業
広

報
戦
略
研
究
所
の
調
査
で
は
「
最

も
魅
力
を
感
じ
る
要
素
を
ど
こ
で

見
聞
き
し
た
か
」
と
の
問
い
に
対

し
て
半
数
を
超
え
る
54・

４
％
が

メ
デ
ィ
ア
（
番
組
や
記
事
、
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
、
広
告
な
ど
）
と
回
答

し
、
そ
の
内
訳
は
、
テ
レ
ビ
番
組

（
46・

５
％
）、
Ｗ
ｅ
ｂ
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
の
一
般
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
31・

３
％
）、
自
社
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
企
業
Ｗ
ｅ
ｂ
（
24・

５
％
）、

新
聞
記
事
（
24・

０
％
）、
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
（
18・

１
％
）、
雑
誌
記
事

（
15・

５
％
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
企
業
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
発

信
さ
れ
る
情
報
は
、
新
聞
記
事
や

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
よ
り
も
、
企
業
の
魅

力
と
の
接
点
と
し
て
重
要
度
が
高

い
こ
と
が
分
か
る
。
大
学
も
同
様

で
あ
ろ
う
。
大
学
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
重
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
お

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
や
コ
ン
セ

プ
ト
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
作
成
、
運
用
体
制
と
い
っ
た

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
小
特
集
で
は
、
直
近
の
２
０

１
７
、
２
０
１
８
年
度
に
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ

た
３
大
学
の
事
例
報
告
と
、
日
経

Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
好

感
を
持
た
れ
る
サ
イ
ト
づ
く
り
に

つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
大
学

の
魅
力
を
発
信
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会
議

（
大
学
時
報
）
委
員・

立
命
館
大
学

総
合
企
画
部
広
報
課
長 

五
坪 

智

彰
）

◆
２
０
１
８
年
も
多
く
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
引
退
し
た
。
引
退

の
理
由
は
「
け
が
」「
体
力
の
衰

え
」「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
プ
ロ
の
世

界
で
通
用
す
る
体
力
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
の
は
並
大
抵

の
こ
と
で
は
な
い
。

　

今
号
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
カ
バ
デ
ィ
日

本
代
表
選
手
の
新
田
晃
千
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

大
学
在
学
中
に
カ
バ
デ
ィ
の
日

本
代
表
選
手
と
な
り
、
そ
の
後
、

ア
ジ
ア
大
会
に
６
回
出
場
し
、
46

歳
と
な
っ
た
現
在
も
代
表
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
プ
レ
ー
し
て
い
る
。

そ
の
過
程
で
は
、
何
度
も
引
退
を

考
え
た
と
い
う
。そ
の
た
び
に
、自

分
は
も
っ
と
や
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
て
現
在

ま
で
現
役
を
続
行
し
て
こ
ら
れ
た
。

　

格
闘
技
に
分
類
さ
れ
る
カ
バ

デ
ィ
は
、
強
い
フ
ィ
ジ
カ
ル
が
要

求
さ
れ
る
。
と
き
に
、
強
い
気
持

ち
が
体
力
の
衰
え
を
も
凌
駕
す
る

こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
日
本

私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

佐
藤 

義

文
）

次号
（3月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「私立大学におけるキャンパスのあり方」
特　集	「進化する『キャンパス』」
小特集	「社会人 ・企業向け講座のいま」
表紙 ・大学点描 甲南大学　　だいがくのたから 聖カタリナ大学
クローズアップ ・インタビュー　「大迫 友紀さん（ガラス作家）」

編
集
後
記
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2019
1月号

中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
田　上　雅　徳（慶應義塾大学法学部教授）
クーロン・ダヴィッド（南山大学外国語学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教大学広報室長）
五　坪　智　彰（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　宏　隆（早稲田大学広報室副室長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）

発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）

発 行 所　一般社団法人	日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
	 私学会館別館	
	 電話	03－3262－4362　　FAX	03－3262－4363	
	 http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進	研	アド
	 〒530-0003　大 阪 市 北 区 堂 島 ２ － ４ － 27 	
	 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫
	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫
	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫
	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫
	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫
	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮 城 学 院 女 子 大 学
桃 山 学 院 大 学⎫
	 ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫
	 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫
	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫
	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫
	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園 田 学 園 女 子 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東 北 公 益 文 科 大 学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫
	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫
	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順
 ｝は同一学校法人	）

（124大学　平成31年 1 月20日現在）
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